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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──義弟おとうととのお風呂でのスキンシップ、と言ったらどうするのかしら？







　　　Life.1　あぶだくしょんＥＲＯ！







　僕の名前は木き場ば祐ゆう斗と。駒く王おう学園に通う高校二年生の男子です。

　いつもなら、この物語の主役である兵ひよう藤どう一いつ誠せいくんがお話を進めるところなんだけど……。諸事情があって、今回、僕が代わりに語ることとなった。

　というのも──。

「おっぱいなんてそんな下品なこと言わないでください！」

　……イッセーくんが重い脳の病気なんだ……。







　それはとある日の放課後に起こった。オカルト研究部に属する僕と僕の仲間たちは放課後、旧校舎にある部室に集まり、いろいろと話し込んでいた。

　他の生徒たちには内ない緒しよだけど、僕たちは本物の悪あく魔まだ。そして、僕らの主あるじであり、オカルト研究部の部長でもある紅べに髪がみの先せん輩ぱい女性──リアス・グレモリー部長のもと、今後の予定について話し合っていた。

「とりあえず、先月と比べると契けい約やくの割合が若じやつ干かん低いわ。特に中高年へのサービスに努つとめてちょうだい」

　部長は資料のデータに目を落としながらそうおっしゃる。

　そこへ一年生の後こう輩はい少女──塔とう城じよう小こ猫ねこちゃんが手をあげる。

「……テレビで見たのですが、とある電器店は地域密着をしつつ、中高年のお客さんと心から打ち解けることで割引率の低い値段でも商品を売ることができたそうです。いまではそのお店も店てん舗ぽ数を増やすことができたとか」

「つまり改めて人間との信しん頼らい関係の構築が重要ってことですわね。基本ですけれど、悪魔のお仕事をしていると忘れがちになりますわ」

　小猫ちゃんの言葉に黒くろ髪かみポニーテールの先輩女性──姫ひめ島じま朱あけ乃の副部長が続く。

　悪魔の仕事とは、人間の願いを叶かなえる代わりにそれ相応の代価をいただくこと。最近では命まで代価で支し払はらう人間はいなくなってしまったけど、それでもいつの時代も欲を持った人間は絶えない。おかげで僕たち悪魔も仕事が続けられるんだけどね。

　まだ若い僕たちは、時折こうやって意見を出し合うことで少しでも業績を上げようと模も索さくしている。

「人間さんと打ち解けられるか心配ですぅ……」

　見た目は美少女な女装好きの後輩男子──ギャスパーくんは若干不安の様子だ。見ず知らずの人とコミュニケーションを取るのが苦手な彼には少々ハードルが高い事こと柄がらだろう。

　と、ふいに僕は視線を時計に移す。部長も同じことを考えていたようで、腕うで時計の針を険しい表情で見つめていた。

「……遅おそいわ。イッセーたちったら、何をしているのかしら」

　部長が嘆たん息そくしながらつぶやく。

　そう、今日に限って、イッセーくんを始め、彼と同じクラスであるアーシアさん、ゼノヴィア、イリナさんの登場が遅い。僕と彼らは同じ学年だけど、僕のクラスは先に終業している。かといって彼らのクラスと終業時間の差がそれほどあるとは思えないんだけど……。

　すると、廊ろう下かの奥のほうから勢いのある足音が。ドドドドドと旧校舎全体を揺ゆらしながら物もの凄すごいスピードで近づいてくる気配を感じた。複数人の走る足音に違ちがいない。

　バンッ！

　扉とびらも勢いよく開け放たれ、少女三人が青ざめた表情で入室してきた。

　金色の髪の少女──アーシアさん、緑色のメッシュを髪に入れた少女──ゼノヴィア、ツインテールの少女──イリナさん。アーシアさんとゼノヴィアが僕たち同様に悪魔であり、イリナさんにいたっては天使だ。本当です、皆みなさん。

　皆みんな、一様に焦あせっている様子だった。な、何事だろうか？　そういえばイッセーくんが見あたらない。いつもだったら、四人一いつ緒しよに部室へ来るのだけど……。

「リ、リ、リ、リアスお姉さま！　大変です！」

　アーシアさんが目に涙なみだを溜ためながら叫さけぶ。部長もアーシアさんの焦りっぷりに何かを察したのか、彼女たちのもとに近づいていく。

「落ち着いてアーシア。どうしたの？　イッセーは？」

　部長の問いにゼノヴィアが瞑めい目もくし、天を仰あおぎながら、廊下のほうを指さす。

「……イッセーはダメになってしまった」

　声を絞しぼり出すようにゼノヴィアは口にする。ダメになった？　どういうことだろうか？

　イリナさんは祈いのりのポーズのまま窓のほうに進み、何かを懸けん命めいに願っていた。

　部長が廊下のほうへ視線を向けると、入室してくる男子が一人。──兵藤一誠くんだ。

　……イッセーくんに何かあったのか？　見た感じ、特に何もないように思えるけど。

　兵藤一誠くん。僕の仲間で、僕の唯ゆい一いつの友達。熱血くんで何事にも真まっ直すぐに突つっ走ぱしるタイプだ。特とく徴ちようといえば……そう、とてもエッチなこと。常にスケベなことを考えていて、女子部員を見るとき、必ず胸むな元もとから見るほど、女性の胸が大好きなんだ。

　彼の夢は悪あく魔ま稼か業ぎようで成功して、上級悪魔となり、ハーレムを作ること。とても欲望に忠実で誰だれよりも女の子が大好きなんだ。

　イッセーくんは爽さわやかすぎる笑え顔がおで口を開く。

「部長、僕はどうもしていませんよ」

　…………。

　……ん？　あ、あれ、イッセーくんって自分のことを「俺」って言うはずなんだけど……。お、おかしいな。僕の耳が変になったのかな？　い、いま、「僕」って……。

　部長もイッセーくんの変調に気づいたのか、イッセーくんの視線を懸命に追っていた。

　そして、口元を押さえながら言う。

「──イッセーが私の胸を見ないわ！」

『──ッ!?』

　その一言に僕を含ふくめた朱乃さん、小猫ちゃん、ギャスパーくんが絶句する！

　……う、噓うそだ……。

　イッセーくんにとって、部長の胸は何物にも代え難がたい大切なもののはず……。いつだって、まずは視線がそこに行っていた。彼自身も切々と語っていたんだ。

　──木場、聞いてくれ。部長のおっぱいは俺の始まりであり、帰るべき場所だ。何度見たって飽あきやしないさ。知ってるか？　部長の乳ち首くびってよ、左右でちょっとだけ硬かたさが違うんだぜ？

　夕暮れ時の雰ふん囲い気きのある公園にて、二人で夢を語り合っていたときに出たのがその台詞せりふだ。ちょっとだけビンタをしてやろうかなと思った。ビンタしても許される雰囲気だった。

　でも、いい笑顔だった。満面の輝かがやきだった。彼はいつだって、部長の胸を想おもっていた。というか、夢を語り合ったときも彼は終始おっぱいの話しかしなかったんだ──。

　朱乃さんがイッセーくんに近づき、その手を取り──、むにゅんと自分の胸を触さわらせた。

　すると──。

「な、何をするんですか！　破は廉れん恥ちですよ！」

　すぐにその手を振ふり払はらい、困こん惑わくした表情を浮うかべていた！

　バカな！　そんなことが起こりうるはずがないんだ！

　──イッセーくんが女性の胸を触って困るなんてこと、あるはずがないッ！

　イッセーくんは朱乃さんの豊かな胸も信しん仰こうの対象としていた。神とさえ、口にしていたんだぞ!?　時には手を合わせて「ありがたや」とつぶやくほどだったんだ！　体操着を着てスポーツをする朱乃さんの揺れる胸を見ていたときは涙を流して五体投地すらしていた！　朱乃さんが胸を揺らすたびに全力で反応していたのに！

　アメリカ合衆国アリゾナ州北部にある峡きよう谷こく──グランドキャニオンに匹ひつ敵てきする谷間は部長の胸と朱乃さんの胸だけとあれだけ熱く語っていたのに！

　朱乃さんはその反応に心底驚おどろき、ぶるぶると全身を震ふるわせていた。

「……う、噓よ。イッセーくんが私のおっぱいを払いのけるなんて……」

　朱乃さんは相当なショックを受けたようで、足取りもおぼつかなくなっていた。

　その様子を見て、イッセーくんが顔を真っ赤にして叫ぶ。

「女性が『おっぱい』なんて下品なこと言わないでください！」

　──っ。

　僕は頰ほおに流れる涙を止めることができなかったんだ。

　拝はい啓けい、皆さんへ。イッセーくんが病気になってしまいました。

　とてもとても重じゆう症しようです。




　　　　─○●○─




「何があったか説明してちょうだい」

　部長がアーシアさん、ゼノヴィア、イリナさんをソファに座らせて、話を聞いていた。

　三人は朱乃さんが淹いれてくれた紅茶を飲みながら、気分を落ち着かせたあと、ハンカチを涙で濡ぬらしながら話し始めた。

　それは終業したあとのことだった。四人で旧校舎へ行く途と中ちゆう──。

「あ、ＵＦＯだッ！」

　イッセーくんが空を飛ぶ謎なぞの飛行物体を見つけたらしい。皆もそれを見つけ、不思議がっていた。すると──。

「その未確かく認にん飛行物体がイッセーくんに近づき、謎のビームを当てていったんです。そして、焼け焦こげ、煙けむりを上げるイッセーくんをアーシアさんが回復の能力で治したら──」




『だいじょうぶですか？　イッセーさん』

『……うん。僕は平気だよ、アーシアさん。今日も世界は平和だね。もっともっと地球にいる皆が幸せになれたらいいのに。ふふふ』←清すが々すがしい笑顔と煌きらびやかな瞳ひとみを浮かべながら。

『……イ、イッセーさん？』




「女の子に一いつ切さいの感心を示さない状態になってしまったんです……。ちなみにＵＦＯの形はアダムスキー型だったわ……」

　と、イリナさんが目元を拭ぬぐいながら説明してくれる。

　──なんていうことだ。大変じゃないか。

　どこから突つっ込こんでいいかわからないぞ！

　そもそもＵＦＯって！　ＵＦＯにビームを受けるって！　ま、まあ、僕たち悪魔や天使がいるのだから、う、宇宙人ぐらいいてもいいとは思うけど……。それにしたって、これはなんとも言い難い状じよう況きようだよ。うちはオカルト研究部だから、ＵＦＯと遭そう遇ぐうという点では喜ぶべき事態かもしれない。でも、やっぱり、想定外の事件だよ。

　イッセーくん、キミはいろんなものに巻き込まれるタイプだけど、まさか、異星人からの攻こう撃げきまで受けるなんて……。

　部室の隅すみで座るイッセーくんへ全員の視線がいった。

　イッセーくんはキレイな瞳をしながら──世界を救う千の目標などというものをノートに書き始めていた。

　小猫ちゃんが近づき訊きく。

「……何を書いているんですか？」

「やあ！　小猫ちゃん！　僕はいま世界中の人が幸せになれる方法を書いているところなんだ！　小猫ちゃんもどうだい？　一緒にキレイで争いのない素す晴ばらしい世界に──」

　ゴツン！　メリメリッ！

　小猫ちゃんはイッセーくんが言い切る前に容よう赦しやない打だ拳けんを打ち込む。どう見ても拳こぶしを回転させて、抉えぐり込むように打ちだしていた。頭部から聞こえてはいけない快音が出ていたからね。

　イッセーくんは鼻血を噴ふき出しながら、それでも笑顔を止めない。

「いいパンチだ！　でも、ちょっと痛いかな！」

「……殴なぐれば治ると思ったんですが……。イッセー先せん輩ぱい。部長のおっぱいと朱乃さんのおっぱい、どっちが好きですか？」

「な、何を言うんだ！　そんな破廉恥なこと、小猫ちゃんみたいな可か憐れんな女性が口にしちゃ──」

　グチャッ！　ゴリゴリッ！

　再びイッセーくんが言い切る前に小猫ちゃんが拳をハンマーのように顔面へ打ちつける。顔面に拳を打ちつけたままグリグリと拳を深く深く食い込ませていた。

「……イッセー先輩はそんなこと言わない」

「こ、小猫ちゃん！　や、やめて！　女の子が馬乗りで男性にまたがっちゃダメ──」

　ゴツゴツ！　ガッガッ！

「……イッセー先輩はそんなこと言わない」

「わ、わかった！　あえて僕がキミの練習相手になろう！　そして、いつか、女性初の総合格かく闘とうチャンピオンになろうじゃないか！　そこから始まる平和も──」

　ボギャン！　ドギュル！

　もはや、何を砕くだく音かわからないぐらいだ。それでも小猫ちゃんはイッセーくんを治そうとしていた。──拳で。

　マウントからの殴おう打だを繰くり返す小猫ちゃんに僕は言う。

「でも、小猫ちゃん。イッセーくんが普ふ通つうになったという見方もあるよ？　小猫ちゃんはイッセーくんがスケベなことを気にしていたよね？　少しでもスケベを治して欲しいって常々口にしていたじゃないか」

　そう、小猫ちゃんはイッセーくんのスケベなところに毎回ツッコミを入れていた。

「……イッセー先輩、スケベもほどほどに」

　などということをよく口にもしていたんだ。

　いまの状況はある意味小猫ちゃんの望むべき姿ではないだろうか？　ふと、そんな風に僕は思ってしまったわけだ。

　しかし、小猫ちゃんは涙を滲にじませながら言う。

「……私にまで興味がなくなるのは……嫌いやです」

　──っ。

　なるほど。複雑な乙おと女め心ごころがあるみたいだね。

「部長と朱乃さんはどうなんですか？　いまの状態のイッセーくんを見て」

　僕の問いに二人は顔を見合わせる。

「真ま面じ目めなところをもう少しだけ持って欲しいと思うし、紳しん士し的な面が増えるのもいいかもしれないけれど……」

「このままでも愛いとしいのは確かだけれど……ちょっと物足りないというか……」

「やっぱり、私たちを全力で女性として見てくれるイッセーのほうが魅み力りよく的だわ」

「ええ、こちらも女としての磨みがきがいがあるというものですわ」

『ねー』

　イッセーくんをめぐってケンカの絶えないお二人だけれど、こういうときは意見も一いつ致ちして仲も良い。

「いまのイッセーはつまらん」

「エッチじゃないイッセーくんはなんというか、鰻うなぎとご飯がない鰻うな重じゆうよね」

　ゼノヴィアは嘆たん息そくし、イリナさんは変なたとえをしていた。

「イッセーさんはイッセーさんです。たとえ一生このままでも私は付いていきますけど、やっぱり元のイッセーさんのほうがいいです」

　イッセーくんを深く信しん頼らいしているアーシアさんも元に戻もどることを願っているようだ。

　彼を愛する女性陣じんの意見は全部一致している。しかし、どうやれば元に戻せるのか……。

　そ、そのＵＦＯとやらを捕とらえるのが一番だと思うけども……。

「さて、皆みんなの意見が合致したところでどうしましょうか？」

　僕が皆に意見を請こう。

「仕方ない。私は原因の大元であるＵＦＯを取り押さえてこよう」

　ゼノヴィアは部室に置いてあった虫取り網あみと長ちよう剣けんを手に取った。そ、その装備で空を飛ぶＵＦＯを捕らえるつもりなのか……。それで何とかできそうなところにゼノヴィアの恐おそろしさがある。

「う、宇宙人なんて捕ほ獲かくできるのかな……」

「案ずるな木場。私は時折思うんだ。私たちのほうが宇宙人よりもすごい存在ではないのか？──と」

　真しん剣けんな面おも持もちでそう口にするゼノヴィア。

　そ、そう言われればそうだと思うけど……。悪あく魔ま、天使、妖よう怪かい、ヴァンパイア等々、僕たちの存在は驚くほどにファンタジーだ。それを考えれば宇宙人ぐらいいてもいいとさえ思ってしまう。

　しかし、ゼノヴィア。宇宙人と僕らの存在はジャンルが違ちがう気がしてしまうよ。

「よし！　ギャスパー来い！」

　ゼノヴィアに呼ばれ、目が飛び出すほどに驚くギャスパーくん。きっと、予想外のオファーだったのだろう。

「ぼ、ぼ、ぼ、ぼ、ぼ、ぼ、ぼ、僕がどうして宇宙人さんの捕獲に必要なんですかぁぁぁぁっ!?」

　ゼノヴィアはギャスパーくんが逃にげだす前に素早く縄なわでグルグル巻きにしながら言う。

「おまえの目は対象物の時間を停止させる。空中を飛び回るＵＦＯをなんとか捉とらえろ」

　なるほどね。確かにギャスパーくんは視界に映したものの時間を停止させる能力がある。それを使って飛行物体を停止させるというわけか。けれど、ＵＦＯは素早そうだ。うまく捉えることができるだろうか……。

　縄で捕ほ縛ばくしたギャスパーくんを肩かたに担かつぎながらゼノヴィアはイリナさんにも声をかける。

「イリナ！　おまえも来い！　共に宇宙人という名の異教徒を弾だん圧あつしよう！」

　それを聞いてイリナさんは強くうなずいた。……というよりも宇宙人に宗教弾圧とか異教徒とか……。

「ええ！　そうよ！　私たちが侵しん略りやく者に屈くつすることは許されないのよ！　これも主のため、ミカエルさまのため！　宇宙人を滅ほろぼしてみせるわ！」

　イリナさん、旅立つ前から目的を見失っているよね。

　気合を入れたゼノヴィアとイリナさんはギャスパーくんを引き連れて、部室を勢いよく飛び出していった。

　ふふふ、惑わく星せい間の交流はできそうにないね……。僕はもう半笑いするしかなかった。

　部長が、小猫ちゃんから解放されて顔面ボコボコのイッセーくんの頭をなでる。

「さて、ＵＦＯの件はゼノヴィアたちに任せるとして、私たちは私たちでイッセーを元に戻す術すべを探しましょう」

　こうして、僕たちはイッセーくん回復作戦をすることとなった。




イッセーくん回復作戦

　[image: あるふぁ]アルフア案「フルアーマー・アーシア」
















「そのようなわけで、アーシア。いちおう、回復の力をイッセーの頭部に当ててみて」

「はい」

　部長の指示にアーシアさんが応じる。

　イッセーくんを元に戻す作戦が始まった。まずは回復能力を持つアーシアさんの力でイッセーくんを治してみようとなった。

　──ただし、スクール水着とオーバーニーソックスを着用した状態のアーシアさんで、だ。

　さらにアーシアさんは頭部に猫ねこ耳みみをつけ、お尻しりに尻しつ尾ぽまで生やしていた。首には首輪と鈴すずまでつけている。胸の名札には「あーしあ」とひらがなの文字。

　猫耳スク水状態というものらしい。フル装備と言えるだろう。「フルアーマー・アーシア」と部長も太たい鼓こ判ばんでうなずいていた。いつものイッセーくんなら涙なみだを流して、

「アーシア！　でかした！」

　と唸うなることだろう。しかし──。イッセーくんは変わらずエッチなものに無反応だった。

　むしろ、存在を認めていないようにも見える。

「イッセーさん……。元に戻ってください」

　アーシアさんがイッセーくんの頭部に手を向けると、淡あわい緑色の光が発する。光が彼を包み込み、徐じよ々じよに顔面の腫はれが引いていく。

「ありがとう、アーシアさん。おかげで痛みが引いたよ」

　笑顔のイッセーくん。アーシアさんは悲しそうな表情だ。いつもなら、「アーシア」と親しみを込めて呼んであげるだろうからね。「さん」付けはアーシアさんにとって、辛つらいものだろう。

　けれど、アーシアさんはめげずに涙を拭ぬぐって、両手を猫のように丸め、その場で一回転してかわいくポーズを決めた。首輪についている鈴もチリンチリンと鳴る。

「回復ならアーシアに任せてにゃん☆」

　ウインクと首まで傾かしげて、愛らしい声までイッセーくんに向けるが……。彼が口にしたのは、

「うん！」

　という一言だけだった。

　それを聞いたアーシアさんはぷるぷると全身を震ふるわせて部長の胸に飛び込んでいった。

「リアスお姉さま！　私じゃダメです！　うぅぅ、どうせ私は小猫ちゃんのように猫耳と尻尾をかわいく使えないんです！」

　むせび泣くアーシアさんの横で小猫ちゃんが猫耳と尻尾をぴこぴこと動かしていた。小猫ちゃんの正体は猫ねこ又また。アーシアさんのアクセサリーと違い、本物の猫耳と尻尾だ。

　部長は泣くアーシアさんの頭をなでながら慰なぐさめる。

「いいえ、アーシア。とてもかわいかったわ。さすが私のアーシアね。あとは私たちに任せなさい」

　こうして、最初の作戦はまるで通じなかった。
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　[image: べーた]ベータ案「仙せん術じゆつの猫又さん」

「……では、頭部の気のめぐりをよくしてみます」

　小猫ちゃんはイッセーくんの頭部に手をあてると目を閉じて集中する。すると、手に「気」が集まりだした。

　小猫ちゃんの一族は仙術という気を扱あつかう術が使えるんだ。小猫ちゃんはその仙術を使い、イッセーくんの乱れた気を正すことで回復をさせようとしていた。

「小猫が気を当てている間に、イッセーが大事にしていた各種エッチな本を見せてみましょう」

　部長は部室に隠かくされていたイッセーくん専用のエッチな本を取り出し、それを彼に向けて開いてみせる。……というよりも部長も朱乃さんも普通にエッチな本を見つけてきたのだけれど……。隠し場所を知っていたのですね。さすが二大お姉さまと称しようされる方々だ……。イッセーくん、キミがここに隠していた大事な本はすでにお二人に把は握あくされているよ。

「うっ！　や、やめてください！　そ、そんな卑ひ猥わいな本、見たくない……ッ！」

「何を言うの。いつもあなたがうれしそうな顔で楽しく見ていた本なのよ？」

「イッセーくん、これはあなたにとって、バイブルですわ。これを読んでこそ、イッセーくんはイッセーくんをしてこれたの。さあ、このエッチなコスプレ衣い装しようを着たお姉さんのページを凝ぎよう視しするべきですわ」

　部長と朱乃さんがイッセーくんを椅い子すに縛しばり、両りよう眼めにセロハンテープを貼はって閉じさせないようしていた。その状態でエッチな本を強制的に見せていたんだ。

　頭部の気の乱れを正しつつ、宝物としている本を見せる。その相乗効果で何かしらの回復が見込めるのではないかと思ったんだけど……。小猫ちゃんが仙術を止め、首を横に振ふる。

「……ダメです。というよりも気自体は乱れてません。正常です。むしろ、その本を見せてから乱れたぐらいです」

　その報告を受けて、部長はあごに手をやる。

「つまり、身体面に変調はきたしていないというわけね……。余計厄やつ介かいだわ。いったい、ＵＦＯに何をされたのかしら……」

　本当、何をされたんだイッセーくん……。

「あらあら。この衣装すごいわ。私が着てイッセーくんに見せてあげたら喜びそうね」

　朱乃さんがエッチな本を読みながら頰ほおを赤く染めていた。それを聞いて、部長も朱乃さんが読んでいる本に横から視線を落とす。

「なんですって……。へぇ、これなら私のほうが似合うわよ。ほら、脚あしを見せるところなんて私のためにあるようなものね」

「まるで私の脚が部長に劣おとっているようなおっしゃりかたですわね」

「脚のラインには自信があるの。イッセーだって、褒ほめてくれたわ。この太ももとふくらはぎの絶ぜつ妙みようなバランスがいいらしいわよ？」

　部長が自身の脚をなでながら、朱乃さんに見せつける。朱乃さんはニコニコフェイスを浮うかべながらも片かた眉まゆを吊つり上げた。

「あら、それを言うならイッセーくんはこの間も私の腰こしのくびれを褒めてくれたわ。胸からお尻に至るまでのラインが理想的だと言ってくれましたわ」

　今度は朱乃さんが胸から腰の辺りを官能的に手でなでた。部長は目元をピクピクとひくつかせていた。

「……私があなたよりも太っているとでも!?」

「それはこちらの台詞せりふよ！　イッセーくんは私の体に夢中なの！」

「いいえ、私の体よ！」

「リアスのバカ！」

「朱乃のおたんこなす！」

　……ああ、イッセーくんの治ち療りようをよそにお二人で口ゲンカをし始めた。こうなるとしばらくの間、口論がやまない。

　小猫ちゃんと僕はため息をつくしかなかった。
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　[image: がんま]ガンマ案「スイッチの向こうへ」

「リアスの乳ち首くびを押してもらいます」

　気分を落ち着かせた朱乃さんが次の作戦を堂々と提案する。いきなり「乳首」だなんて……。

「以前、伝説のドラゴン──赤せき龍りゆう帝ていの力によって暴走したイッセーくんはリアスのおっぱいを押すことで元通りになりましたわ」

　そう、イッセーくんは少し前の事件で自身に宿る赤龍帝──ウェルシュ・ドラゴンの力を暴走させてしまった。『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』と呼ばれる現象は周囲一帯を吹ふき飛ばし、強大な敵をも難なく屠ほふってしまった。

　その際、暴走が止まらず、僕たちは困り果てたんだ。最終的に部長の胸を触さわることで彼を正気に戻もどすことができた。「おっぱいドラゴン」と呼ばれるエッチなイッセーくんだったからこそ、可能なことだっただろう。何よりも彼は部長のことを敬愛していた。愛すべき女性の胸を触る行こう為いは彼にとって最大級の出来事だと思う。

「この状態もリアスの胸を押すことで解決できるかもしれませんわ」

　そのような出来事があったからこそ、朱乃さんは今回の案を提案したのだろう。

　朱乃さんの意見を耳にして、部長はお顔を最大まで真っ赤にされていた。

「わ、私の胸……。ま、また、こういうのに使われてしまうのね……。イッセーが相手だからいいのだけれど、それでもなんでも私のそれで解決というのは……」

　恥はずかしがる部長を言い聞かせるように朱乃さんはその両りよう肩かたに手を置く。

「いえ、リアス。これもある意味お約束だわ。お客さまへのサービスでもあるのよ」

「サービスって……。お客さまの意味がわからないわ、朱乃……」

　困こん惑わくする部長だけど、朱乃さんはやさしく先導していく。先ほどまでケンカをしていた二人とは思えない。基本、仲良しの友達同士だからこそ、時にはケンカもするけど、こういうときに協力しあえるのだろう。……しかし、おっぱい作戦というのは……。イッセーくんらしいといえばその通りだね。

「とにかく、やってみましょう」

　朱乃さんは悪あく魔まの能力──魔力でカーテンレールを出現させる。カーテンの向こうへイッセーくんと部長を引き連れて、朱乃さんは準備に取りかかりだした。

「さあ、部長。脱ぬいでください。イッセーくん、あなたの大好きなリアス部長のおっぱいですわよ。見てください」

　カーテンの向こうで部長が服を脱ぎだしたようだ。部長の胸を見ることができるのはイッセーくんと朱乃さんだけとなる。と、アーシアさんもカーテンの向こうへ行ってしまった。

「い、嫌いやだ！　ぼ、僕はそんなエッチなものを見ないぞ！」

　椅子に縛られたイッセーくんの暴れる姿がカーテンに映る影かげで見て取れる。

「……そ、それはそれでちょっとカチンとくるわね。意地でも押してもらいたくなったわ」

「その意気よ、リアス！　イッセーくん！　ほら、リアスのおっぱいに目を向けなさい！」

「嫌です！　おっぱいなんて見ない！」

「手を！　この手をリアスの胸へ！　ほら、そこに指を持っていって！」

　朱乃さんがイッセーくんの手をつかみ、部長の胸のほうへ誘ゆう導どうしているようだ。

「止やめてくれぇぇぇぇっ！　僕はおっぱいなんか押したくない！　卑猥だ！　エッチだ！　僕はそういうのはいいんだ！　世界の平和におっぱいは関係ないんだ！」

「いいえ！　リアスのおっぱいは冥めい界かいの平和を救えるほどのおっぱいだわ！　こんなにもピンク色！　キレイなの！　ほら、ずむずむっとつつかないとダメですわ！」

　朱乃さん、テンション高いですね。僕もビックリです。もしかして、楽しんでいる部分もあるのだろうか？　なんだか、あり得そうだ。

「イッセーさん！　押してください！　リアスお姉さまのおっぱいを押せばすべて解決すると思うんです！　がんばってください！　もう少しで元に戻れます！」

　アーシアさんもすごいことを口にしている……。一いつ生しよう懸けん命めいなのはわかるけど……。

　しかし、イッセーくんの抵てい抗こうも大きい。

「おっぱいなんかに屈くつしない！　僕はおっぱいなんかに負けない！」

「私の胸を押しなさい！　イッセー！　それが正しいあなたなのよ！」

「さあ、おっぱいをつついて！」

「おっぱいを押してください、イッセーさん！　ポチッと！」

　……ひ、酷ひどい光景だ。僕は口を半開きのまま、見ているしかなかった。おっぱいおっぱいって……。なんだか、これに似た場面を僕は知っているような気がする。

「……いつだって、イッセー先せん輩ぱいが何かを起こすとき、こういう感じです」

　隣となりで小猫ちゃんが半眼で嘆たん息そくしていた。

　そうだね。いつだって、こんな感じだね。僕も泣きたくなってきたよ……。

　もう何もかもがどうでもよくなってきたところへ入室してくる者がいた。

　スーツ姿で長い銀ぎん髪ぱつの若い女性。最近、僕たちの仲間になったロスヴァイセさんだった。

　ロスヴァイセさんは謝りながら入室してきたが──、

「会議に遅おくれてごめんなさい！　職員会議が思いのほか長引いた──って！　あなたたち、日が暮れる前から何をしているの!?」

　胸を押す押さないの格好をしていた部長とイッセーくんたちを見て驚おどろいていた。

　ですよね。これを見たら、誰だれだって狼ろう狽ばいしますよね……。
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　番外「北ほく欧おうの魔ま術じゆつ」

「なるほど、事情はわかりました」

　一連の出来事を聞いたロスヴァイセさんはうんうんとうなずいていた。

「これでいいじゃないですか。卑猥なのはよくありません。これも天命だと思って受け入れるのもひとつの手じゃないかしら？」

　ロスヴァイセさんの意見だが──。

「却きやつ下かよ。すでにその話し合いは『元に戻す』で一いつ致ちしているの。お願い、協力してくれないかしら？　元ヴァルキリーでヴァルハラに所属していたあなたなら何か対処法があるのではなくて？」

　部長の願いにロスヴァイセさんは瞑めい目もくし、首をひねる。

「うーん。私としては若い学生の異性交遊反対だから、このままでいいと思うんですけど、リアスさんがそこまで言うのなら私は協力するしかありませんね。──わかりました」

　ロスヴァイセさんは部長の願いに乗ってくれた。

「そうとなれば素す早ばやく動きましょう」

　イッセーくんに近づくロスヴァイセさんは手元に小さな魔方陣じんを展開させ、何かを調べている様子だった。

「えっと、体調は良好ですね。その他、魔力やドラゴンの力も正常。呪のろい的なものは……ちょっと曇くもっているように思えるわ」

「曇っているというのはつまり？」

　部長の問いかけにロスヴァイセさんはうなずく。

「はい、どのような形でかけたかまではわかりませんが、複ふく雑ざつ怪かい奇きな術の重ねがけが頭部に集中しています。悪魔の術式にも似ていて、堕天使の術式にも通じる。私たち北欧の魔術の形式も多少混ざっているのかしら。どちらにしても、めちゃくちゃな術式がかかっているように感じます」

「治せそう？」

「とりあえず、手を尽つくしてみましょう」

　ロスヴァイセさんは専用のバッグを手元に出現させて、ごそごそと中身を物色し始めた。

　怪あやしそうな生物の尻しつ尾ぽ、毒々しい色の草、たとえようのない危険そうな液体の入った瓶びんなどを取りだし、乳にゆう鉢ばちに入れて砕くだいたり、混ぜ始めた。さらにフラスコやビーカーも取りだして、怪しげな調合をし始める。まるで科学者の実験風景だ。

　言いようのない刺し激げき臭しゆう漂ただよう煙けむりが室内に充じゆう満まんしていく。僕はたまらずに部室の窓を開けた。……術を解く薬やく剤ざいか何かを作っているのだろうか？

　十分ぐらいしたところでビーカーに七色に光る液体が出来上がっていた。

「できました！　これぞ、北欧神話式、呪じゆ術じゆつを解除する薬です！」

　ボコボコと泡あわを立て、危険極きわまりない煙もあげているけども……きっと効果はあるのだろう。

「さあ、兵藤一誠くん！　飲みなさい！　効くわ！　ついでに頭の悪さも解消できるスペシャルドリンクですよ！」

　ロスヴァイセさんがビーカーを近づけると、イッセーくんはいままでに無いぐらいの抵抗を見せる。

「く、くせぇぇぇっ！　臭においだけで絶息しそうなんですけど!?」

　椅い子すに縛しばられたイッセーくんはじたばたと足あ搔がくけど、僕たちは無言で彼を取り押さえた。

「は、離はなしてください！　僕、死んじゃいます！」

「うふふ、かわいい抵抗ですこと。でも無む駄だです。北欧の魔術からは誰も逃にげられません。さあ、これを飲んで優等生になりましょう」

　不気味な笑えみを見せるロスヴァイセさん。少しだけ楽しそうなのは気のせいだろうか？　……本当に呪術を解除できる薬なのかな？　若じやつ干かんの疑問を抱いだきながらも僕はイッセーくんが液体を飲むのを手伝った。

　ごきゅごきゅ。

　無理矢理飲まされていくイッセーくん。すべて飲み干し、一いつ拍ぱく空けたあと──。

　プシュゥゥゥゥゥ。

　顔中の穴という穴から紫むらさき色いろの煙が出てき始めた。さらに顔色までキレイに七色に変色していく。次の瞬しゆん間かん──。

　ガクンッ。

　顔色が毒々しい色になったイッセーくんは首をあらぬ方向に曲げながら、口からエクトプラズムを放出して気を失った。

　その反応に全員が青ざめる。……えっ、だ、大だい丈じよう夫ぶ……なんだよね……？　いま、大事な魂たましいが召めされたような……。

　空からになったビーカーを片手にロスヴァイセさんが首を傾かしげる。

「おかしいですね。オーディンさまのボケたところはこれで治ったんですけど……」

　そ、それって、劇物すぎて逆に治ってしまったとかそういうのじゃありませんか……？

　バンッ！

　対応に困り果てた僕たちのもとへ、扉とびらを勢いよく開け放ち入室してくる者がいた。

「部長！　皆みんな！　やったぞ！」

「やったわ！　やったのよ！」

　制服がボロボロのゼノヴィアとイリナさんが帰ってきた。

　その手には戦利品らしき銀色に輝かがやく鉄片が──。ま、まさか……。

「ＵＦＯを落としたぞ！」

　ゼノヴィアが勝利をそう報告してくれた。

　皆みなさん、大事件です。

　……僕の仲間はついに宇宙の使者まで倒たおしてきてしまいました。

　この無理矢理な世界に僕は言葉もありません。




　　　　─○●○─




「……ほ、本当にＵＦＯなのね」

　部長が啞あ然ぜんとしながら、それを見上げていた。

　旧校舎の外にアダムスキー型といわれる有名な形の未確かく認にん飛行物体──ＵＦＯが煙を上げて存在していた。

　ゼノヴィアとイリナさんが根こん性じようでＵＦＯを発見し、その場で聖せい剣けんの波動と天使の光攻こう撃げきを放って攻撃をしかけたらしい。激戦の末、ＵＦＯを墜つい落らくさせ、ここまで引っ張ってきたそうだ。よく他者に見つからずに持ってこれたものだ……。天界の転移技術でも使ったのだろうか。

　しかし、惑わく星せい間の問題に発展しそうな問答無用の攻撃行動だ。絶対に言い逃のがれできないだろう。外交は最悪の形で始まってしまうのかも。

　そんな心配をしながらもゼノヴィアはＵＦＯの扉らしきものを見つけ、強ごう引いんに聖剣で吹ふき飛ばしいく。

「見ろ、私の持つ聖剣デュランダルは宇宙の侵しん略りやくにも有効だぞ」

　自信満々に言うけれど……。まだ侵略者と決まったわけでは……。まあ、先にイッセーくんを攻撃してきたのはあちらだったけどね。

「ところでギャスパーくんは？」

　僕は彼の姿が見えないから、ゼノヴィアに問う。空中を飛び回るＵＦＯを視界に映して停止させるのが彼の役目だったはずなんだけど……。

　ゼノヴィアは瞑目し、イリナさんは口元を手で押さえて涙なみだしていた。え？　どういうことなのかな？

「木場。あいつはいい奴やつだったよ。最さい期ごまで立派に戦ったぞ」

「ギャスパーくんはＵＦＯのビームを受けて……うぅ！」

　イリナさんが指さす方向に段ボール箱がっ！

　気になって開いてみたら──黒こげのギャスパーくんがっ！

「ギャスパーの死は無駄にしない！　さあ、異星人どもを成敗しようじゃないか！」

　ゼノヴィアは気合を入れてそう叫さけび、壊こわした扉からＵＦＯの内部に侵しん入にゆうしていった。

　どうして、彼女はこう違ちがう方向に元気なのだろうか！　あ、ギャスパーくんが動いた。生きているようだ。良かった。

「……ゆ、祐斗先輩……ぼ、僕……ＳＦ嫌きらいになりそうですぅ……」

「ギャスパーくん、ありがとう」

　僕はギャスパーくんの肩かたに手を置く。キミ、最近こんな目にばかり遭あっているね。

　今度、おいしい夕食を作るからね。僕は後輩のがんばりに涙した。

　数分して、ゼノヴィアがずるずると何かを引きずってＵＦＯの内部から出てくる。

　その手には──！

　驚きの光景に全員が口を大きく開いていた！

「……中にいたのはアザゼル先生だったぞ」

　そう、ゼノヴィアに引きずられてきたのはオカルト研究部の顧こ問もんにして、堕だ天てん使しの総そう督とく──アザゼル先生だった。

　頭部に大きなたんこぶができている。気絶しているようだが、先生に間違いない。

　……何をしているんですか、あなたは……。







「いやー、なんとなくＵＦＯを作りたくなってな！　見よう見まねで制作してみたんだよ！」

　豪ごう快かいに笑う先生。悪びれた様子はなかった。

　その後、僕たちは事の真相を聞かされる。

　家でテレビのＵＦＯ特集を見ていた先生は、ＵＦＯを突とつ然ぜん作りたくなり、学校の地下研究室で人知れず制作していたようだ。堕天使脅きよう威いのメカニズムでなんとか形になったＵＦＯ。というよりも思い立ってすぐにＵＦＯを作れる先生の技術力に驚おどろいてしまう。それをもっと他のことに有効活用できないんですか……？　その辺りのツッコミは今いま更さらだろうけど、それでも僕はツッコミたかった。そういえば夏頃ごろ、ロボットを制作していましたね。世界にとって一番の脅威はこの人かもしれない。

　その後、先生はＵＦＯの飛行試運転がしたくなり、即そく起動させた。普ふ通つうの人には姿が見えない特とく殊しゆなバリアを張れるよう制作されていたようで、その辺の問題はなかったらしい。変なところでマメな人だ。

　予想よりもよく動くＵＦＯに先生は気分を良くしてイッセーくんたちの目の前に出現したというんだ。

「ハハハハ、そりゃ、下にイッセーがいたら、ビーム撃うちたくなるだろう？」

　という理由でイッセーくんを攻撃。そして、イッセーくんは性欲を失った状態となった。

　スパンッ！

　部長が先生の頭をハリセンで勢いよく叩たたく。そのまま詰つめ寄った。

「あのね、あなたのせいでイッセーはあんな調子なのよ？　ＵＦＯ作るのはいいけれど、教え子にビームを放つ先生がどこにいるというの？」

　先生は部長の問いに格好付けながら親指を自身に向ける。

「ここにいるぜ！」

　スパンッ！

　二度目のハリセンは一度目よりも鋭するどく決まっていた。

　叩かれた頭をさする先生へ部長が改めて問う。

「それで、どうしたらイッセーの性欲は元に戻もどるの？　あんな状態では見ていて悲しくなるわ」
















　部長の言葉に先生は答える。

「まあ、おもしろ兵器を作りたかったから、かなりいい加減な術式でビーム兵器を組んだからな。元に戻すって言ったってビームの解かい析せきは時間がかかるぞ」

　先生の言葉を聞いて、部長たちは目元をひくつかせていた。

「じゃ、じゃあ、当面の間、元に戻す方法はないというの!?　どうするの!?　スケベじゃないイッセーはイッセーではないわ！」

　激怒する部長のうしろで、ニコニコ顔の朱乃さんが全身に電気を[image: ほとばしる]ほとばしらせていた。

「先生？　治せるのでしょう？　治せないのでしたら、ビリビリっといきますわよ？」

　迫はく力りよくある二人を前にさすがの堕天使総督も後ずさりしていた。

「ま、待て。落ち着け。お、俺に任せろ。なんとかするから」

　と、顔をひきつらせながら先生は言った。







　旧校舎にある先生の実験室。そこに人間が一人入れるほどのカプセル型装置があった。

「てなわけで、イッセーをこのカプセルに入れる」

　すでにイッセーくんは入っていたりする。

『出してぇぇぇっ！』

　悲鳴をあげているが、我が慢まんしてもらおう。

「それで、どうするの？」

　部長の問いに先生は装置のスイッチを入れながら説明してくれる。

　ガゴンガゴンガガゴン。

　怪あやしげな音を立てながら装置は起動した。

「以前、イッセーのドッペルゲンガー事件があっただろう？」

　少し前、アザゼル先生の実験の失敗でイッセーくんの分身──ドッペルゲンガーが大量に発生し、駒王学園は混乱に陥おちいった。考えてみたら、あのときもこの先生が元げん凶きようだったね。本当、反省しない人だ……。

「そのときのスケベなデータが偶ぐう然ぜんにも残っていた。これをイッセーに投射するんだよ」

「バックアップしてあったエッチなデータで元に戻す──と？」

　部長の言葉に先生は首を縦に振ふる。

「ああ、すぐにイッセーは元に戻って──」

　カッ！

　カプセルが突然光りだし──。

　ドッゴォォォォォォンッ！

　大爆ばく発はつを起こした！

　部屋のなかをめちゃくちゃにするほどの爆発！　机やら実験器具が吹き飛んでいく。僕たちは咄とつ嗟さに物もの陰かげへ隠かくれてやり過ごした。

　……煙けむりとホコリが収まったあと、カプセルのほうに視線を送る。

　プシュー。

　音を立てて、カプセルが開く。そこには──。

「オパパパ、オッパイィィィィィンッッ！」

　謎なぞの絶ぜつ叫きようをあげるイッセーくんがいた！

『もっと壊れてるぅぅぅぅぅっ!?』

　僕たちは残念な結果に驚くしかなかった。







　その後、イッセーくんが元に戻ったのは次の日のことでした。

　家に帰り、部長の胸に抱かれながら一晩寝ねたら朝には治っていたそうだ。

　それを聞いて僕は、

「なんだ、やっぱり部長の胸があれば元に戻れるじゃないか」

　って、苦笑いした。そういえば言っていたものね。

　──木場、聞いてくれ。部長のおっぱいは俺の始まりであり、帰るべき場所だ。

　彼は本当に部長の胸で帰ってきたんだ。さすがと言わざるを得ない。

　放課後の部室。偶然にも二人きりの場面でイッセーくんは楽しそうに言ってくる。

「木場！　すんげぇエロ本を手に入れたんだ！　いいだろう！　でも、おまえには見せないぞ！　イケメンにエロ本を見せるもんか！」

　僕にエッチな本をうれしそうに見せびらかしてくるイッセーくん。

　そう、これでこそ、僕の友達だ。やっぱり、スケベじゃないと。

　元に戻れて良かったね、イッセーくん。







　　　Life.2　究極!!　お兄ちゃん仮面







「ふー、こりゃ大変だ……」

　俺──兵ひよう藤どう一いつ誠せいはチョー広い部屋のど真ん中で息を吐はいていた。

　俺はいま部長のお家うち──冥めい界かいにあるグレモリーのお屋や敷しきに仲間たちと共に来ている。お屋敷といってもデカいお城なんだけどね。

　昨夜、部長のお母さんから「明日あした、ちょっと手伝って欲しいことがあります」と連れん絡らくが入った。で、今日来てみたら部長のお母さんが開口一番に──。

「リアスが無む駄だに買い込んだものを整理なり、処分なりして欲しいのです」

　とのことだった。

　なんでも部長は日本で買った珍めずらしいものなどを実家に送っているらしく、お屋敷にある部長のお部屋は運び込まれたのであろう品々で占せん拠きよされていたんだ。

　武者の鎧よろいやら、新しん撰せん組ぐみの羽織やら、東京タワーのミニチュア模型まで無造作に置かれている。日本の名物、名産品で広いお部屋は占しめられていた。あ、熊くまの彫ほり物まであるぞ。しかも何個も！

　実家の部長の部屋って、こんなにも日本の品で溢あふれかえっていたのか。

「……こういう状じよう況きようだから、皆みんなには見せたくなかったのだけれど……」

　部長が顔を赤く染めながら恥はずかしそうにそう言う。

　……以前、俺たちが冥界に来たとき、頑かたくなに部長が自室を見せなかったのはこういう理由があったのか。

　その部長に胸むな元もとが大きく開いたドレス姿の部長のお母さんが物申す。

「無計画に買うからいけないのです。まったく、お金の使い方までお父さまに似てしまうのだから……。あなたのお小こ遣づかいを今後検討しなければなりませんね」

　……おおっ、怒いかり心しん頭とうのご様子。部長のお母さんは部長そっくりで、違ちがう点といえば亜あ麻ま色いろの髪かみぐらいだ。

　本当にお若い。部長と並ぶと姉し妹まいといっても通じるだろう。マジ美少女。

　まあ、悪あく魔まは見た目を好きに変えられるから、実じつ年ねん齢れいはわからないけどね。お綺き麗れいなのは確かだ。

　と、このように俺たちは部長のお部屋にある品を地下の倉庫に運んだり、処分なりするために動いていた。

「部長、この木彫りの熊、いくつもありますから、何個か処分しますか？」

　木き場ばが訊きくと、部長が慌あわてる。北国の土産みやげ物でよくある木彫りの熊だ。

「ま、待って、祐ゆう斗と！　その子たちはひとつひとつに名前があって、大切な──」

「ええ、祐斗さん、処分なさってください。ひとつあれば十分でしょう」

　部長の言葉を遮さえぎって、部長のお母さんがキッパリそう言われる。

「し、しかし、お母さま！　日本では、モノには命が宿るといいまして！」

「リアス、異文化の日本に感化されるのは悪いことではないけれど、それはそれ、これはこれです。──どれも同じ熊の置物です。捨てましょう。祐斗さん、母の私が命じます。捨ててらっしゃい」

「いや────っ！　ボブ！　大だい吉きち丸まる！　レオォォォォンっ！」

　部長のお母さんの無情な指示に木場が「すみません」と謝りながら、木彫りの熊を持って部屋を出ていく。それを見て部長は悲痛な叫さけびをあげていた。てか、ずいぶん国際色豊かなお名前ばかりの熊さんたちですね！

　兵藤家では優ゆう雅がに振る舞まうお嬢じようさまでお姉さまな部長だけど、実家だと俺たちの知らない反応を見せてくれるから新しん鮮せんだ。いまのやり取りも俺以外の皆は小さく笑っていたし。

　てか、目の前で部長のお母さんの豊満な乳ちちがたゆんたゆんと揺ゆれ動いてついついそちらに目が行ってしまう。あんなに胸元が開いた衣装じゃ、おっぱいがああなってしまうのも仕方ないと思う。

「ついでで悪いのですが、リアスお嬢さまや眷けん属ぞくの皆みなさまが人間界での契けい約やくで得た物も地下の宝ほう物もつ庫こに転送されたままですので、そちらの整理にもご協力ください」

　と、荷物を両手に抱かかえたメイド服姿のグレイフィアさんまで出てきてそう言われる。

『はーい！』

　俺たちも元気よく返事をした。

　そっか、人間界で契約をした物はこの家の地下宝物庫に送られてくるのか。意外な事実を知りながらも俺たちは荷物整理に追われた。




　　　　─○●○─




「どうぞ、お茶ですよ」

「ふーっ、落ち着く」

　俺たちはアーシアの淹いれてくれたお茶を飲みながら宝物庫の隅すみで一服していた。

　いやー、宝物庫の広いこと広いこと！　宝物庫といってもひとつだけではなく、いくつものエリアに分かれていて、地下最下層丸々ひと区域として宝物庫なんだ。広さだけで東京ドーム何個分って話だそうです。

　先祖代々受け継つがれてきた宝物の置き場所ってわけだ。他の名家でもこんな感じなんだろうなぁ。

　しかもお宝にランキングなどがされていて、さらに各ジャンルごとに仕分けられている。広すぎるもんだから、眷属が契約で得た物を仕分ける作業が荷物抱えての走り込みになってキツかった……。皆もちょいとお疲つかれモード。

　チョー大金持ちの資産、財産って凄すさまじい……。こりゃ事業が難航しても宝物庫のお宝だけで当分食っていけるんじゃないか？

　俺も将来独立したらこういう宝物庫を作るだろうし、いまのうちに造りとかを勉強しておかなきゃ。

　って、まずは昇しよう格かくして城を建てないと意味がないな。先の長い話だ……。

　などと、お茶を飲みながら思っていたら、物陰から手招きをする人が──。

（イッセーくん、ちょっと）

　紅べに髪がみの男性、サーゼクスさまだった。……お、俺？　周囲を見み渡わたしても俺以外気づいていないし、自分を指さしたらサーゼクスさまもうなずかれる。

　俺はすぐにサーゼクスさまのもとに駆かけ寄る。てか、今日は実家に戻もどってきていたんですね。

「なんですか、サーゼクスさま？」

「うむ。せっかくイッセーくんがこのグレモリー家に来てくれたのだ。それに時期的に頃ころ合いだと思うのでね。見せたいものがあるのだよ。ついてきてくれたまえ」

　と、言われ、俺は怪け訝げんに首をひねりながらもサーゼクスさまについていくこととなった。







　地下から抜ぬけ出て、移住区域を進むこと十分ほど。やはり無駄に広いお屋敷だ！　何度もここに来ているけど、もう迷ったぞ！　ここどこ!?

「ここだ」

　サーゼクスさまが豪ごう華かな造りの両開きの扉とびら前で歩みを止めた。

　開かれる大きな扉。案内された先には──。

　最初に目に飛びこんできたのは巨きよ大だいなスクリーンだった！　うわー、椅い子すが劇場みたいに並んでる！　二階まであるし！　舞ぶ台たいもあるし、照明も設置されてるぞ！

　グレモリーの私設劇場？

　圧あつ倒とうされる俺を置いてサーゼクスさまは一階の中央席あたりに腰こしをおろす。

「こちらに来たまえ」

「は、はい」

　促うながされるままにサーゼクスさまの左ひだり隣どなりの席についた。

「あ、あの、ここは……？」

　訊く俺にサーゼクスさまが答えられる。

「ここはお招きしたご来らい賓ひんの方々に楽しんでもらう場所だよ。主に我々グレモリー家の者が何かしらの発表をするときに使われるのだが……数年に一度使うかどうかの設備でね」

　す、数年に一度……。本当に無駄に豪華な場所が多いな。

　金持ちの感覚に当とう惑わくする俺だが、隣のサーゼクスさまは右隣に置いてあったアルバムらしきものを開きだした。覗のぞき込むと、様々な紋もん様ようのプレートが一ページに何枚も収められていた。悪魔の文字で何か書かれてる。……リアス、はじめてのおふろ……？

　……なんだ、これ？　疑問に感じる俺が訊く。

「これは……？」

　サーゼクスさまが薄うすいプレートを一枚取りだされた。

「これは冥界特有の映像記録媒ばい体たいだと思ってくれていい。古い時代から伝わっているものだ。いまの冥界では人間界のビデオカメラのほうも流通しているけどね。七十二柱はしらの上級悪魔の家ではこちらの冥界特有のほうを使うことが多いのだよ。伝統といったところかな。撮さつ影えいする道具もいまではだいぶ人間界のビデオカメラに作りが近くなっている」

　へー、そんなのがあるのか。サーゼクスさまは取りだした一枚を、手元に魔ま方ほう陣じんを展開してどこかに転移されたようだった。

　途と端たんに劇場が暗くなり、スクリーンに何かが映写されていく。劇場全体が魔ま力りよくで動いているのかな？

「良いものを見せようと思ってね。このアルバムはリアスの成長を収めたものの一冊だ。──そしていまから映されるのはリアスの幼少時代の記録映像だよ」

　──っ。ぶ、部長の幼少時代だと……？

「そ……それは大変興味深いですね！」

　マジ興きよう味み津しん々しん！　部長の小さい頃ころが見られるなんて！　そうか、サーゼクスさまは俺に部長の映像アルバムを見せようとしてここに連れてきてくれたんだな！

　でも、なんで俺だけ？　他の眷属と一いつ緒しよじゃダメなのかな？　などという疑問を浮うかべながらも映像が開始される。サーゼクスさまも良い笑え顔がおを見せられた。

「ふふふ、だろう？　では、見てみようか」

　あ、この人！　部長の成長アルバムを人に見せたくて仕方ないって顔だ！　部長があとで知ったら大変なんじゃないか？

『お兄さまのおたんこなす！　イッセーのバカ！』

　って、チョー怒おこられそう……。こ、怖こわいけど、でも見たい！

　俺は好こう奇き心しんには勝てず、視し聴ちようを選せん択たくしてしまった。

「いまから映しだされる映像は仕事に赴おもむく私をリアスが見送ってくれる記録なのだよ」

　ほうほう、家族の微ほほ笑えましいひと風景って感じですな。

　あ、ふと思いだす。その話は部長に聞いているかも。多た忙ぼうなサーゼクスさまがたまに実家に帰ってきたとき、よく見送りをしたって。

　確か俺が聞いた話では……。




○リアス・グレモリーの思い出　兄きよう妹だい編




『それでは魔ま王おう領に戻るよ、リアス』

『はい。お兄さま、行ってらっしゃいませ』

『うむ。今度帰ってきたらセフィロトと天使についてお話ししよう』

『はい、よろしくお願いしますわ』




　うん、こんな感じだったはず。厳格な上流階級の会話だなーって憧あこがれもしたもんだ。

　と、思いだしているうちに映像に誰だれかが映しだされる。いまとあまり変わらずのサーゼクスさまだった。

　お屋や敷しきの門前で大勢の使用人を伴ともなったサーゼクスさまと部長のお母さんが映しだされていた。部長のお母さんもいまと変わりなくお美しい！

『それでは母上、魔王領に戻ります』

『ええ、冥めい界かいのため、お勤めを果たしてきなさい』

　出かける前のあいさつかな。……あれ、肝かん心じんの部長が見あたらないんだけど……？　探す俺の耳にかわいらしい声が聞こえてきた。

『おにーたまー！』

　熊くまのぬいぐるみを抱えたちっこい部長がサーゼクスさまに駆け寄っていく！

　こ、これは愛くるしい！　以前、部長がチビになってしまったけど、変わらずのかわいらしさだ！

　ていうか、おにーたま!?　おにーたまって言ったんですか!?

　映像のサーゼクスさまが笑顔でチビ部長を抱だきかかえる。

『どうしたんだい、リーア？』

　サーゼクスさまがやさしく語りかけるが、チビ部長はかわいらしい顔を涙なみだでくしゃくしゃにしていた。

『……おにーたま、リーアにご本を読んでくれるって約束してくれたのに……いっちゃうの？』

『ゴメンね、リーア。急なお仕事が入ってしまったんだ。これから魔王領に戻らなくちゃいけないんだよ』

　少し困った感じのサーゼクスさまにチビ部長が抱だきついた。

『じゃあ、リーアもついてく！』

『困ったな』

　困った表情で笑われるサーゼクスさまだが、部長のお母さんがチビ部長を引き離はなそうとする。

『リアス、お兄さまを困らせてはなりませんよ。サーゼクスは冥界の重要なお役目を担になう者なのです』

　それをいやいやしてチビ部長はサーゼクスさまにしがみついていた。

『やー！　おにーたまはリーアのおにーたまだもの！』

『ハハハ、リーアは甘あまえん坊ぼうだなぁ』

　という風景が眼前に展開した。

　ぶ、部長！　以前、お話ししてくれた内容と若じやつ干かん違ちがうんですけど!?　おにーたまって！　ご本って！　上流階級の会話どころか、お兄ちゃん大好きっ子が眼前で大暴れしてますよ！

　記録映像の部長のお母さんが嘆たん息そくされる。

『サーゼクス、鼻血が出ていますよ。……まったく、あなたときたらリアスを甘やかしてばかりで……』

　すみません、部長のお母さん。映像を見ている俺も鼻血噴ふきそうなぐらいかわいいですよ、その娘むすめさん！

「この頃ころのリーアたんもきゃわいいなぁ」

　──っ！　隣の魔ま王おうさまが笑顔で鼻血たらしながら、涙まで流してるーっ!?

「小さい頃のリアスは私のうしろを常について回ってきてね。おにーたま、おにーたまっていつだってどこだって甘えてきてくれたんだ。一緒に寝ねんねもしたし、お風ふ呂ろだって入ったのだよ……。ああ、小さい頃のリーアたん……。もうこの頃には戻れない……。映像のなかだけの存在……。でも、いまのリーアたんも素す敵てきなレディに育ってくれていてそれはそれで……」

　──兄バカだ！　兄バカがいるよ！　しかも一人で語って一人で何かを悟さとってる！

　魔王です！　皆みなさん、この人、伝説の魔王ルシファーですよーッ！

『母上、リーアを連れていっても──』

　映像のサーゼクスさまは抱きついて離れない様子のチビ部長を抱かかえながらそう言うが、部長のお母さんは首を横に振ふる。

『ダメです。何を言っているのですか……。あなたからも一言お願いします。魔王となった息子むすこがこれでは冥界の皆さまになんてお応こたえしてよいのやら……』

　部長のお母さんの視線がカメラ目線になった。

　……まさか、この風景を撮影しているのは……。俺の耳に聞き覚えのあるダンディな声が聞こえてきた。

『……リーアたん。わがままな顔もまた、いい！』

　……興奮されている様子の部長のお父さんだった。

　父おや子こで何やってんスか!?

「ああ、このとき父上は鼻血をお出しになられながらリアスの姿に号ごう泣きゆうしていてね」

　サーゼクスさまが補足説明をくださる。そうなんですか！　部長のわがままっぷりはお父さんとサーゼクスさまの影えい響きようなんですね！　ああ、よく見れば映像の使用人の方々も「やれやれ」といった風に苦く笑しようしていた。

　映像の部長のお母さんが再び大きく息を吐いた。

『……うちの男性陣じんはどうしてこう……』

　俺もそう思います、部長のお母さん。でも、このチビ部長はあまりに愛くるしい。そりゃ、溺でき愛あいしちゃうよね。かなりグレモリー家の男子の気持ちがわかりました。

　そんな風に俺も苦笑していると、サーゼクスさまがアルバムから新たな記録プレートを取りだして、魔方陣で転移させた。

　スクリーンの映像が移り変わる。

「次はソーナと遊んでいるときに撮とったものだ」

　ソーナ会長と？　スクリーンに映しだされたのは小さな部長と小さなソーナ会長だ！　二人は共に──。

『やー！　このくまのステラはリーアがおにーたまにもらったものなのー！』

『リーアちゃんのけちんぼ！　ちょっとぐらい貸してくれてもいいのにー！』

　熊のぬいぐるみを取り合っていた──。

　そして、俺の目の前で惨さん事じが巻き起こる。

　ビリッ！

　引き裂さかれる音。熊のぬいぐるみの耳が取れてしまっていた。

　どうやら、壮そう絶ぜつな取り合い合戦で犠ぎ牲せいが出たらしい。

　その状じよう況きようを呆ぼう然ぜんと見つめるチビ部長とチビ会長。

『あー……ステラのお耳が取れちゃった……』

　一いつ拍ぱく空けて、チビ部長が泣き叫さけびだした！

『ぐすっ……。おにーたまがくれたステラのお耳が取れちゃったぁぁぁぁっ！』

　それを見ていたチビ会長も泣きながら謝りだす。

『うわーん！　ゴメンね、リーアちゃぁぁぁぁんっ！』

『『うえぇぇぇぇぇぇええんっ！』』

　二人は同時に泣いて、それぞれの身内に抱きかかえられる。サーゼクスさまとレヴィアタンさまだった。

『ハハハ、泣いちゃダメだぞ、リーア。あとでメイドさんに頼たのんでお耳をつけてもらおう』

『あらあら、ソーたんも泣いちゃダメなのよ？　ちゃんとゴメンねできたのだから、仲良くしなきゃ☆』

　お二人は妹を抱きかかえながらあやしている様子だった。

　サーゼクスさまとレヴィアタンさまが笑えまれる。

『お互たがい、妹には甘いようだ』

『ええ、これでも躾しつけは十分だと思うのだけれど』

『それを言うならうちのリーアも躾には厳しいぞ？』

『いえいえ、うちのほうが──』

　……映像のなかで静かに言い合いが始まる二人の魔王さま。泣き疲つかれたチビ部長とチビ会長をベッドに寝かしつけると、舌ぜつ戦せんが再開される。

『……セラフォルー、どうやら一度ハッキリと決めたほうがいいようだな？』

『ええ、そうね、サーゼクスちゃん。私も決着をつけないといけないと思っていたの』

　妙みような迫はく力りよくと覇は気きを放ちながら、お二人が叫んだ。

『うちのリーアたんのほうがかわいいッ！』

『いいえ！　うちのソーたんのほうがかわいいものっ！』

『こちらに来てもらおうか！　リーアたんが初めてお歌を披ひ露ろうした貴重な映像が残っている！』

『こっちだって家から「ソーたん初めての一人でお着き替がえ」の映像を持ってきているし、ここぞとばかりに見せちゃうんだから！』

　記録映像のアルバムを見せ合いながら、お二人が兄バカ、姉バカ全開でにらみ合いを続けていた！

　……サーゼクスさまとレヴィアタンさまって、こんなこともしていたのか……。なんていうか、俺のなかで魔王さまのイメージがまたまた塗ぬり替かえられていく。

　──ダメだ、この魔王さまたちは。

　と、映像で再び部長のお母さんが登場。

　眉み間けんにしわを寄せて、目元をひくつかせている。

『あなたたち！　何をしているのですか……？』

　部長のお母さんの登場にサーゼクスさまとレヴィアタンさまが体を強こわ張ばらせていた。

『は、母上……これはその……リアスとソーナについて語っていたといいますか……』

『お、おばさま！　決してケンカをしていたわけでは……』

　言い淀よどむお二人に部長のお母さんは迫力のオーラをまとわせながら拳こぶしを震ふるわせていた。

『……魔王が二人して妹自じ慢まんでケンカなどと、それで冥界を双そう肩けんに担になえると思っているのですか!?　サーゼクス！　こちらにきなさい！　今日という今日は許しません！　セラフォルーもきなさい！　あなたのお母さまと私は学生の頃ころからの友人です！　娘も同然！　サーゼクス共々反省してもらいます！』

『は、はい……』

『はい、おばさま……』

　いい歳としをして、部長のお母さんに連行されていくお二人──。しかもお二人は冥めい界かいの今後を担う魔王さまだという。

「ハハハ、私もセラフォルーもこのときは母上に頭が上がらなかったよ！」

　と、豪ごう快かいに笑うサーゼクスさま。……いまでも頭が上がらないのでは？　しかも奥さんのグレイフィアさんにも頭が上がっていないような……。

　魔王さまの妹自慢はまだまだ続いた。




　　　　─○●○─




『きょうは、おあつまりいただき、まことにありがとうございます』

　チビ部長が舞ぶ台たいで緊きん張ちようの面おも持もちで少々ぎこちないあいさつをする。

　記録映像はこの劇場を舞台にしたチビ部長のピアノ演奏会に移っていた。

「リーアたんの初めてのピアノ演奏会……。各御お家いえの方々をお招きしてここでピアノを披露したのだよ……」

　サーゼクスさまの兄バカ説明は続き、俺も少々口元をひくつかせながらも部長の記録映像を見ていた。

　……俺は反応に困っていた！　いや、部長の成長記録を見るのは楽しいし、光栄の限りだ！　だけど、隣となりでシスコン魔王さまが時に笑い、時に涙なみだし、表情豊かに熱く語るのでいまいちのり切れないというか！

　よくある「それに興きよう味み津しん々しんだけど、必要以上に語られて若じやつ干かん引き気味になってしまう」状況となっていた。

　と、サーゼクスさまが懐ふところから凝こった装そう飾しよくが施ほどこされた時計を取りだして時間を確かく認にんされていた。

「む。もう、こんな時間か。これ以上、ここにいると皆みんなに怪あやしまれるな」

　サーゼクスさまは映像を止め、戻もどってきたプレートをアルバムにしまっていく。そのアルバムをちらりと横目に見ていたら──悪あく魔ま文字で『秘密』とタイトルが記されたプレートに目がいってしまった。

　俺の視線に気づいたサーゼクスさまが言われる。

「これかい？　これは……ふむ。そうだな……」

　突とつ然ぜん、サーゼクスさまは説明を止めて、あごに手をやり何かを考えだされたようだった。

　な、何でしょうか……？

「うん。そうしよう」と自答した様子で、そのプレートを転送して、再びスクリーンに映像が映しだされる。

　スクリーンに映しだされたのは──幼い部長の寝ね顔がおだった。ベッドで熊くまのぬいぐるみと一いつ緒しよに寝ている。

「……寝顔？　部長、寝ている？」

「うむ。このプレートはね……」

　映像が変わり──また寝顔が映しだされた。今度はソファーの上で寝ているところだ。

　その後も部長の寝顔映像が代わる代わるに流されていく。

　……これって。

「これ、部長の寝顔を集めて編集したものですか？」

　俺の問いにサーゼクスさまはうなずかれる。あ、やっぱり、そうなんだ。

「これはリアスの成長と共に撮り溜ためていた寝顔映像集なのだよ。記録映像のなかでも一、二を争うほどの宝物だ。いちおう、幼い頃のは撮れたのだが……。さすがに大きくなったリアスの寝顔は撮れなかった。途と中ちゆうで記録が途と切ぎれてしまうのは残念なことだ」

　ため息を吐つきながらそう言うサーゼクスさまだけど……。そりゃ、部長が小さい頃なら、まだいいものの、高校生の部長相手にそんなことしたら変態に部類しちゃいますよ！

「そこでだ！」

　サーゼクスさまがこちらに顔を向け、俺の手を握にぎってくる。

「私の後を継つげるのはイッセーくんしかいないのだよ。一度途切れてしまった記録という名の宝を復活してみたいとは思わないかい？」

　などと、わけのわからないことをおっしゃる！

「ど、どういうことですか？」

「これからのリアスの寝顔を撮るのはキミだ！」

　…………。えーと……。

　反応に困る俺だが、サーゼクスさまは拳を振ふり上げ力強く言われる。

「そうと決まれば話は早い！　よし！　今夜が勝負だ！」

「え？　え？」

　そのときは理解不能な俺だったが、その日の夜、とんでもない変態道に片足を突つっ込こむことになる。







　深夜。

　グレモリー家にある部長の部屋の片付けも終わり、兵藤家に帰ってきた俺たち。

　皆が寝静まった時間帯、家の最上階にある空き部屋に俺とサーゼクスさまがいた。

「寝顔を撮とるにはいい夜だ。そうは思わないかね、兵藤隊員」

　そう言うのは、某ぼう映画の某シティを守る某コウモリ男さんのようなコスプレ衣い装しようのサーゼクスさまだ。怪しいを通り越こして変質者と化している……。ちなみに俺は寝間着。

「……そうですね、サーゼクスさま」

　チッチッチッと指を横に振るサーゼクスさま。

「違ちがう。私はサーゼクスではない。『リーアたんの寝顔を撮り隊』の隊長、お兄ちゃん仮面だッ！」

　何やら奇き異いなポージングで格好良く決めているつもりのサーゼクスさ……お兄ちゃん仮面！

　お願いです！　某シティに帰ってください！　いや、冥界に帰って！　ここは平和だから！　あなたの存在が平和を歪ゆがめるんです！

　この方、コスプレばかりして遊んでいるイメージしかないよ！　本当に魔王業をされているんですか!?

「いいかね、兵藤隊員。我々の目的はただひとつ。リアス・グレモリーのあられもない寝顔をこのカメラで撮ることだ。撮るのはキミだ。キミでなければならない」

　と、ハンディカムを俺に手て渡わたしてくるお兄ちゃん仮面。

「……だいたい、俺、いつも一緒に寝てるんで、そのときに撮ればいいのでは？」

　などと、俺は半眼で言ってみる。それが一番早いと思うんだが……。しかし、お兄ちゃん仮面は首を横に振る。

「それはダメだ。流れ的によろしくはないだろう。いいかね、兵藤隊員。寝顔撮さつ影えいとは、若干うしろめたい感情を抱いだきつつ、そろりそろりと忍しのび足で近づき、部屋に侵しん入にゆうし、かわいく寝息を立てるアイドル、もしくは女優、そして愛いとしの女性に気づかれることなく撮影することに意義があるのだよっ！」

　……そんな熱弁されても……。変態じゃないですか。どう考えても変質者の行動じゃないですか！　ていうか、流れってなんだよ！　もうやだ！　この魔王！

「それ、グレイフィアさんにもやったんですか？」

「やった」

「結果は？」

「死にかけたよ。生まれて初めて死を意識した」

　ダメじゃん！　死線じゃん！　そりゃ、いくら身内の方でもそんな変態的な行動されたら、女性は気味悪がるか、キレますよ！　てか、相手はレヴィアタンさまと並んで最強の女性悪魔なんですから、おふざけでも本当に死んじゃいますよ！

「だが、安心して欲しい。行くのはキミだ。おそらく、私は無事だろう。冥界は任せて欲しい」

「うぅ、俺、どうしてこんな方と知り合ったかなぁ……」

　もう、涙しか出てこないよ！　俺、悪魔業界のトップから圧力をかけられているよ！

　サーゼクスさまと仲良くなるたび、この方のとんでもない側面を目にしてしまう！　魔王四人がプライベート時に酷ひどいという理由を日が経たつにつれて強く感じるよ！

「私はこの行動をイッセーくんに引き継いでほしいのだ！　リアスのこれからの寝顔を撮るのはキミしかいない！　キミにしか頼たのめない！　これはそのための引き継ぎ儀ぎ式しきと思ってもいい！　よし！　私はこの部屋で指示を出す。では、出しゆつ撃げきだ！」

　そんなふうに見送られる俺！　うぅ、なんだ、この状じよう況きよう……。魔王さまの趣しゆ味みに付き合わされるとは……。しかも俺に引き継いでほしいだなんて……。

　俺は耳にインカムを装着して、最上階の一室から出ていった。

　目的地は二階の俺の部屋。そこに部長とアーシアが寝ている。俺は二人と一緒に床とこについたのだが、部長とアーシアが眠ねむったのを確認して最上階のここまで出てきた。

　自室を抜ぬけ出てくるのはうまく行ったが、撮影のための入室は気づかれずにおこなえるのか？

　……できるだけ、気配を消し、足をそろりそろりと忍ばせる。俺、何やってんだろう。ここ、俺の家だぜ？　なんで俺が泥どろ棒ぼうみたいなことをしているんだ？

　いや、そんなことを意識するのはやめよう。悲しくなるだけだ。

　階段を下りていき、四階に降り立ったところでインカムから声が聞こえてくる。

『現在、どこまで進んだのだろうか？　どうぞ』

「えーと、四階です。どうぞ」

『了りよう解かい。進みたまえ、どうぞ』

　などというやり取りを交かわす。スパイ作戦みたいだ。サーゼクスさまは真しん剣けんそうだけど、物もの凄すごく楽しんでもいるんだろうな。

　……もう、いまは何も言うまい。さらに下へ下りようとしたときだった。

「……イッセーくん？」

　ふいに声がかかる。階段からの足音。──浴衣ゆかた姿の朱あけ乃のさんだった！　髪かみをおろし、お休みモード時の朱乃さんだ！　下の階から上がってくるところだった。

「……あ、朱乃さん……！」

　まいった！　まさか、ここで朱乃さんと遭そう遇ぐうするとは！　困こん惑わくして顔も強張ってしまう！

「……どうしたの？　こんな深夜にここにいるなんて……」

　怪け訝げんな様子の朱乃さん。あ、手にお茶のペットボトル。深夜に喉のどが渇かわいて、一階の冷蔵庫まで取りに行ったのか。しかし、なんてタイミングだ！

　俺はどうやり過ごそうか、少ない脳みそで思し慮りよしたが……。口から出たのは──。

「あ、朱乃さんに会いたくて……」

　なんて笑顔を引きつりながらの一言だった！

　とんでもない一言だ！　深夜に同居している女の子に「会いたい」だなんて！　夜よ這ばいもいいところだ！　本当は夜這いしたいけど、やったら部長に殺される！

　やばいと感じながらも、このあとどうしたらいいか苦く慮りよしていたのだが……朱乃さんはというと、目元を潤うるませ、頰ほおを染めていた。

　……えーと、その反応はいったい……。

「うれしい……。イッセーくんが私のところに……」

　ぴと。俺に抱きついてくる朱乃さん！　薄うすい布地の浴衣からやわらかモチモチの朱乃さんボディの感かん触しよくがぁぁぁぁぁっ！　お、おっぱいから伝わるこの感触は……ノーブラ!?

　もっちりおっぱいが薄い布越ごしに俺の体に伝わってくる！　死ぬ！　これは死ぬ！

　鼻血を噴ふきだす俺。この状況は現在の任務的によろしくない！　ここは真実を吐いたほうが協力をあおげるのでは？

「あ、あの朱乃さん……。じ、実は……」

　真実を話そうにも朱乃さんは、「うれしいわ、イッセー……」と何やら喜んでいるご様子でして……。

　しかも俺が手に持つカメラに視線が！　これは言い訳できないか!?　カメラ所持で会いにきたなんて、あり得ない状況だし！

「……カメラ？　もしかして、イッセーくんは私との……それをカメラで撮影したいの……？」

　誤解されとるよ！　深夜にカメラ撮影させてくれだなんて、変態行動にもほどがある！　このままじゃ、朱乃さんに嫌きらわれちゃう！

　だけど、朱乃さんは嫌いやがる素そ振ぶりもせず、恥はずかしそうに体をもじもじさせるだけだった。

「……マ、マニアックなのね、イッセーって……。は、初めてのを記録しちゃうつもりなんだ……。でも……私、イッセーが望むなら……」

　何やら顔を真っ赤にさせながら、独り言をつぶやく朱乃さん。どうしよう！　朱乃さんが俺に何かを期待している！　ど、どう応こたえればいいのか？　正直、魔王さまとの戯たわむれを放ほう棄きして、朱乃さんと夜の遊びをしたいところなんですけど！

　対応に困っている俺の耳にインカムを通してお兄ちゃん仮面からの声が届く。

『何か問題があったのかね？　もし何かあったら、カメラを相手に向けて、青いボタンを押してみるんだ。どうぞ』

　と、こちらの事情を知ってか知らないでか、お兄ちゃん仮面はこの状況の打開策らしきものを教えてくれた。カ、カメラを相手に向けて……青いボタン？　あ、このボタンか。

　ポチッと押すと──ブゥゥンと空気を若じやつ干かん震ふるわせる音と共に小さな魔ま方ほう陣じんがレンズのところから出た！

　それを正面から受けた朱乃さん！

「……あら……？」

　目がとろーんとしだして、意識を失い、その場にくずおれていく。俺は床に倒たおれ込む前に朱乃さんをうまく抱だき留とめた。

『そのカメラには困難を打破できる機能がいくつか搭とう載さいされている。青いボタンを押すと催さい眠みん魔力が相手に放たれるのだ。どうぞ』

　と、補足説明をいただいた。

　……カ、カメラから催眠魔方陣が飛びだしやがった！　どんな機能持ちだよ、このカメラ！

「……家の者に見つかり、対応に困ったため、カメラの機能で眠らせました。どうぞ」

『了解。引き続き任務を継けい続ぞくしたまえ、どうぞ。と、その前にその者を部屋に戻もどしてベッドへ運ぶように。どうぞ』

「了解。はぁ……」

　俺は息を吐はきながら、すやすやと眠る朱乃さんを部屋のベッドに運んだのだった。







　朱乃さんをベッドに寝ねかせて、部屋をあとにする。──と、人の気配！

「……にゃぁ……先せん輩ぱい……？」

　今度は寝ぼけまなこの小こ猫ねこちゃんが登場！　猫ねこ耳みみ尻しつ尾ぽつきで寝ぼけている様子だった！　そっか、小猫ちゃんも朱乃さんと同じ階に部屋があるもんな。

　てか、寝間着は白ワイシャツのみという出いで立ち！　うーん、ロリコンじゃないけど、その格好に未知の魅み力りよくを感じてしまう！

　普ふ段だんの小猫ちゃんだったら、夜中にカメラを持って四階にいる俺を訝いぶかしげに思って問い詰つめてくるだろう！　しかし──。

「……うにゃぁ……。先輩……トイレにゃぁ……」

　ト、トイレ……？　目をこすりながら、小猫ちゃんが俺にそう言う。しかも抱きついてきてしまった！

「……はいはい」

　俺は小猫ちゃんを抱っこする。

　──っ！　こ、この触さわり心ごこ地ちは……！　ワイシャツの下から下着らしきものの感触が伝わってこない！　手に伝わるのは小さい体ながらも確かな女によ体たいのやわらかさ！

　小猫ちゃんのプリティなお尻しりは俺に刺し激げき的なむにゅむにゅ感を強調してくる！　ノーパンだ！　ノーパンだよ、これ！　小猫ちゃん！　ノーパンはいけません！　パンツを穿はきなさい！　尻肉が！　尻肉がぁぁっ！　てか、上もノーブラでしょ!?

　はだけたワイシャツの隙すき間まから背徳的で小ぶりなものが生なまで見えています！

　小猫ちゃんは眠いとこんなにも無防備になってしまう！　普段ならスケベな俺をパンチするはずだ！　けど、いまはただただ「うにゃぁ……」と俺の体にすりすりと身を寄せてくるんだよ！　これが猫ねこ又またの必殺技わざか！

　クソ！　かわいいなぁ、俺の後輩は！

　必死に理性を保ちながら俺はトイレまで連れて行ったのだった。

　その後、小猫ちゃんもベッドに寝かしつけて、ようやっと俺は四階を抜け出た。三階は両親の部屋があるので、さらに細心の注意を払はらって下りていく。

　そして、ついに俺の自室の前に到とう着ちやくした。

　……俺の家で、俺の部屋なのに、なんで俺はこんなに苦労してここまで移動してきたのだろうか？　悩なやめる俺。そこに悩みの種であるシスコン魔王さまから声が届く。

『現状を連れん絡らくしてくれたまえ、どうぞ』

「目的地点に到着、これより突とつ貫かんします。どうぞ」

『武運を祈いのる。どうぞ』

　はぁ……。さて、部長の寝顔を撮さつ影えいして、さっさとこのイベントを終わらせよう。

　ドアノブを音が鳴らぬようにして引いていく。ドアが開き、自室に足を踏ふみ入れた。

　ひと足、ふた足……そろりそろりと気配を殺しながら自分のベッドに近づいていく。

　俺のベッドには部長とアーシアがすやすやと静かに寝息を立てていた。

　……部長は上にかけていたものを半分以上取り払ってしまい、官能的なネグリジェ姿を見せていた。

　紅べに色いろの薄い生き地じのネグリジェ。エロい！　艶なまめかしい足も大だい胆たんに覗のぞかせ、肩かた紐ひもも肩から外れていて乳ちちが半分以上露ろ出しゆつしていた！

　おっぱい！　尻！　太もも！　三つのコンボで歌が歌えてしまえそうな状じよう況きようだ！

　改めて思うよね。俺はこんなにエロい格好のお姉さまと毎晩寝ているんだって。最近、一いつ緒しよに寝るのがあまりに普ふ通つうになってしまって、ベッドに潜もぐり込むと自然と寝てしまう。

　部長とアーシアと三人で寝ることが当たり前の生活になってしまっていたんだ。

　思えば、部長は寝ているうちにこの格好で俺に抱だきついてきたりして、気づくとおっぱいを枕まくらのようにして寝ていることもしばしば。

　──手が届く位置、すぐそばに最高の女体がある。

　……ゴクリ。

　生なま唾つばを飲み込む。そしてその場で頭を抱かかえた！

　こんなにおいしいシチュエーションでなんで俺はいまのいままで手を出せていないのか!?　甲か斐い性しようがないにもほどがある！　うおおおおおっ！　情けない！　情けないぞ、俺ぇぇぇっ！

『どうしたのかね、兵藤隊員？　どうぞ』

　悩む俺にシスコン魔王さまからの声が届く。そうでした。俺はお兄ちゃん仮面のぶっ飛んだお戯たわむれに付き合っている途と中ちゆうでした。

「問題ありません。青春に葛かつ藤とうしておりました。目標を眼前に捕ほ捉そく。これより、作戦に移ります。どうぞ」

『了りよう解かい。寝顔を撮とりしだい、速すみやかに帰き還かんせよ。どうぞ』

　うむ。その通りだ。さっさと寝顔を撮影して、上に戻ろう。ここから上に戻ろうってのも変な話だけどさ。ここ、俺の自室なのにね。

　しかし、かわいい寝顔だね。やっぱり、部長はキレイで、きゃわいいなぁ！

　サーゼクスさまの「寝顔を撮りたい」って思いも少しはわかる気がする。この瞬しゆん間かんを記録に残したいわけだ。残すべきかわいい寝顔、ね。

　俺にそれを引き継ついでほしいのか。……悪くないかも。なんて一瞬思ってしまった。

　さてさて。カメラを取りだし、部長の顔を撮ろうとしたときだった。

　部長のお目々がゆっくりと開かれる！

「……あら、イッセー？……どうしたの？」

　目をこすりながら、寝ね床どこからゆっくりと身を起こし始めた！　やべぇ！　起きちゃった！　当とう惑わくした俺はどうしたらいいかわからず、カメラを後ろ手に隠かくすだけで精せい一いつ杯ぱいだった！

「え、えっと、部長の寝顔がかわいいなーって」

　視線を泳がせながらそう言う俺。部長はあくびをしながら、笑えみを浮うかべた。

「あら、急にどうしたの？」

　するりとベッドから身を出すと、俺に抱きついてくる！　むにゅぅぅぅっ、と俺の体に最高の乳が押しつけられてくる！　やっわらけぇぇぇぇっ！

　うおおおおおっ！　やっぱ、部長のお乳は最高だぜ！　しかも立ち上がった拍ひよう子しに肩紐が完全に外れて、はだけたネグリジェから乳が、乳がお目見えしとるぅぅっ！　ピンクの先せん端たんの具合まで見事だった！

　俺の首に手を回し、顔を近づけながらつぶやいてくる！

「……今日はいつもと違ちがった寝方をしましょうか？」

「い、いつもと違う寝方……？」

　俺が鼻血をダラダラと垂れ流しながら訊きくと、「うふっ」と官能的な微ほほ笑えみを見せてくれる！

「そう、いつもよりちょっとだけ体を身近に重ねるの」

「み、身近、ですか？」

「ええ、二人して裸はだかで寝てみましょうか？　裸で身を寄せ合って寝るだけ。でも、以前にもそういうこともあったから、今いま更さらなのかしら？」

「……い、いえ！　最高です！」

　全ぜん裸らで抱き合う!?　そ、それって、エッチなこと無しですか!?　アリですか!?　この状況だとただ全裸で抱き合うだけなのだろう！　けど、ちょっとした拍子でそのままとんでもないことになってしまうこともあり得るのでは!?

　だって、若い男女が全裸で抱き合うなんて、もうそういう方向にしか進む道はないわけでして！

　しかし、これはお兄ちゃん仮面──サーゼクスさまとの寝顔撮影の最中なんだ！

　い、いや！　もうこの際、そんなのを忘れて寝てしまいたい！　魔王さま！　俺、正直、寝顔を撮るのを放棄して眠ねむりにつきたい！　部長の乳枕は最高なんですよ！

　このまま身を任せていいかも、なんて思っていたら──。

『兵藤隊員。どうかしたのか？　兵藤隊員、まだ撮れないのかね？　どうぞ』

　お兄ちゃん仮面の声がインカムを通して耳に聞こえてきた。

「……いま、お兄さまの声がしたような」

　部長がインカムからわずかに漏もれた声に反応した！　いま深夜だから、耳をすませば聞こえてしまうかも！

　部長が半眼になって、俺の体を舐なめるように見ていく。そして、耳のインカムと後ろ手のカメラに気づいてしまった！

　カメラを回収し、インカムを俺の耳から取ってご自身の耳に当てた。

「……この声、お兄さま？　どういうことなのかしら？」

　俺をジト目で見てくる部長……。

「ふわぁぁぁぁ……。どうしたんですかぁぁ？」

　アーシアも起きちゃった！

　サーゼクスさま、作戦失敗です。アウトですよ。




　　　　─○●○─




「これはどういうことでしょうか？」

　目元をひくつかせ、最高に不ふ機き嫌げんな様子の部長が俺たちに問い詰めてくる。その隣となりにはこの状況をハラハラしながら見ているアーシアの姿。起こしてゴメンね、アーシア。

　例の最上階の部屋で俺とお兄ちゃん仮面は正座させられていた。

「これには理由があるのだ」

　説明をしようとするお兄ちゃん仮面。部長は嘆くように息を吐く。

「その前にお兄さま。その仮面のような覆ふく面めんのようなものを取ってください」

　お兄ちゃん仮面は見事なポージングをして、言い放った。

「ふはははは！　私はキミのお兄さんではないぞ、リアス・グレモリー！　私は『リーアたんの寝顔を撮り隊』隊長、お兄ちゃん仮面だ！」

「グレイフィアを……お義ね姉えさまを呼びますよ？」

　無表情でそう言う部長。お兄ちゃん仮面──サーゼクスさまはすぐに被かぶり物を取り払って謝った。

「すまなかった、私だ、リアス」

　弱い！　弱いよ、お兄ちゃん仮面！　そんなに嫁よめさんが怖こわいんですか！

　そして、サーゼクスさまは切々とこの状況に至った経けい緯いを話し始めた。

　かわいい妹の記録を撮りたいこと、大きくなった妹の寝顔を俺と一緒に撮って俺に一方的に思いを託たくしたかったこと、それらを語っていく。

　部長の顔が怒いかりを通り越こして、赤面していき、あげくプルプルと全身を震ふるわせるほどとなっていった。

「……リアス、どうかしたのかな？」

　様子のおかしい妹を怪け訝げんに思うサーゼクスさま。部長は俺とサーゼクスさまに怒おこった！

「お兄さまのおたんこなす！　イッセーのバカ！　イッセーも言ってくれたら、私は……。お兄さまとこんなことをしてまで私の寝顔を……。お兄さまはともかく、あなたになら私は……」

　俺のことを若干にらむように部長は視線を向けた。その瞳ひとみにはうっすらと涙なみだが──。

　バッ！　部長は足早に部屋をあとにする。

「あ、リアスお姉さま！」

　そのあとをアーシアが追っていった。

「あ、あの、私はダメなのかな？」

『お兄さまはともかく』という妹の言葉にショックを受けた様子の魔王さま。

「ええ、ダメでしょうね」

　──っ！　第三者の声！　声のするほうに振ふり向けば、体に濃のう密みつで怖ろしい気配のオーラを漂ただよわせる銀ぎん髪ぱつメイドさんのお姿が！　グレイフィアさんだった！　い、いつの間に！

「サーゼクスさま、話は聞きました。さあ、帰りましょうか」

　グレイフィアさんはサーゼクスさまの襟えり首くびをつかみ、引きずっていく。すぐさま足あし下もとに転移型魔ま方ほう陣じんを展開した。

「わ、私が悪かった。許してくれ、グレイフィア」

「話は屋や敷しきでじっくりと聞かせてもらいます。いいですね？」

　迫はく力りよくを見せるグレイフィアさん。サーゼクスさまも青ざめていた！

　うん、反省してください、サーゼクスさま。よし、サーゼクスさまはグレイフィアさんに任しておこう。そして、部長は──。

「一誠さん、お嬢じようさまへ何か言うことがあるはずですね？」

　グレイフィアさんにもそう言われてしまう。

「はい！　俺、部長に謝ります！」

　そうさ、謝らなきゃ！　サーゼクスさまのお戯たわむれに付き合わされたとはいえ、俺が部長に無断であられもないプライベートを激写しようとしたのは確かだ。

　俺、なんて悪い下僕なんだろうか！　傷つけてしまっただろう！

　俺の言葉を聞いて、グレイフィアさんは少しだけ微笑んだ。

「ええ、それでよいのです。さあ、サーゼクスさま。私と冥めい界かいに戻もどりますよ」

「あ、ああ。あとは頼たのむよ、イッセーくん……。さて、私はこのあとどうなるのかな……」

　二人の転移を見送ったあと、俺は急いで自室へと向かった！







　開け放たれたままの自室の扉。なかを覗のぞくと──ベッドの掛かけ布ぶ団とんが盛り上がっていた。きっと、部長がベッドに潜もぐり込んでしまったのだろう。

　……俺、無神経すぎた。しかも若じやつ干かん、楽しみだしていた。最低だ！　変態だ！　俺、部長を傷つけるだけのエロ魂だましいを燃やしてしまった！

「……すみません」

　俺は謝りながら、ベッドに近づいていく。

「いくら、サーゼクスさまのご趣しゆ味みに付き合わされたとはいえ、俺、本当に無神経すぎました。……寝顔を撮ろうだなんて。でも、聞いてください」

　俺は正直な気持ちを吐と露ろする。

「かわいい寝顔でした！　本当にかわいくて……。あの方の気持ちが少しだけわかったというか……。そのまま、一いつ緒しよに眠りたいぐらいでした」

　俺は言葉を続ける。ここで止めちゃいけないと思うんだ。この思いを聞いてもらわなくては。怒られてもいい。それでも俺の正直な思いだけは伝えたい！

「俺、家族だと思ってます。一緒にいると、すごく落ち着きますし、これからもベッドを共にしたいって強く思います。それは性的な意味では……いやいや、性的な意味でもあるような……俺、何を言ってるんだ……？　いえ、抱だき心ごこ地ちは最高というか……」

　ダメだ！　思考が変な方向に行ってしまった！　ええーい！　まどろっこしい！　一気に言っちまえ！　勇気を持て、俺ぇぇぇっ！

「これからも一緒にベッドで寝ねたいです！　俺にだけかわいい寝顔を見せてください！──俺と寝てくださいッ！」

　気持ちを完全に吐はきだした！　はぁはぁ……。これでダメなら……。いや、明日あしたもめげずに謝る！　きっと気持ちは伝わるはずなんだ！　俺は部長のことを──。

　ベッドのなかで部長が動く。そして、するりと掛け布団から顔を覗かせて──。

　え、え、えええええええええええええええええええっ!?

　俺は掛け布団から現れたものを見て驚おどろきで目玉が飛び出た！

「……そ、そんな……イッセー先せん輩ぱいが……ぼ、ぼ、僕のことをそんなふうに思っていたなんて……」

　金きん髪ぱつの女装少年──後輩男子のギャスパーだったぁぁぁぁぁぁああっ！

　なんでこいつが、ここにぃ!?　俺の驚きなんて知らずにギャスパーは赤面させながら言う。

「……ぼ、僕、うれしいですけど、そういうの初めてですし……。男の子同士だし……」

　やめてくれ！　ギャスパーは確かに見た目かわいいが、おまえは男なんだぞ!?　俺は男に興味はないんだ！

「てか、なんでおまえがここに！」

「……きょ、今日はここにお泊とまりさせてもらっているんです……。だ、段ボール箱さえあればだいたいはだいじょうぶなので……空いているお部屋にお邪じや魔ましてました……」

　知らんかった！　いつの間にそういうことに!?

　そ、そっか！　小猫ちゃんとこいつ、友達だもんな！　夜中まで遊んでいて、そのままお泊まり会って流れになってもおかしくはないのか！　しかし、なんでここに？

「ぼ、僕、なかなか寝付けなくて……。も、もしかしたら、イッセー先輩が起きているかもって、ここへ……。そうしたら、大きなベッドがあったから、なぜか誰だれもいないし……眠り心地を確かめたくなってしまいました……」

　部長に俺たちの行動がバレて、最上階にいた間にこいつがここに入ってきてしまったのか！　なんたることだ！　て、てっきり、部長がここに戻ってきているものだと思ったのに！

　ギャスパーは意を決した表情で力強く言う！

「ぼ、僕で良かったら、イッセー先輩と一緒に眠ってもいいですよ……？　で、でも、変なことはしないでくださいね？　ぼ、僕、男の子ですし……」

「するかバカ！」

　うわぁぁぁぁああっ！　なんてこったぁぁぁぁっ！　変なふうに勘かん違ちがいされてるぅ！

　ガシャン！

　何かが落ちる音。振り向けばそこには部長とアーシアの姿が！　落ちたのはお菓か子しを載のせたトレイだったようだ。

「……イッセー、こ、これはどういうことかしら……？」

　目元をひくつかせて、部長が危険なオーラを漂わせる！

「ぶ、部長！　アーシアも！　ど、どこに行っていたんですか!?」

「キッチンです。リアスお姉さまが『こんなときはお菓子のやけ食いよ！』って言われて……」

　と、アーシアが説明をくれる！　なんだと！　キッチン!?　たまらなくなった部長はやけ食いすることで発散しようとしていたのか！　だから部屋にすぐに戻っていなかった！

　部長はぷるぷると全身を震わせ──眼光を鋭するどくした！

「お兄さまとの件！　ギャスパーとの件！　夜明けまでいろいろと付き合ってもらうわよ、イッセーッ！」

「は、はいぃぃぃぃぃぃぃっ！　ゴメンなさいぃぃぃぃぃっ！」

　こうして俺は、空が白むまで部長に謝り続けながら誤解を解いたのだった。

　もう、サーゼクスさまの趣味に付き合うのはカンベンだが、そうは思っても今後もまた付き合わされるのだろう。

　グレイフィアさーん、助けてぇぇぇぇえっ！







　　　Life.3　ストップ!!　祐ゆう斗とくん！







　僕の名前はギャスパー・ヴラディ。

　その日、僕が目を覚ますと──そこはいつもとちょっと違う世界でした。




　学校で一日すごしてわかったことは、僕以外の皆みなさんの性別が逆になっていることです。男子だったクラスメイトが女子へ。そして、女子が男子に。

　とても不思議な世界のなかで僕だけは──男の子のままでした。うーん、どうしてなのでしょうか？　ちょっとわかりません。というよりもなぜ僕だけこのヘンテコな世界にいるのかな？

　授業が終わり、オカルト研究部へ顔を覗かせると……そこは男子だらけでした！

「おっ！　ギャスパー、やっときたな！」

　紅べに髪がみの美青年。すぐにわかりました！

　リアス部長です！　うわー、男子になるとここまで格好良くなるんですね！　すらっとした長身に紅髪、そして碧へき眼がん！　男子でも見み惚とれるほど整ったお顔立ちに僕もうっとりしてしまいます！

「やあ、ギャスパー。お茶はいかがかな？」

　黒くろ髪かみでクールそうな美しいお兄さん！　も、もしかして、朱あけ乃のさん？　すごい！　クールな雰ふん囲い気きで立ち振ふる舞まいまでキリッとしています！

「おい、ギャスパー。おまえも男ならもう少しシャキッとしろ。斬きるぞ、この野や郎ろう」

「もう、ゼノヴィアくん。そういうキミだって、年中ダルそうにしているだろ？」

　緑色のメッシュを髪に入れているワイルドなお兄さんと、金髪で物もの腰ごしやわらかそうなお兄さん。こ、こ、こちらは……ゼノヴィア先輩とアーシア先輩なのかな!?

　す、すごい！　ゼノヴィア先輩って、男子だとここまで筋肉質でスポーティな男子になるんですね！　ソファへワイルドに座って、気だるそうにしてます。変わってアーシア先輩が男子になると線の細いやさしそうなお兄さんに！

「ゼノヴィア！　アーシア！　例の漫まん画が手に入ったよ！　オラ！　『サムライ・ヴァチカン』だぜ！　本ほん能のう寺じで死んだはずの織お田だ信のぶ長なががなぜかヴァチカンに転移し、大暴れするんだぞ！」

　栗くり毛げの男子は──イリナ先輩？　元気なのは男子でも女子でも変わりませんねぇ。

「おおっ、でかした、イリナ」

「ありがとう、イリナくん」

　三人のやり取りをみる限り、名前はそのままなのでしょうか？

　こうなると、小こ猫ねこちゃんも男子に？　小こ柄がらな小猫ちゃんは男子になるとどうなるんでしょうか？　やっぱり、小柄でかわいらしい男の子に？　教室で見当たらなかっただけに気になります。

　きょろきょろと部室内を見み渡わたすと──「サクッ！」「サクッ！」という怪かい音おんが聞こえてきます。

　そちらへ視線を送ると──そ、そ、そそそそ、そこには巨きよ体たいの男性がッッ！　猫ねこ耳みみと尻しつ尾ぽを出しています！　ま、ま、ま、ま、まさか……。

　二メートルはありそうな巨きよ軀くの猫耳男性が丈じよう夫ぶそうな歯と顎あごでＴボーンステーキの骨らしきものをスナック感覚でサクサク食べていました……。

　そこへ部長が近づき笑いながら話しかけます。

「また骨食ってるのか。カルシウムとタンパク質摂とりすぎじゃないか？──大だい猫ねこ殿どの」

　──ッ！　だ、大猫……殿っ!?

　う、噓うそ……。あのガチムチな体型の男性が……小猫ちゃんなの!?　しかも「殿」って、呼ばれているーっ！

　……指の一本一本まで極ごく太ぶとじゃないですか……。ぼ、僕、あまりの衝しよう撃げきに動どう悸きが激しくなってきました……。僕の大切なお友達の小猫ちゃんが……巨きよ漢かんになっているなんて！

「ちわース」

　元気なあいさつで入室してきたのは──イッセー先輩!?　しかも男子です！　ぼ、僕と同じでいつも通り、性別も変わってません！　ど、どういうことなのでしょうか……。

「こんにちは」

　イッセー先輩と同時に入ってきたのは──とてもキレイなお姉さんです！　だ、誰でしょうか……。髪が長くてサラサラしてそうです。手足も細くてスレンダー──と、思いましたがお胸もなかなか豊かな様子です。イッセー先輩が好きになってしまいそうな清せい楚そな雰囲気のお姉さんです。

　あ、目が合ってしまいました。美人のお姉さんは微び笑しようを浮うかべて話しかけてくれます。

「こんにちは、ギャスパーくん」

　男性ばかりだからでしょうか。この人の微ほほ笑えみがいっそう輝かがやいているように見えてしまいます。

「こ、こ、こんにちは……先輩……？」

　誰かわからないので、とりあえず、「先輩」とだけ呼んでみました。……一年生は僕と小猫ちゃ……大猫殿だけなので、これで合っているとは思うんですけど……。

　部長がイッセー先せん輩ぱいと謎なぞの美少女先輩が来たのを確かく認にんしました。

「よし、イッセーと祐ゆ美みもきたし、会議でもしようかな」

　──っ！

　ゆ、ゆ、ゆ、祐美？　も、も、もしかして、祐斗先輩なのですか!?

「小猫ちゃん＝大猫殿」に次ぐ驚おどろきです！　祐斗先輩、こちらの世界ではこんな素す敵てきな美少女さんになっていたんですね！

　驚きの連続ばかりですが、オカルト研究部の会議は始まります。




　　　　─○●○─




「二年生が修学旅行に行く前に学園祭の催もよおし物を決めないといけないんだ」

　部長が資料に目を落としながらおっしゃいます。

　会議の内容は秋に開かい催さいされる学園祭についてでした。僕のいた世界と時じ間かん軸じくは同じようです。

　というよりもなぜ、僕はこちらの世界に来てしまったのでしょうか？　それともどこかの神さまが「あちらの世界よりもこちらの世界のほうがおまえにお似合いなんだよ」って、僕をこちらの世界に送ってしまったのかな。

　一番の疑問は僕とイッセー先輩だけ性別が変わっていないことです。もしかして、イッセー先輩も僕と同じようにこちらの世界に来てしまったのでは……。

「コラ、ギャスパー。余よ所そ見みしない」

　あう……。部長に怒おこられてしまいました。部長の厳しさはあちらでもこちらでも変わりなしです。

「やっぱメイド喫きつ茶さをしましょうよ、メイド喫茶！　おっぱいの大きい子を集めておっぱいメイド喫茶っスよ！　それがダメならエッチなコスプレ撮さつ影えい会です！」

　イッセー先輩が手をあげて元気よくそう言います。

　イッセー先輩のスケベな顔はこちらでも健在なんですね。安心しました。エッチじゃないイッセー先輩って想像もつきませんから。

「おっ、いいねぇ。さすがイッセーだ」

　ゼノヴィア先輩は賛成の様子です。男性になるとそういうのお好きなんですね。

「ダメだよ！　下品だよー！」

　アーシア先輩は顔を真っ赤にして拒きよ否ひします。アーシア先輩は男子でも女子でもその手のお話が苦手なんですね。

「でも、実現できたとしたら売り上げは見込めそうだね」

　朱乃さんはクールな微笑みでそうおっしゃいます。

「だけど、うちにはメイドやれそうなのが祐美ちゃんだけだね」

　イリナ先輩の一言に祐斗──祐美先輩へ部員の視線が集中します。

「……えっと、皆さんがやれというならやりますけれど……」

　祐美先輩は多少困り顔をしながらも肯こう定てい意見を口にしました。男子のときの祐斗先輩も頼たのまれたらあまり断らないタイプでしたし、女子になってもその辺りは変わらないようです。

　それを聞いてイッセー先輩がいやらしい顔つきで祐美先輩の胸むな元もとを見ます。

「マジか！　祐美のメイド姿は最高だろうなぁ……。うひひ、胸元の開いた衣い装しようを希望します！」

「ほ、本当……？　イッセーくんが言うなら私、着てみようかな……」

　イッセー先輩の意見に顔を真っ赤にする祐美先輩。ま、まんざらでもなさそうです。

「ちょっと風紀が乱れているな。大猫殿、鉄てつ拳けん制裁だ」

　部長の一言に──大猫殿が立ち上がります！

「イエス、ボス」

　なぜ、英語っ!?　などという疑問を浮かべているヒマもなく、大猫殿はイッセー先輩を椅い子すごと太い両りよう腕うででがっちりつかみ、ブリッジの要領で一気に後方へ──っ！　こ、これはバックドロップというプロレスの投げ技わざでは！

　ガギャン！

　盛せい大だいな音を発しながら、イッセー先輩が──床ゆかに頭部を打ち付けられていました。床に穴が空いて頭部が突つき刺ささってますぅ！　床にイッセー先輩が生えているような感じです。

　……見ているだけで凄すさまじい光景です。

「フジヤマ、スシゲイシャ」

　大猫殿はなぜか片言の日本語をしゃべりながら、謎の骨をスナック感覚で嚙かみ砕くだいています。……本当にこちら側の小猫ちゃんなのかな……。別人にしか思えないです！

「イッセーくん！」

　祐美先輩がイッセー先輩を床から引き抜ぬき、膝ひざに頭をのせて介かい抱ほうし始めます。なんだか、祐美先輩はイッセー先輩をとても心配しているように見えました。

「部長、イッセーくんをあまりいじめないであげてください。私でよろしければ、メイド服を着ますから」

　イッセー先輩の頭をなでながら祐美先輩は部長へそうおっしゃいます。

「祐美、おまえはイッセーに甘すぎる。……まあ、個人的な感情にまで俺は口出ししないけどな」

　部長は意味ありげな言葉を口にすると、途と端たんに祐美先輩のお顔が真っ赤になってしまいました。こ、こ、これって、もしかするともしかするのですか……？

「わ、私は、そ、その……」

　祐美先輩は頰ほおを紅潮させたまま、固まってしまいました。やっぱり、祐美先輩はイッセー先輩のことを──。

　とうのイッセー先輩はバタンキューと気絶中です。

「まったく、なんでまたよりにもよってイッセーに惚ほれてしまうのか。この部にはもっといい男がいると思うんだが……」

　半眼でつまらなさそうにゼノヴィア先輩がぼやいてます。

「まあまあ、僕はお似合いだと思うけど」

「そうそう、アーシアの言う通りだ。イッセーには祐美ちゃんみたいにしっかりしている女の子のほうがいいと思うぞ」

　アーシア先輩とイリナ先輩はお二人の仲を認めているようです。

「おやおや。リアス、我が部活は熱々だぞ」

「ま、俺の自じ慢まんの眷けん属ぞく同士がくっつくんだ。主あるじとしても文句はないさ」

　朱乃さんと部長も見守る位置にいるようです。わー、なんだか、あちらの世界以上にそういう関係が進んでいるんですね。なんだか、これはこれですごく楽しいです。

　イケメンの皆みなさんに囲まれる祐美先輩というのも新しん鮮せんでおもしろいかもしれません！

　部長は咳せき払ばらいして、話を改めて元に戻もどします。

「さて、学園祭の件だが……コスプレ、メイド喫茶というのも捨てがたいと思う。しかし、我が部は女子が祐美しかいない。祐美は十分に魅み力りよく的な女だが、一人ですべてをやらせるのは無理だし、無む謀ぼうだ。正直、人材が足りなすぎるな」

「おまえが男ばかり集めていたからだな。眷属にもう少し華はなを増やそうとは思わなかったのか？」

　朱乃さんが部長に鋭するどくツッコミを入れていきます。部長は半眼で口を尖とがらせて、反論しました。

「だって、力強い眷属を理想として持っていたから、デキル野や郎ろう軍団を作ってみたかっただけだ。おまえはいちいち小言が多いぞ」

「これでもおまえの『女王クイーン』なのでね。その辺、うるさく言うぐらいが役目だと思っている」

「ぬー、あー言えばこー言うんだもんな、おまえは」

　……ふふふ。おもしろいかも、こちらのお二人の仲って。性別は変わっても部長と朱乃さんの関係って変わらないんですね。部長がたまに言う無理を朱乃さんが鋭く突っ込む。軽く口論になるけど、最終的には──。

「まあ、主であるおまえの意見だ。無下にもできない。──メイド喫茶とコスプレの件、先生に相談してみるか」

「さすが俺の『女王クイーン』！　愛しているぞ、朱乃！」

　朱乃さんの首に腕うでを回し、うれしそうに笑う部長のお姿。ほら、やっぱり、お二人の意見は一いつ致ちしてしまうんです。

　そのときでした。廊ろう下かを物もの凄すごい勢いで進んでくる何かがあります。

　バンッ！

　扉とびらを開け放って入室してきたのは──白衣を着た黒くろ髪かみの女性！

「その話！　乗ったわよ！」

「ちょ、ちょっと、アザゼル先生！　待ってくださいよ！　まったく、この人についていくだけで精せい一いつ杯ぱいですよ……」

　銀ぎん髪ぱつの男性が女性のうしろから息を切らせながら現れました。

　……ア、アザゼル先生？　じゃあ、あの女性がアザゼル先生なんですか！　それではうしろの銀髪の男性はロスヴァイセさんということになります！

「ちょうど良かった。アザゼル先生、学園祭の出し物でうちの部は喫茶店をやってみたいんだ。でも──」

「女子が足りないんでしょう？　任せなさい！　私がパパッと解決してあげましょう！」

　部長の言葉を遮さえぎって先生が堂々と宣言してくれました。

「これを見なさい！」

　先生が白衣から怪あやしげなスイッチを取り出すと、それを押します。すると──。

　ウイーン。

　部室の床の一部が開いていく！　先生ったら、またこんな装置を勝手に旧校舎に設置したんですね！

　開いた床から出てきたのは──台でした。台の上には……漫まん画がやアニメに出てきそうなデザインの不思議な光線銃じゆうらしきものがひとつだけ置かれてます。

　先生はそれを手にして、こちらへ構えます。

「これは性せい転てん換かんビーム銃よ！　これに撃うたれると男子は女子へ！　女子は男子に性転換できるの！　これを使ってオカルト研究部のむさ苦しい野郎連中を美少女に変身ってわけなのよ！」

『おおっ』

　先生の発明に皆みんなが拍はく手しゆを送ります。

「素す晴ばらしい銃じゃないですか！　さすがアザゼル先生だぜ！」

　いつの間にか復活していたイッセー先せん輩ぱいは希望に満ちた眼まな差ざしで先生を褒ほめ称たたえていました。

「じゃあ、試ためしに……えーい！」

　ビーッ！

　先生が不意打ちに朱乃さんにビームを当てました。光に包まれる朱乃さん。しばらくすると体型が丸みを帯びて──光が止やんだ頃ころには僕の知っている女性の朱乃さんに変身していました！　制服まで男子のものから、女子のものになってます！　堕だ天てん使しの科学力って、本当に凄まじいです！

『すごい！』

　それを見て、全員が歓かん声せいをあげました。

「あ、朱乃……。お、おまえ、すごい美人になってしまっているぞ……」

　部長が頰を赤く染めながらそう告げます。

「ほ、本当か？　えっと鏡鏡……」

　朱乃さんが部室に置かれている鏡を覗のぞき込みます。

「黒髪ポニーテールか……。胸もすごいな。これだけデカいと重いものだ」

　おっきなおっぱいを興味深そうにゆっさゆっさと触さわってます。

「おいおい、朱乃。その容姿でその言こと葉ば遣づかいはないだろう。清せい楚そで可か憐れんそうだし、和風美人って感じでひとつ丁てい寧ねいな言葉はどうだ？」

　部長のご意見です。

「なるほど。確かにそうだ。えーと、俺……私は姫ひめ島じま朱乃と言います……わ。皆さん、どうぞよろしくお願い致いたしますわ。うふふ。こんな感じか？」

　うわー、あちらの朱乃さんまんまです！　物もの腰ごしまで似てました！

「朱乃先輩、マジかわいいです！」

「かわいい！」

「和風美人！　最高だ！」

「付き合って～！」

　朱乃さんの変わりように男子全員が興奮してました！

「次は俺で」

　ゼノヴィア先輩が申し出て、先生が素す早ばやくビームを当てます。

　光が止んだあと、そこにいたのはいつものゼノヴィア先輩です。

「おおっ。見ろ。俺のおっぱいもそこそこあるぞ。うん。あれがないせいで調子がいまいちよくないが、逆に慣れたら動きやすいかもな」

　げ、下品な話は禁止ですぅ！

　次は部長が名乗りをあげました。

「じゃあ、主たる俺も女子になってみるか。先生、ひとつよろしくお願いしたい！」

「任せなさい、リアス！」

　ビーッ！

　部長も先生の作った銃のビームに当てられて──紅べに髪がみの麗うるわしい女性に変身しました。

　ああ、僕の知っている部長ですぅ！　やっぱり、リアス部長といえば、こちらのお姿だと思うのです！

　部長は鏡を見ながら、髪を触ったりしてました。

「へぇ、俺が女になるとこうなるのか。長い髪に……大きな胸。男にモテそうな風ふう貌ぼうだな。ハハハ、こんな感じに俺が女だったら、父上も母上も猫ねこかわいがりしてたかも」

　と、かわいらしく笑います。

「俺も言葉の調子をエレガントにしてみようかな。コホン。えー、ごきげんよう、私はリアス・グレモリー。グレモリー家の次期当主よ。以後、お見知りおきを。さあ、私のかわいい眷属たち、共にゲームへ向かいましょう。──どうだ？」

　部長の女性言葉に皆、感かん嘆たんの息を漏もらしてました。それほど様さまになっていたからです。

　僕から見てもあちらの世界の部長と遜そん色しよくのないお姿でした。

　──と、一人だけ、口を半開きのまま見とれている方がいました。──イッセー先輩です。

　部長はイッセー先輩の様子に気づき、近づいて眼前で手を振ふります。

「おーい、イッセー。どうした？　おーい」

　部長の声にイッセー先輩はハッと気づき、部長の手を取りました。

「ぶ、ぶ、部長ォォォォォッ！」

「な、なんだよ、大きな声を出して……」

「ぶ、部長のいまの姿！　俺が抱いだく理想の女の子像とそっくりなんです！　つ、付き合ってください！」

　わー！　いきなりの告白ですよ！　部長も突とつ然ぜんのことに目を丸くしてました。でもイッセー先輩は本気の様子です。こ、これはどうなってしまうのでしょうか……？　あちらの世界でもこんな展開はありませんでした！

　戸と惑まどう部長と興奮するイッセー先輩に近づく影かげが──。

　ゴンッ。

　イッセー先輩の頭部に太い鉄の棒が振り下ろされました。それを受けたイッセー先輩は床ゆかに倒たおれてしまいます。……と、とても痛そうですぅ。

　振り下ろしたのは……祐美先輩！　うるうると双そう眸ぼうを潤うるませながら太い鉄の棒を握にぎってました。

「イッセーくんの……バカ！　『俺の理想は祐美だよ』って前に言ってくれたのに！　もう知らないんだから！」

　それだけ言い残し、勢いよく部室を飛びだしていってしまいました！

　イッセー先輩はすぐに起き上がります。

「ゆ、ゆ、祐美！　待ってくれ！　違ちがうんだ！　これはこれで！　待ってくれよぉぉっ！」

　ああ、飛びだしていった祐美先輩をイッセー先輩が追いかけていってしまいました。何やらお二人の仲はあちらの世界以上に複雑みたいです。

　ふと先生の視線が僕に移ります。

「……ちょっと、ギャスパー。こちらに来てくれる」

「？　な、なんでしょうか……？」

　手招きする先生。部員の皆みなさんは女によ体たい化した自分の姿に夢中で僕と先生のやり取りを気にも留めてませんでした。

　先生は僕を部室の隅すみに連れていき、ひそひそ話をしてきます。

「……おまえ、男のままなのか？　ていうか、あいつらが女になったとき、反応が薄うすかったよな。まさか、記き憶おくまでそのままか？」

「……ど、どういうことですか？」

　先生の口調がまるであちらの世界の先生と同じ感じに……って、もしかして！

「……先生もあちらの世界の記憶があるんですか？」

「いや、というか……」

　先生は頭をポリポリとかきながら告白してきました。

「俺の実験が失敗してな。この世界の性別が逆転しちまったんだよ。記憶まで含ふくめてな。しかも俺まで性別逆だ」

「じゃ、じゃあ、この事態は先生が起こしたんで──むがっ！」

　言い切る前に口を手でふさがれてしまいました！

「……声をあまり大きくするな。……まあ、そういうことになる。毎回俺が引き起こす事件ばかりで悪いな。しかし、俺もこうなるとは思わなかったんだよ」

「イッセー先輩はどうしてですか？」

「さあな。あいつは赤せき龍りゆう帝ていだし、おっぱいドラゴンだし、また不思議な乳にゆうパワーを発揮したのかもしれん。まあ、木き場ばとの恋れん愛あい劇は楽しそうだ」

　くくくと楽しげに笑われます。元げん凶きようさんは反省の色なしです。

「どうするんですか？　も、元に戻もどすんですよね……？」

「もちろんだ。とりあえず、この光線銃が完成したから、一人一人当てていくしかないんだが……記憶までは戻らなかったんだよな」

「じゃあ、また失敗じゃないですか！」

「そう言うな。なんとかするから。そうだ、いい機会だし、おまえも性別逆にしてみるか？　女になってみろ。憧あこがれていただろう？」

　そのような甘かん言げんを……。確かに僕は女の子に憧れているけど……。ど、どうしよう。少しぐらいならいいのかな？　僕も、お、お、お、おっぱいが欲ほしいと思うし……。

　僕は胸むな元もとを手でなでながら言います。

「ぼ、僕もおっぱい欲しいです」

「よし。じゃあ、ちょうどいい。ミサイルおっぱいにしよう。飛びだすんだよ、ミサイルのように」

　僕の脳のう裏りに発射されていくおっぱいが過よぎりました！　先生は銃じゆうのダイヤルをグルグルと回してます！　あれでそういう調整をするように思えます！　このままでは僕のおっぱいは兵器になってしまいますぅぅ！

「そんなとんでもないおっぱいはいりませぇぇぇぇん！」

「なんだと？　うーむ、では、宇宙まで飛んでいけるロケットおっぱいはどうだ？　ほら、大きくて突つきだしている胸をロケットおっぱいと言うだろう？　しかし、名前だけではなく、実際にロケットのように大たい気き圏けんを突とつ破ぱして地球外に飛び出せるおっぱいを実装させてやろう」

「ミサイルと大して変わらないと思いますぅぅぅ！　僕、宇宙ヴァンパイアになりたくないですぅ！　というよりも太陽をより身近に感じて塵ちりと化しそうで怖こわいですよぉぉぉっ！」

　嫌いやです！　ヴァンパイアの僕が宇宙に飛び出して行くなんて！　わざわざロケットで宇宙まで行って太陽直じか火び焼きの自殺をしに行くようなものですよぉぉぉぉっ！

「まったく、わがままな野や郎ろうだなぁ。仕方ない。──大胸筋で我が慢まんしろ。ほら、あちらの小猫みたいに……大ギャスパーになれ」

「ええええええええええええええっ！　ぼ、ぼ、ぼ、ぼ、僕、Ｔボーンのステーキの骨をサックサクに食べられる漢おとこの娘こになっちゃうんですか!?」

　ふいに大猫殿どのと視線が合います。

　サクサク。

　また強きよう靭じんな顎あごと歯で骨を嚙かみ砕くだいて食べてるぅぅぅぅっ！　嫌ですぅ！　主食、肉と骨。ぼ、ぼ、僕、こう見えてもお野菜も食べたいヴァンパイアなんですぅぅぅっ！　いくら歯と顎はヴァンパイアの命でもそういうのはいりませんよぉぉぉっ！

　そして、先生の光線銃の照準が僕を捉とらえて──。
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「──くん」

　……うーん。僕を呼ぶ声が……。

「ギャーくん、起きて」

　……目を開けると……そこには見知った女の子がいました。小こ柄がらな女の子──小猫ちゃんですぅ！

「……こ、小猫ちゃぁぁぁぁんっ！」

　僕はたまらずに抱きついてしまいました。……だって、だって！

「……よしよし。ギャーくん、どうしたの？　少しだけうなされていたから……。良かったら、私に話して」

　僕を落ち着かせるように頭をなでてくれる小猫ちゃん。うぅ、本物の小猫ちゃんだよぅ。大猫殿じゃないよぅ。

　良かったです。あれは……僕が部室で見ていた夢だったようです。

　僕は夢の内容を小猫ちゃんに話しました。興味深そうに聞いてくれる小猫ちゃん。

　僕、放課後の部室に誰だれよりも早く到とう着ちやくして、待ちくたびれて寝ねてしまったようです。そこであのような不思議な夢を見ていたと。……先生の話なんてとてもリアルでしたけど、あれも夢で良かったです。

　周囲を見み渡わたせば、僕以外の部員もすでに部室にいて、各おの々おの談だん笑しようしているようでした。

　良かった。皆さん、いつもの通りですぅ。

　そのときでした。僕の耳に──ボリボリと何かを砕く音が。恐る恐る音のするほうへ顔を向けると……、そ、そ、そこにはＴボーンステーキの骨を砕いて食べている小猫ちゃんの姿がっ！

「……最近、顎の力が弱まってきたから、こういうのを嚙んで鍛きたえないと」

　いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　や、やめてぇぇぇぇ、小猫ちゃぁぁぁぁん！　大猫殿になっちゃうよ！

　さらにそこへ扉とびらを開け放って誰かが入室してきました。

「よー、おまえら！　いいもん開発したぜ！」

　アザゼル先生ですぅ！　ちゃんと男性でした。先生は手に持つ……光線銃らしきものを僕たちに見せつけるよう振りかざします。そ、それって……。

「見ろ、こいつは性別を変えるビームが放てる銃だ。男が女に、女が男になれる」

　それを聞いてイッセー先せん輩ぱいは興奮していました。

「マジっスか！　すげー！　さっすが、先生だ！　よっしゃ、木場、さっそく撃うたれろ！」

「えっ、僕が？」

　自身を指さす祐斗先輩。先生が祐斗先輩へ銃を向けました。

「よーし、木場。いっちょ女子になってみろ。なーに、今度は失敗しないさ」

　…………こ、「今度は」？……も、もしかして、それって……。

　僕と先生の目が合いました。先生が意味深な笑えみを浮うかべてますぅぅぅっ！

「な、ギャスパー」

　ひぃぃぃぃぃぃぃぃっ！

　僕はその日、いろんな意味で全然眠ねむれませんでした！




　ちなみに。

　イッセー先輩は女の子になった祐斗先輩に大興奮して、男子になった部長や朱乃さんたちに詰つめ寄られていました。







　　　Life.4　乳ちち龍りゆう帝てい漫まん遊ゆう記き







　ある日の放課後。

「偽にせ者もののおっぱいドラゴン……ですか？」

　部室で部長からその報告を受け、俺は──俺たちオカルト研究部の面々は訝いぶかしげな表情になっていた。いきなり、『偽者のおっぱいドラゴン』報告だもんな……。

　俺たちを模したキャラクターが活かつ躍やくする例の特とく撮さつ番組『乳龍帝おっぱいドラゴン』のおかげで俺たちは冥めい界かいじゃ有名だ。グッズまで展開しているほどで、著作権を持つグレモリー家は相当儲もうけているって話だ。

　嘆たん息そくしながら部長が続ける。

「そうなのよ。グレイフィアからの報告では、冥界──グレモリー領の辺境で『おっぱいドラゴン』を名乗る者たちが悪者退治をしてまわっているらしいの。『者たち』ということで、イッセーの偽者だけじゃなく、私や小こ猫ねこ、祐ゆう斗とのまでいるようなのよ」

　俺たちを名乗る奴やつらが悪者退治……か。悪者をやっつけてまわっているのなら、悪いことをしているわけじゃない……？

「偽者ってのはちょっとアレだと思いますけど、悪さしないで悪者退治しているなら、さほど問題もないんじゃないですか？」

　と、俺は言ってみるが部長は首を横に振ふる。

「そういうわけにもいかないのよ。犯罪を犯おかす者を捕つかまえてくれるのは、良いことかもしれないけれど、悪人に勝っても負けても噂うわさに尾おひれがつくわ。『おっぱいドラゴンがどこかのならず者に負けた』なんて噂が流る布ふしてまわったら、イッセーだって困るでしょう？　変な恨うらみも買ったりしたらこちらにとって一いつ切さい得がないわ」

　確かに、それはそうか。俺は負けてもいないのに、俺の偽者が悪者に負けて、それでこちらの評判に傷がついたら損になる。それに、そのことで悪者が調子づくのもシャクだな。『俺はあのおっぱいドラゴンに勝ったんだぜ！』なんて触ふれ回る輩やからが出たら、迷めい惑わく極きわまりないね。

　部長が額に手をあてながら言う。

「まだ冥界のマスコミにもバレていない極ごく秘ひの情報だから、この件が他に気づかれないうちに話をつけましょう。他者に気づかれたらいろいろ面めん倒どうなことになりそうだし、もともと著作権を持っているのは我がグレモリー家。偽者撲ぼく滅めつ、取り締しまりは強化していかないといけないわね。しかもグレモリー領でそのような事件が起こっているなんて、次期当主の私としても見み逃のがせないわ」

　そりゃそうか。グレモリー領は将来、部長の管かん轄かつとなるんだ。自分の領土となる場所をこういうとき少しでも管理しないと上級悪あく魔まとしても指導力を問われるのかもしれない。

「……偽者とやらに大変興味があります」

「あらあら、小猫ちゃんったら、自分の偽者に敵意満々ですわね」

　などと、小猫ちゃんと朱あけ乃のさんが話していた。

　……俺のひざ上にいる小猫ちゃん。殺気がこもっているんだけど……。小猫ちゃんを模したキャラはテレビでは、おっぱいドラゴンのかわいいお助け役『ヘルキャット』だ。偽者だから、ろくでもない者だろうと予想しているんだろうな……。

「僕の偽者か。僕、テレビだと悪役の『ダークネスナイト・ファング』なんだけどね……。どういう状じよう況きようなんだろう」

　木き場ばが首をひねっていた。そうだ、木場を模したキャラは『おっぱいドラゴン』だと悪役幹部だ。

　てか、俺の偽者ってどんなのだ？　『おっぱいドラゴン』変身セットも冥界では売り出されているようだし、案外、変身セットを身につけたおっさんだったりして……。

　なんていうくだらない妄もう想そうをしながら、偽者との出会いの日を待った。




　　　　─○●○─




　というわけでその日がきた。

　俺たちは冥界に到着したあと、転移型魔ま方ほう陣じん→空飛ぶグリフォンで移動という順で現地まで向かう。グレモリー領の辺境にある田舎いなか町に到着していた。

　ここに来るまで自然豊かな山々や大きな川をグリフォンで越こえてきた。たどり着いたこの田舎町は風車と麦畑、絶景の山々を背景にしたのどかな場所だ。

　人ひと気けはとても少ない。道も舗ほ装そうされているところと地じ肌はだのところが入り交じっていた。

　遠目に古ぼけた外観のお店もまばらに見える。デパートやコンビニはなさそうだ。マジで田舎だな。

「この町は小麦と伝統工芸品が特産だそうですわ」

　朱乃さんがそう説明をくれた。

　うん、まさにそんな特とく徴ちようの町だ。俺たちの横を荷馬車がゆっくり通っていくほど、のどかな場所だもんね。

「私、こういう場所に憧あこがれます」

　手を組みながらアーシアが目をキラキラさせていた。あー、華はなやかな都市部よりも、こういうのどかな場所が好きそうだもんな、アーシアは。

　うーん、悪魔の生しよう涯がいは長いし、将来こんな雰ふん囲い気きの田舎町にアーシアと十年ぐらい住んでもいいかもね。百年住むのは厳しいかな。俺、現代っ子だからコンビニとデパートのない生活はちょいとキツそう。

「冥界の田舎町だなんて興味深いわー！」

　物もの珍めずらしそうに写真をパシャパシャと撮とっているのはイリナ。おもしろそうだからと今回も付いてきていた。……この娘こ、いつも俺たちと一いつ緒しよだし、ほとんどグレモリー眷けん属ぞくみたいなもんだよな……。天使長ミカエルさんの直属の天使だというのに……。

「この手の田舎町は、はぐれ悪魔や力のある魔物に狙ねらわれやすいんだよね」

　木場がそう言う。はぐれ悪魔か。主あるじのもとを逃のがれ、悪魔の力を自分の好きなように使う危険な存在。こういう人口が少なくて、領内の監かん視し兵の目が届きにくい場所は悪者が潜せん伏ぷくするにはうってつけなのかな。

　部長がうなずいて続ける。

「そうなのよ。凶きよう悪あくなはぐれ悪魔は山やま間あいの僻へき地ちに潜伏しやすいわ。そこでじっくりと力を蓄たくわえて、町人を餌え食じきにする輩がいるのよ。もし見つけたら、手早く始末しなくちゃダメね。グレモリーの領土で大事な領民を犠ぎ牲せいにするわけにはいかないわ」

　田舎町を餌食……。怖こわいもんだな……。

　──と、前方から町民が何名か走ってくる。

「またおっぱいドラゴンさまが魔物を退治してくれたそうだぞ！」

「乳龍帝様さま々さまだな！」

　などという会話をしながら、足早に俺たちの横を通り過ぎていった。

　いきなり、その話題ですか！　しかも町民の会話から察するにそちらのほうに目的の偽者ご一行さまが現れているのか？

　通り過ぎていく町民の一人が部長を見るなり、

「あ、あれ……？　あれー？」

　怪け訝げんそうに首をかしげていたが、「あ、髪かみを染めたファン？」と勝手に合が点てんして、去っていってしまった。部長と誰だれかを間ま違ちがえた？　ま、まあ、予想はできるけど……。

「どうやら、さっそくお目にかかれそうね」

　部長は町民が走っていった方向に目をやっていた。

　ハハハ、来て早々に偽者と出会えそうだ……。







　ひらけた場所に集まる人々。その中央で数名の男女が巨きよ大だいな生物を横にして声高らかに言う。

「この町を狙っていた悪い魔物は倒たおしたわ！　安心なさい！　オーッホッホッホッ！」

　聞き覚えのある声。そして、見覚えのある──紅べに髪がみ!?

　ドレス姿の部長が、そこにいた！

　俺──いや、俺たち眷属は部長に振り返る！…………うん、部長はここにいる！

　でも、眼前にも部長が──部長にそっくりなヒトがいる！　まんまだ！　違ちがうのは衣い装しようだけ！　こっちは駒く王おう学園の制服！　あっちはテレビで『スイッチ姫ひめ』が着ているドレス姿！　とうの部長も目を白黒させて、ぽかーんとしている様子だった！

　退治したであろう魔物──怪かい鳥ちようを横にして、スイッチ姫こと偽者が叫さけぶ。

「この魔物はこの村を狙う暗黒のドラゴン、クロウ・クルワッハの配下！　この村に凶きよう事じをもたらす前に私たちが退治したわ！」

　それを聞いた町民たちは大いに沸わいた。

「さ、さすがスイッチ姫さまだ。ありがたやありがたや……！」

「乳龍帝一行さまのおかげでこの町は平和だ！」

「さすがリアス姫さま！　領民で良かった！」

　涙なみだを流して喜ぶ町民までいるほどだ！　あれだけ部長にそっくりなら、偽者を本物の部長──領主の娘だって思っちゃうよな！　どうなってんだ、これ！

「今回もこちらの乳龍帝おっぱいドラゴンが一いち撃げき粉ふん砕さいだったわ！　さすが皆みんなのおっぱいドラゴン！」

　偽者スイッチ姫が全身鎧プレート・アーマーを着込んだ者を紹しよう介かいする！　おおっ、赤い全身鎧プレート・アーマー！　てか、俺のとよく似てて──。

　…………うん？　俺はその鎧よろいの形状に見覚えがあった。俺のとは若じやつ干かん違う。けど、似ている感じで……。

「「「「「おっぱいドラゴン！　おっぱいドラゴン！」」」」」

　偽おっぱいドラゴンを称たたえるように町民が名前をコールする。

『おーんおーん！』

　それと同時にドライグが泣きだした。どうしたどうした？　最近、やたらと『おっぱいドラゴン』って単語に敏びん感かんに反応するからな……。偽者がコールを受けてて、ショック受けた……？　いや、詳しよう細さいはわかりかねるが……。

　俺は偽者が受けている称しよう賛さんに不快感を覚えるよりも先に脳のう裏りにちらつくぼんやりとした記き憶おくのイメージと眼前の鎧を合がつ致ちさせようと……。

「……ね、ね、ね」

　俺の隣となりで小猫ちゃんが、指を前方に突つきつけて表情を引きつらせていた。普ふ段だん、あまり感情を表に出さない小猫ちゃんがこんなにも動どう揺ようするなんて、いったい何事──。

　俺は小猫ちゃんの震ふるえる指の先に視線を向けると、そこには──テレビ『おっぱいドラゴン』に登場する小猫ちゃんを模したキャラ『ヘルキャット』のプリティな衣装を着込んだダイナマイトボディの……黒くろ歌かがいたぁぁぁぁぁぁぁあああっ!?

「はーい♪　皆ー、お礼のおひねりをいただけるとうれしいにゃん☆」

　などと、かわいくくるりと回って首をかしげる黒歌。たわわなおっぱいを揺ゆらしながら、男性の町民におねだりしていた。

「「「「「うおおおおおおおおっ！　ヘルキャットさまぁぁぁぁぁっ！」」」」」

　男性の町民たちは目をハートマークにさせながら、黒歌のもとにお金を放ほうり込んでいく！　つーか、黒歌！　俺のライバル、ヴァーリが率いる集団の構成員にして、小猫ちゃんのお姉さん！　エロボディの猫ねこ又またさんだ！

　その瞬しゆん間かん、得心がいった！　それ以外、考えられない！　ていうか、そうだろう、イメージと完全に合致した！

　あの赤い鎧！　形状が白龍デイバイン・皇のデイバイデイング・鎧スケイルメイルだッ！　赤い白はく龍りゆう皇こうの姿だよっ！

　よく見れば、少し離はなれたところに背広を着たメガネの男性──聖せい王おう剣けんコールブランド使いのアーサーもいる！

「……なるほど、ヴァーリチーム」

　木場も隣でそう漏もらしていた！

　そうだよ！　ヴァーリチームだ！　ヴァーリの野や郎ろう、自前の鎧を赤く染めて俺の偽にせ者ものをやってんのか!?

　ヴァーリに黒歌にアーサー！

　じゃ、じゃあ、あの部長そっくりなのは……。

　俺が予想を頭に浮うかべていると、部長がずんずんと勢いよく前に出ていく！

「オーッホッホッホッ！　ひと仕事済みましたし、いつもの料理屋さんに入って今日の祝勝会を──」

　スパン！　高らかに笑っていた偽スイッチ姫の頭部に一いち撃げきを放つ部長。

　その襟えり首くびをつかんでどこかに引っ張っていこうとする！

「ちょっと来なさい！」

「お、お、お、お、おまえはスイッチじゃねぇか！　ど、ど、ど、どうしてここに!?」

　酷ひどく狼ろう狽ばいしている偽者の声！　って、いまの声、美び猴こうの声じゃねぇか！

「やはり、あなたなのね……！　このサル！」

　怒いかりの部長！　全身から危険なオーラをにじみ出していた！

　あいつ、美猴なのか!?　隣で赤い鎧を着ていた者が首を横に振ふり、一言漏らす。

「ふふふ、どうやらここまでのようだな」

　その声はやはりヴァーリのものだった。

「どちらもスイッチ姫……？」

「いや、ファンのコスプレ……？」

　スイッチ姫──グレモリー領の次期当主さまが目の前に二人も登場したことで、町民も混乱しているようだった。

　ここはひとまずヴァーリたちを引き連れて、人ひと気けのないところへ移動したほうがよさそうだ。




　　　　─○●○─




　田舎町の隅すみっこ。ヒトのいない河か川せん敷しきで俺たちグレモリー眷属と偽『おっぱいドラゴン』一行こと──ヴァーリチームが一堂に会していた。
















　人気のあるところで俺たちとテロリスト集団が話し込むのはいろいろと不ま味ずそうだからね。って、この町の人々は世せ俗ぞくの情報に疎うとそうだから、そこまで心配しなくてもよさそうだけども。

「へへへっ、バレちまったねぃ」

　どろん！　と、煙けむりを立てながらスイッチ姫の姿からもとに戻もどる美猴。孫そん悟ご空くうの子孫にして妖よう怪かいだ。……妖術の類たぐいで偽者に化けてた？　妖怪だから、他者に化けるのはうまいのか。

「ふふふ、本物のご登場では仕方ないさ」

　ヴァーリも赤い鎧を白く戻したあと、鎧を解除した。ダークカラーが強い銀ぎん髪ぱつに、蒼あおい双そう眸ぼうの美少年。ヴァーリそのものだ！　魔ま力りよくで鎧を赤くしていたのだろうか？

　半眼でにらみ付ける部長が一言訊きく。

「どういうことかしら？」

　うむ、簡潔にしてわかりやすい質問だぜ！　美猴は頰ほおをかきながらつぶやいた。

「いやー、ハハハ、実はさ──」

　美猴は話す。

　幻まぼろしのドラゴン『三日月のクレツセント・暗黒サークル・龍ドラゴン』クロウ・クルワッハとやらが、この周辺に潜ひそんでいるかもしれないという情報を得たヴァーリは、一度見てみたいとこの地を訪おとずれた。

　すると、この町は謎なぞの魔物から襲しゆう撃げきを受けている最中であり、彼らはそれを偶ぐう然ぜんにも撃げき退たいしてしまったという。

　テロリストの手前、グレモリー領でもあるため、なんとなく『おっぱいドラゴン』の格好に化けて魔物を退治したらしい。

　そうしたら、助けた町民にはやし立てられ、あれやこれやとしているうちにこの町限定のヒーローとなっていたようだ。偽の『おっぱいドラゴン』一行として。

　ちなみに他のメンバー、ルフェイは怪かい獣じゆう狼おおかみのフェンリルとゴーレムのゴグマゴグを引き連れて遠えん征せい中だという。

「クロウ・クルワッハ。すでに滅ほろんだという噂うわさもある伝説の邪じや龍りゆうでしたね」

　ロスヴァイセさんがあごに手をやりながらそう漏らす。

　死んだドラゴン？　でも、ヴァーリたちが探しているということは……？

　アーサーがメガネをくいっとあげながら言う。

「生きているという伝説も残っています。戦いくさと死を司つかさどるドラゴン。キリスト教の介かい入にゆうにより、滅ぼされたと通説になっていますが、どこかに逃にげ延のび深い眠ねむりについたとも言われています」

　そういや、伝説のドラゴンって大半が引退したか、滅ぼされてんだよな。うちのドライグやヴァーリのところのアルビオンも倒されて神器セイクリツド・ギアに封ふう印いんされてしまっているし。

　現存している力のあるドラゴンは数えるほどしかいないんだっけか。

「ま、なんだか、複数の魔物を使し役えきして、この町を狙ねらっているドラゴンが近くの山に潜せん伏ぷくしているのは確かなんだけどねぃ。クロウ・クルワッハじゃねぇわな」

　美猴がそう言う。

「では、なぜおまえたちはここに留とどまる？　用はなくなったのだろう？」

　もっともなことをゼノヴィアが訊いた。そりゃそうだ。テロリストで、強つわ者ものを求めるこいつらにとって、この町はすでに何の価値もない場所となったはず。いつまでも留まり続けるのはおかしい。

「ま、少しばかり世話になったからな。礼も兼かねている」

　と、ヴァーリが言う。美猴が続けた。

「ていうのも、魔物を退治したときに俺らを本物と間ま違ちがえて、たんまりといいもん食わせてくれてさ。できればこの村を狙う親玉のドラゴンを倒すまでは居てくれって頼たのまれてよぉ。一宿一飯の恩義ってわけじゃねぇんだけど」

「それに『おっぱいドラゴン』の真ま似ね事ごとは楽しいにゃん♪」

　黒歌は心底楽しそうに言った。

「そうそう、俺っちもついスイッチ姫ひめの真似してみたら、思いのほか楽しくてよ！　いろいろとサービスしちまったぜぃ！」

　美猴も楽しげな様子だった。うーむ、相変わらずこいつらは神しん出しゆつ鬼き没ぼつの上に行動理由もわけがわからん！　いい奴やつらなのか、悪い奴らなのか。

　まあ、面めん倒どうくさい連中で、味方じゃないのはわかる。

『……赤いの。私は、ついに「おっぱいドラゴン」などというものの真似事まで……うぅ、どうして、こんなことに……！』

『……すまんな、白いの。俺もどうしたらいいかわからんのだ……。最近、気づいたら、とんでもない状じよう況きように追い込まれていることが多くてな……うぅ……』

　……また、天てん龍りゆう二匹ひきが泣いてる。鎧を赤く染め、俺の真似をした白龍皇。ヴァーリも美猴たちの戯ざれ事に付き合ったのだろうが……アルビオンの心中は測り知れない。

　部長が息を吐はく。

「……グレモリーの者として、領民を助けてくれたことには感謝するわ。この町が魔物に襲おそわれていることに気づけなかった私たちに非があるわね」

　部長の頭をぺしぺし叩たたく美猴。

「いいっていいって！　天下のグレモリー家でも田舎町まで目は光らせられねぇよなぁ？　けどよ、この町はテレビも二局しか映らねぇみたいだし、特とく撮さつ番組の『おっぱいドラゴン』もやってねぇって話だぜぃ？　おっぱいドラゴンの情報やらは冥めい界かい第一放送のニュースか、ラジオでしか知らなかったってよ。情報格差はいけないんじゃねぇかぃ？　ま、そのおかげで俺らが変装してもバレなかったわけだけどよ」

「……そうね、電波塔とうを建てるべきね」

　目元を多少ひくつかせる部長。

　美猴に頭部を叩かれて、若じやつ干かんキレかけているようだ……！　しかし、美猴は悪びれた様子も見せずに調子をこいてさらに部長の頭を小こ突づく。

「あとよ、ここにコンビニやスーパーのひとつでも設置するのもいいんじゃねぇかぃ？　仕入れの悪い店や移動販はん売ばいばかりじゃ買い物の格差も広がるばかりだぜぃ？」

「……も、もっともな意見だわ」

「ここにラーメン屋を建ててもいいんじゃねぇかぃ？　俺っちでよければ店長やってもいいぜぃ？　最近、ラーメン作りに凝こっててよぉ。野菜、豚ぶた、マシマシってねぃ！」

「……そ、それは関係ないのではなくて？　ていうか、さっきからペチペチ頭を叩かないでちょうだい！」

　美猴の手を振り払はらう部長！　徐じよ々じよにボルテージが上がっているよ、これ！

「ひひひ、おっかねーなぁ。そんな怒り具合じゃ、スイッチ姫なんて務まらないんじゃねぇかぃ？」

「大きなお世話よ！　だいたい私がこんなことで怒おこる相手なんてあなたぐらいなものだわ！　ていうかね！　私をスイッチ姫って呼ばないでちょうだい！　あなたにそう呼ばれるのが一番納なつ得とくできないの！　それに不法入国で不法滞たい在ざいだわ！」

　……相変わらず犬けん猿えんの仲ならぬ、姫ひめ猿さるの仲というか……。気品溢あふれる部長もこいつ相手だと口調も荒あらっぽくなるね。

　美猴が手で印を組むと「どろん！」と再び煙を巻き起こした！　煙が止むとそこにはスイッチ姫の衣い装しようを着込んだ偽部長の姿が！　また変へん化げしたのか！

「私のほうが、スイッチ姫として相応ふさわしいのではなくて？」

　部長の声まんまでそんなことを言う！　手の仕草、歩き方まで部長にそっくりだ！　こいつ、ここまで物真似名人だったのか！

　とうの部長はというと──こめかみに青筋を立てて憤ふん怒ぬの形相となっていた！　何かを察した小猫ちゃんが、自身のおやつのバナナを部長に手て渡わたした。

「……最近、ちょっと遠出すると私に突つっかかってくる輩やからが増えて困るわ……。あなたに私の真似ができると……？　ふふふふふふふふ、まさに猿真似とでも言う気かしら？　ほら、このバナナをあげるから、お山に帰りなさい」

「言うじゃねぇか、スイッチ。じゃあ、あれだ。勝負すっか？　ここの町民を相手にどちらが『おっぱいドラゴン』一行っぽいか決めてもらおうじゃねぇかぃ！」

「おもしろいことを言うわね。いいわ、その勝負、買ったわ。本物の『おっぱいドラゴン』見せてあげる！　イッセー、皆みんな、やるわよ！」

　火花を散らす美猴と部長。……マジか。勝手に何かが決まりつつある！

　と、このようにして、なぜかグレモリー眷けん属ぞくとヴァーリチームの間でどっちが『おっぱいドラゴン』らしいか勝負することになった……。

「にゃははは、おもしろそうじゃないの。ねー、白しろ音ね」

「…………」

　楽しそうに笑う黒歌だが、小猫ちゃんは不ふ機き嫌げんそうに口を尖とがらせるだけだった。

　この状況に嘆なげく俺の横で、ヴァーリが「泣くなアルビオン。これも余興だ。何？　実家に帰らせてくれ？　まあ、落ち着け。第一、白龍皇の実家なんて俺は知らないぞ」と相棒をなだめていた。

「おまえら、ヒマだよな」

　俺がため息を吐つきながらヴァーリに言う。

「たまにはチームメンバーの息いき抜ぬきも必要だと思ってね。俺としてはここを狙うドラゴンがどのようなものか気になるだけだが……。町に関してもここのパンとクッキーはおいしかった。それを食べられただけでも多少の価値はあったさ」

　チーム士気のためね。つーか、こいつ、クッキー食べるのか。イメージにないや。

『……白龍皇と出会っているのに戦う素そ振ぶりも見せずにこんなことになるとは……ふぅ、驚おどろくことばかりだ……』

　うちの相棒も深いため息を吐いていた。







　先ほどのひらけた場所に急きゆう遽きよ造られた特製舞ぶ台たい会場。横断幕には悪あく魔ま文字で『おっぱいドラゴン決定戦！』と書かれていた。

　町民が広場に集結し、舞台に期待の視線を向けていた。

『えー、レディース＆ジェントルメン！　第一回「どっちが本物のおっぱいドラゴンか？」大会を開かい催さいしたいと思いまーすっ！』

「「「「「おおおおおおおおおっ！」」」」」

　司会を受け持った町民の方がマイクを震ふるわせる。盛せい大だいな拍はく手しゆと声せい援えんが飛んだ。

　……事の詳しよう細さいを町民に話した偽にせスイッチ姫こと美猴。すると、町民は二つ返事で応じて、この特製舞台を総出で造りあげてしまった。

　娯ご楽らくの乏とぼしい田舎町のせいか、おもしろそうなことに対して全力を注ぐノリのいい町民の皆みなさんだな……。

『審しん査さ員は、町長！　そして、ロスヴァイセさんとアーシア・アルジェントさん、ゼノヴィアさん！　さらに天界からのゲストとして紫し藤どうイリナさんも駆かけつけてくれました！』

「皆さん、よろしく。町長です」

　司会の紹しよう介かいに応じる町長。ヒゲを生やしたダンディな中年男性だ。

「こんにちは、ヴァルキリーのロスヴァイセです。審査をする以上は公正にいきます」

「ア、アーシアです！　この町は素す敵てきなところだと思います！　一度は住んでみたいなーって思います！」

「私はゼノヴィアだ。よろしく」

「紫藤イリナでーす！　天使でーす！　悪魔の皆さん！　今日は楽しみましょう！」

　審査員席に並ぶ部員たち。……楽しそうだね、キミたち。

　大会に参加する俺の気持ちにもなってみてくれ。わけがわからんのだよ！　舞台袖そでで観客席を見ながら俺はそう心中で叫さけんでいた。ちなみに俺は鎧よろい姿すがたで待機中。

「……あのサルにだけは負けないわ……っ！」

　隣となりで部長がぶつぶつと小言を漏もらしながら妙みように燃えていた。め、目が据すわってる！　怖こわいですよ、部長！

　大会は五対五の団体戦。こちらで参加するのは、俺と部長は当然として、あとは『ダークネスナイト・ファング』役の木場と、『ヘルキャット』役の小猫ちゃん、そして一部で『段だんボールヴァンパイア神しん』として崇あがめられているギャスパーだ。映画に主演で出たもんな、ギャスパーの奴。あちらはヴァーリ、美猴、黒歌、アーサーのみだ。……五人目は誰だれだ？　などという謎なぞもあるが、

『さあ、それでは大会スタートです！』

　司会がついに開始を宣言してしまった！　バニーガールコスチュームでラウンドガールをするのは朱乃さん！　網あみタイツが最高です！

　そんなわけで、大会が始まった！




ラウンド１

『ダークネスナイト・ファング』戦

　悪役コスチュームに着き替がえた木場とアーサー。それぞれの胸には１と２と記されたバッジがつけられている。本物偽物を決める大会なので、これでＯＫだという。本名をあえて語らず、番号のみで本物を決めてもらおうという趣しゆ旨しだ。

「「「「「キャーッ！　どっちもイケメンよーっ！」」」」」

　舞台上に立つイケメン二人に町娘むすめたちも黄色い声援を送る。……クソ、イケメンめ。どこに行ってもこういう役だからおいしいよな！

『会場の女性限定でパネルが渡わたされております！　裏表にはお二人の番号を記した１と２の文字！　これからお二人にはカッコイイ台詞せりふ、カッコイイポージングなどをしてもらいまして、最終的に審査員と観客席の女性の方々のパネルによる投票で本物か偽物か決しようと思います！』

　カッコイイ台詞か！　決めてくれよ、木場！

　マイクを手渡される木場。大きく息を整えたあとにマントを翻ひるがえしながら言った。

『乳龍帝よ、よくぞ私のもとまでたどり着いた。今こ宵よい、この場にて、貴き殿でんと私による最後の宴うたげを開こうではないか。──さあ、終局の幕を開けよう』

　おおっ、『おっぱいドラゴン』での『ダークネスナイト・ファング』の台詞じゃないか！

「「「「「いやぁぁぁぁぁぁっ！　きゃっこいいいいいいいぃぃぃぃっ！」」」」」

　女性からの嬌きよう声せいが響ひびき渡る！　倒たおれる女性まで出るしまつだった！　どんだけだよ！　ただの番組の台詞じゃねぇか！

　次にアーサーにマイクが手渡された。アーサーの視線が俺に向かれる。ん？　俺？

『おっぱいドラゴン……。一度、お手合わせしたいものです。天てん龍りゆうと称しようされた者が我が聖せい王おう剣けんの波動にどこまで耐たえられるのか。できることなら、その強きよう靭じんな精神力──心まで刻みこんでみたいものです』

　……冷たい視線にぞくりと全身が震えた。マジで敵意を向けてきやがった……！　本音混じりで言いやがったな、あいつ！

「「「「「うほぉぉぉぉおおっ！　私にも刻んでぇぇぇぇっっぇっ！」」」」」

　観客席の女性陣じんは目をハートマークにして、興奮状態だった。

　イケメン対決はそのようにカッコイイものに関する項こう目もくをこなしていき、女性を大いに沸わかせたのだった。

「イケメンには興味ありませんね、はい」

　町長のコメントは正直だった！　良い町長だ！　俺はあんたを支持するぜ！

「イメージとしては木場なのだが……」

「ダークネスと称されるナイトのイメージとしては、アーサーさんも悪くありませんね」

　ゼノヴィアとロスヴァイセさんも身内びいきせずに真ま面じ目めに審査していた！

　結果的には……同点！　爽さわやかなイケメン木場と危ない雰ふん囲い気きのアーサー、観客の女性陣も審査員でも票が割れてしまった。




ラウンド２

『ヘルキャット』戦

　次の対決は『ヘルキャット』対決だ。

　舞台上には小猫ちゃんと黒歌！　二人とも『ヘルキャット』のプリティな衣い装しようを身に着けているが……体つきが真逆だ！

　ロリロリ体型の小猫ちゃんに対して、むちむちプリンな黒歌！　尻しつ尾ぽとお尻しりをふりふりさせ、おっぱいをぷるんぷるんと弾はずませる！

「「「「「おおおおおおおおおっ！　ヘルキャットさまっ！」」」」」

　観客の男性陣は完かん璧ぺきに黒歌のエロい体に夢中となっていた！　俺も目で堪たん能のうさせてもらってます！

『さあ、ヘルキャット対決！　今度は男性陣にのみパネルが用意されております！　ロリロリなヘルキャットちゃんか、それともエロエロセクシーなヘルキャットさまか！　アピールタイムスタートです！』

　先にマイクを渡されたのは黒歌。

　手で自身の体を艶なまめかしくなぞっていく。太ももから、お尻、腰こし、胸となぞっていき、最後に口元に手を触ふれる。

　ベロで唇くちびるを艶つやっぽく舐なめていく。

『お姉さんとヘルキャットなことしてみないかにゃん♪』

　──っ！　男の脳みそを激しく揺ゆさぶる官能的な台詞に、俺と観客席の男性陣の鼻から血が噴ふき出ていく！

「「「「「はい！　喜んで！」」」」」

　俺も観客と一いつ緒しよにそう答えてしまった！　クソ！　黒歌の奴やつめ、相変わらずエロエロだ！　本当に小猫ちゃんのお姉さんなのか!?　将来小猫ちゃんもこうなってしまうのか！　お兄さん、複雑すぎて喜んでいいのか、困っていいのかわからないよ！　けど、こうなってもそれはそれで最高かも！

　黒歌の超ちよう絶ぜつアピールを受けて、小猫ちゃんは──。肩かたを震わせて、悲しい表情を浮うかべていた。猫ねこ耳みみもしおれさせている。悩のう殺さつヘルキャットの姿が衝しよう撃げき的すぎたようだ。

　手て渡わたされたマイクに一言ぼそりとつぶやいた。

『……私が本当のヘルキャットなのに……。背も胸もちっこいから、アピールできないにゃん……ぐすっ』

　──ッ！　そのとき、俺のなかで電気が走る！　愛らしい小猫ちゃんの姿にきゅんとしてしまった！

「「「「「きゃ、きゃわいい……！　ロリっ子も最高ォォォォォォッ！」」」」」

　観客の男性陣も俺と同様に電気が走ったようで、鼻血を噴き出しながら狂きよう喜き乱らん舞ぶした！

「エロエロお姉さんとロリロリ少女の対決！　冥めい界かいに生まれて良かった！」

　天に向かってそう叫ぶ町長もノリノリだった！　エロいじゃないか、この町長！　俺は好きだね！

　結果は小猫ちゃんの逆転勝ち！　最初こそ黒歌に圧あつ倒とう的なものがあったが、結果としては「かわいいは正義！」が勝利だった。

「やるじゃん、白音♪」

　悔くやしがる様子もなく、黒歌は笑えみを浮かべながら去っていった。

「…………」

　小猫ちゃんは複雑そうだけど、勝利に自信を感じている様子だった。




ラウンド３

『段ボールヴァンパイア神』戦

　戦いも中ちゆう盤ばん。

　次は『段ボールヴァンパイア神』ことギャスパーの戦いだ。

　舞ぶ台たいの上では、いつもの格好のギャスパー。

「ひぃぃぃぃっ！　舞台の上なんて、緊きん張ちようしちゃいますぅぅぅっ！」

　ガタガタ震えるギャスパーと対するのは──舞台上に置かれた一個の段ボール箱！

　…………え？　段ボール箱？　よーく見てみる俺。けど、やっぱりただの段ボール箱にしか見えない。……中に誰か入ってる？　いや、そんな気配すらない。

　怪け訝げんに思う俺。そこに司会のヒトが告げる。

『どちらが段ボールヴァンパイア神でしょう！　相応ふさわしいほうに投票してください！』

　な、な、な、なにぃぃぃぃぃっ!?　もう勝負は始まっているのか!?　てか、それ以前にギャスパーの相手は──マジで段ボール箱なの!?

　スイッチ姫ひめに化けている美猴が俺の隣で言う。

「ああ、そうだぜ。俺らが用意したのはあのただの段ボール箱だぜぃ！」

　アホかぁぁぁっ！　対戦相手が段ボール箱だなんて！　元ヴァンパイアの引きこもり男の娘こ対仕し掛かけも何もない、ただの段ボール箱！　ひでぇセッティングだな！

「段ボールっていうぐらいだし、やっぱり、あっちの箱のほうがそうなんじゃないか？」

「言われてみるとそうかもしれん！　そっちはただの悪あく魔まっぽいしな！　かわいいけど、段ボールって名前がつく以上は段ボールっぽくないとな！」

　観客の皆みなさんがそんなことを口にしだした！　ウソん!?　マジで!?　そっちはただの箱だよ!?　情報格差がこんなところに影えい響きようを及およぼしてるのか!?

『これはどうなのか、審しん査さ員の方にお訊ききしましょう！』

　司会が審査員に問う。ゼノヴィアがつぶやいた。

「……うん、段ボールという一点ならばそちらの箱のほうが段ボールヴァンパイア神かもしれないな」

　おまえまでかよ！　箱だぞ、相手は！

「私もなんだか、ギャスパーくんよりそちらの段ボール箱のほうが本物なんじゃないかって思えてきたわ！」

　イリナまで！　アホか、おまえら！

「そうですね。私もどちらかというとギャスパーくんを段ボール箱のほうで見ている時間が長いかもしれません。そうなると、ギャスパーくんとは段ボール箱そのもの……？」

　ロスヴァイセさんも混乱してきてる！　おかしいって！　大事な眷けん属ぞくを段ボール箱に思えちゃうなんておかしいって！

　……い、いや、あ、あれ……？　目の錯さつ覚かくだろうか。俺もあの段ボール箱のほうが、若干ギャスパーっぽく思えてきたような……？

　ロスヴァイセさんの言うことももっともだ。俺もどちらかというと、段ボール箱に入ってるギャスパーのほうが見ている時間が長いような……。やっぱり、そう考えると、あの段ボール箱のほうが……ギャスパーなのか……？

　会場全員がギャスパーではなく、段ボール箱に視線を向けていた。

『……え!?　え!?　そ、そんな！　ぼ、僕はここですよ……？　どうして、皆さん、段ボール箱に……？』

　マイクでギャスパー……らしき者が訴うつたえても誰だれも応こたえず……。ただただ段ボール箱──いや、ギャスパー・ヴラディを見て深くうなずいていた。

　結果は──。

『こちらの段ボール箱が「段ボールヴァンパイア神」ということに決定致いたしました！』

　司会の声を聞き、皆みんなが納なつ得とくの拍はく手しゆを送った！

『ひ、ひ、酷ひどいですぅぅぅぅっ！』

　元ギャスパー・ヴラディは涙なみだを流して自前の段ボール箱に引きこもってしまった。

　ああ、やっぱり、これこそが『段ボールヴァンパイア神』ことギャスパーじゃないか！

　その日、ギャスパーはただの段ボール箱に存在理由を奪うばわれたのだった──。




ラウンド４

『スイッチ姫』戦

　終しゆう盤ばん戦！　ついに『スイッチ姫』対決となった！

　舞台上に立つ、ドレス姿の紅べに髪がみ美少女が二人！　左の手て袋ぶくろにグレモリーの紋もん様ようが印されているほうが本物の部長だ。

『さあ、スイッチ姫対決！　我らが本物のリアス姫はどちらなのか！』

　司会が煽あおるなか、美猴がマイクを片手に前に出る！

『見せてあげるわ！　スイッチ姫の奇き跡せきのパワー！』

　そう言うなり、胸を前面に押しだして、指を鳴らした！　すると──、パァァァァッ！　と乳ちちが輝かがやき出す！

　おおっ、これは部長の第二フェーズ現象！　そう、部長のお乳は赤く光るんです！

　どこでその情報を得たかはわからないが、美猴は仙せん術じゆつか妖よう術じゆつでそれを再現したようだ！　観客も『おおおっ！』とどよめいた。

「こっちだって、負けていられないわ！　イッセー！」

　俺を呼ぶ部長。な、なんだろうか……？　俺は足早に部長のもとに行く。

「私の胸を触さわって！」

「え!?　いいんですか!?」

　突とつ然ぜん、触ってくれという部長！　そりゃ、触れるならぜひとももみもみっとしたいものですよ！

　部長は意を決したように言う。

「あのサルに勝つには本当の奇跡を見せないとダメだわ！　あなたならきっと叶かなえてくれるはず！」

　すごい期待されてる！　いいんですか、それで!?　公衆の面前ですよ!?　って、そんなことも今いま更さらなのか！

　最近、部長は俺の乳への情熱を真まっ直すぐに受け止めすぎて、こちらとしても困こん惑わくすることも多い！　しかし、もめと言われればもむのが俺の仕事！　いかせてもらいます！

　両手の指をわしゃわしゃ動かしながら、部長の豊かなお乳に向けてダイレクトアタック開始！

　むにゅんっ！　弾だん力りよくとやわらかさに包まれた極ごく上じようの触り心ごこ地ちが俺の両手に伝わってくる！

「ぃやぁん……っ」

　部長が艶つやっぽい声を漏もらす。刹せつ那な──。

　パァァァァァアアアァァァッ！

　俺の鎧よろいのいろんな箇か所しよから赤いオーラが噴き出てくる！　ああっ、パワーもみなぎってきた！　すげえぜ！　部長のお乳は俺のパワーを噴き出させてくれる最高のおっぱいだ！

　部長のおっぱいも美猴のとき以上に紅あかく光り輝いた！　会場全域を照らすほどのすっごい輝きだ！

『……うぅ、またこれなんだな……！』

　若じやつ干かん、諦あきらめの色を含ふくんだドライグの声。すまん、相棒よ！　こんなこと言うのもあれだが、この手の状じよう況きように慣れてくれ！

「良い光です。ああ、乳が光る……！　乳が猛たける！　乳が喜ぶ！　まさしく乳ちち龍りゆう帝ていとスイッチ姫が起こす奇跡だ……！」

　町長は号ごう泣きゆうしていた！　何かが町長のなかで感動を呼び起こしたらしい！

　──そのときだった。

『う、うがぁぁぁあああぁぁぁああっ！』

　突然の叫さけび声が観客席から聞こえてくる。

　俺の鎧と部長の胸から放たれた赤い光を浴びた観客の一人が苦しみだし、そしてその容姿を変化させていった！　体が巨きよ大だいに膨ふくれあがり、翼つばさが生えて、腕うで、足がぶっとくなっていく！　さらに尻しつ尾ぽまで生えた！

『ゴァァァァアアアアアアアァァッッ！』

　咆ほう哮こうが会場に響ひびき渡わたる。観客席に現れたのは一いつ匹ぴきの巨大な黒いドラゴンだった。おおっ、迫はく力りよくもあるし、強そうだぜ！　てか、部長のおっぱいから放たれる輝きはドラゴンの正体をも見破る効果があるんだな！

「「「「「うわぁぁぁっ！　ドラゴンだーっ！」」」」」

　それを見て観客が一いつ斉せいに逃にげだしていく！　残されたのは俺たちとヴァーリたちと町長と司会のヒトだけだ。黒いドラゴンが俺たちを睨ねめつける。

『おのれぇぇぇ、悪魔どもめ！　我の正体を破りおって……！　その娘むすめの胸は魔を振ふり払はらう破は魔まの力があるというのか!?』

　乳の光によって正体を現したドラゴンは憎にく々にくしげにそう漏らしていた。部長のお乳は未知の力で溢あふれているのです！　その光景にアルビオンが叫んだ。

『ドライグ！　なんだ、あの力は!?　そちらの力は周囲の者にまで影響を与あたえるのか!?』

『俺の相棒は赤龍帝の力をあり得ないほうに使うのだ。そ、それの余波かもしれん！』

『なんだと!?　……ち、近づくな！　私に近づくなよ！　乳ちち技わざが感う染つる！』

『なに!?　おーんおーん！　生しよう涯がいの宿敵まで俺をいびるぅぅっ！』

　号泣するドライグ！　ゴメンよ！　部長もお顔を真っ赤にして困惑していた。

　俺の横にヴァーリが立つ。

「どうやら、探す手間が省けたようだ。おまえがこの町にちょっかいを出していた元げん凶きようだな？　……しかし、ただの魔ま龍りゆうか」

　おもしろくなさそうにヴァーリが言う。

　あー、こいつが町を襲しゆう撃げきしていた魔物たちの元もと締じめね。確かに龍王よりも遥はるかに劣おとるオーラの質だ。

　黒いドラゴンは目を細めながら言う。

『……ああ、そうだ。よくも邪じや魔まをしてくれたな。この村を支配下に置き、我が野望の足がかりにする予定なのだ。貴様ら烏う合ごうの衆しゆうに邪魔などさせん！』

　ドラゴンの言葉に俺とヴァーリは顔を見合わせた。

　……こいつ、天てん龍りゆうを知らない？　さすがに二天龍を目の前にしてその台詞せりふはなかなか吐はけるものでもないだろう。

『若造のドラゴンだ。おそらく、どこぞの魔龍一族の出だろうが、中ちゆう途と半はん端ぱに世を渡ってきたせいで、本物の強つわ者ものに出会ったことがないようだ』

　ドライグが呆あきれながらそうつぶやいた。自分の田舎いなかでは番長だった──とか？

『気に食わない顔だ！　よかろう、我が配下の魔物たちと共に本当のドラゴンを見せてやろう！』

　黒いドラゴンの陰かげから、魔物がたくさん出現するが……それほどの脅きよう威いも感じられないプレッシャー具合だった。美猴が叫ぶ。

「めんどくせぇ！　なあ、スイッチ姫！　あいつらをどちらが早く倒たおせるかで勝負を決めようぜぃ！」

　そう部長を煽る。部長も素す早ばやくドレス姿から制服に戻もどり、不敵な笑えみを見せる。

「おもしろいじゃないの！　いいわ！　さあ、私の眷属たち！　グレモリーの領土で悪さをする輩やからを吹ふき飛ばしましょう！」

　おー、ノリノリだ！

「おっぱいフラッシュでドラゴンをも撃げき退たいするのか!?」

「黙だまりなさい、お馬ば鹿かザルッ！　一いつ緒しよに消し飛ばしましょうか!?」

　って、まだケンカしてるし！

「うふふ、退たい屈くつしてましたし、ちょうどいいですわ。どこまで私の雷らい光こうに耐たえられるのかしら」

「審しん査さ員よりは楽しめそうだ」

　朱乃さんもゼノヴィアも楽しげだ！

「あまり本気を出すなよ、おまえたち。町が消し飛ぶ。せっかく俺たちの余興に付き合ってくれたんだ、最小限の被ひ害がいでこいつらを消そうじゃないか」

　ヴァーリの命令にチームのメンバーも怖こわい顔つきになっていた！　うわー、ヴァーリチームおっかねぇぇっ！

　まあ、俺もいきますか！　少し前の俺にとっては強敵だったであろうドラゴンだけど、いまの俺なら余よ裕ゆうで相手ができそうだ。

　こうして、魔龍相手に俺たちとヴァーリたちが突つっ込こんでいった。




　　　　─○●○─




　後日──。

「ずむずむいやーん！」

「「「ずむずむいやーん！」」」

　俺たちは例の田舎町で正式におこなわれた『乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン』のショーを観客席のうしろから見守っていた。俺たちを模した俳優の皆みなさんが舞ぶ台たい上でショーを執とり行ってくれる。町の子供たちも楽しそうだった。

　あのあと、魔龍を余裕で屠ほふった俺たち。二度とその町が狙ねらわれないようにグレモリーの駐ちゆう屯とん兵を派は遣けんすることになった。電波塔とうも建てて、この地域が情報弱者にならないようにテレビで見られる局数も増やす方向だ。

　んで、偽にせ者もの『おっぱいドラゴン』ことヴァーリチームはいつも通り、いつの間にか姿をくらませた。……あいつらも大たい概がい暇ひま人じんだよな。でも、山間の田舎町を少しの間でも守ってくれたのは確かなんだ。

　そして、俺の手元には……偽者として勝手に活かつ躍やくしてしまった非礼に黒歌が置いていったものが……！　この町に俺宛あてに残していったものらしく、先ほど町民の方から渡してもらったんだ。

　そこにはきわどい黒歌の姿を収めた写真が十数枚……！　す、すごいんだ、これが！　もうエロエロ！　あんなところやそんなところまで収めた写真！　今夜は大変なことになりそう！　うへへへへ、たまらんなぁ！　鼻の下を伸のばして写真を見ている俺の服をくいくいっと引っ張る者が──。小猫ちゃんだった！　俺の持つ写真を奪うばいさるとマジマジと見ていく。

「こ、小猫ちゃん！　こ、これには深いわけが……！」

　言い訳を放つ前に、小猫ちゃんの鋭するどい拳けん打だが俺の腹部に！

　ドスンッ！　重い一いち撃げきに俺は悶もん絶ぜつした！

「ぐふっ！……こ、小猫ちゃん……」

「……最低です」

　ビリビリっとその写真を破り捨てて、小猫ちゃんは去ろうとする。けど、立ち止まり、一言漏らす。

「……私もいずれ、おっきく……」

　それだけつぶやくと足早に去っていった。

　……おっきく？　何だろうか？　そ、それよりも大事なエロエロ写真が……。俺は無む念ねんの涙なみだを流した。エロ写真、もったいないよぉぉぉぉっ！







　　　Life.5　転生天使にラブソングを







　外も寒くなり、本格的な冬になろうとしている頃ころ──。

　部室は珍めずらしく、俺、アーシア、ゼノヴィアのみというメンツ。

「そういや、イリナって俺たちと別行動しているとき、何してんだ？」

　俺は部室でお茶を飲みつつ、そんなことを口から漏らした。

「天界──天使の役割を果たしているそうだぞ」

　俺の対面の席に座るゼノヴィアがそう言う。

　ほう、天界、天使の役割か。イリナは俺たちオカルト研究部のなかで唯ゆい一いつの転生天使だ。彼女以外は皆みんな悪あく魔まだからね。まあ、顧こ問もん教きよう諭ゆたるアザゼル先生は堕だ天てん使しだけど。

　イリナとは普ふ段だんの生活では、行動を共にしているが、それ以外のところでは別行動も多い。たとえば、悪魔の仕事中とか。

　俺たちは深夜この部室に集まって人間からの召しよう喚かんを待っているけど、その時間帯、イリナはここにはいない。

　いくら、悪魔、天使、堕天使の三大勢力が和平を結んだからって、天使なので悪魔の仕事に荷か担たんするわけにはいかないだろう。

　ま、まあ、時折、差し入れで俺たちに飲み物を持ってきてくれることもあるけど……。それはそれで直接関かん与よしているわけでもない。

「休日のときもたまにお一人で出かけることもあるようですよ。何でも天使のお仕事だと……」

　アーシアがショートケーキのいちごをフォークですくいながらそう言った。

　つまり、イリナは俺たちの知らないところでいろいろ仕事をしているってことか。

「……天使のお仕事か。興味深いな」

　ふとそう口にする俺だったが、途と端たんにアーシアとゼノヴィアが顔を輝かがやかせる。……天使、天界って言葉に敏びん感かんだよね、元信者のこの子たちは……。

「そうだな、私もイリナの仕事──いや、天使の普段の役割とやらに大変興味があるぞ。元教会の戦士だったから、知らないわけではないが、イリナの仕事ぶりは友人として見てみたい。なあ、アーシア」

「はい、ゼノヴィアさん！　私、一度でいいから、天使のお仕事を拝見したいと思っていたんです！」

　あらら、なんだか、変なところを刺し激げきしちゃったみたいだ。完かん璧ぺきに二人は信しん仰こう深い教会関係者モード。やっぱり、転生前は教会に属していたから、気になるんだろうな。

「……でも、やっぱり、ご迷めい惑わくでしょうか……」

　途端に控ひかえめになるアーシア。一いつ瞬しゆん、興味がわき立ったようだが、冷静に考えてみたら、イリナ──天界に迷惑をかけてしまうと思ったのだろう。やさしい心根のアーシアらしい。

　しかし、そんなアーシアの謙けん虚きよな想おもいをぬぐい去るようにあの娘こは扉とびらを豪ごう快かいに開いて登場する。──イリナだ。

　イリナはうんうんうなずきながら含ふくみ笑いをしていた。

「ふふふ！　話は聞かせてもらったわ！　いいわ、三人とも！　私の仕事を見学してみて！」

　どうやら、今回は教会と関係を持ちそうな展開だ……。







　次の休日、俺とアーシア、ゼノヴィアがたどり着いたのは隣となり町まちの外れにある教会関連の建物だった。この辺りで活動している信徒の拠きよ点てんのひとつらしい。

　また三大勢力の協力体制下にあるこの一帯での天界側の本部でもある。

　普段、イリナはここに通い、仕事をしたり、報告などをおこなっているそうだ。

　話には聞いていたけど、三大勢力の同盟で急きゆう遽きよここに新設したためか、外観は新しめだな。

　教会関連としては当たり前だろうけど、大きな十じゆう字じ架かが目立つ建物だ。建物の大きさだけなら、駒く王おう学園の新校舎ぐらいはある。西洋風ではなく、現代風のかなり立派な造りだ。

　イリナに今日ここに来てくれと言われたんだ。イリナは一足早くここに到とう着ちやくしているそうだが……。

　リアスたちには許可を得ている。「いい機会だから教会について勉強してきなさい」と送り出された。裏で天使との話はつけておいてくれるそうだ。

　さすが我が愛いとしの女性！　話がわかる上にそこまでやってくれるなんて！　ああ、本当にリアスはいいヒトだなぁ……。でも、ひと昔前なら、「教会に行きたいです！」なんて言ったら相当怒おこられていたよね。マジで平和になったもんだぜ、三大勢力！

　……うぅ、つーか、悪魔だから教会関連の建物に近づくだけでぶるぶる寒気がする。それはアーシアやゼノヴィアも感じているようだ。仕方ないよね。俺たち悪魔だし、天界に関係するところに近づくだけで本能的に恐おそれてしまう。

　けど、和平以降、悪魔と天使はお互たがい争わず、普段はあまり干かん渉しようしないようにしているんだよね。でも、共通の敵、目的がある場合は手を取り合う。

「……悪魔になってから、町中で教会を見かけるたびに悪お寒かんが走る。ふふふ、悪魔に転生した信徒にはお似合いかもしれない」

　ゼノヴィアが自じ虐ぎやく的にそのようなことを口にしていた。……破れかぶれで悪魔に転生したんだから、そういうところはいい加減割り切ろうぜ？　って、言って聞けばいいが、その辺、心の決着をするのには難しいのだろう。ゼノヴィアとアーシアは教会の施し設せつ育ちだからな。

「……ミサに参加したいです」

　ああ、アーシアが遠い目であの建物を見ているぅぅぅっ！　元信徒的に呼び起こされるものがあるのだろう！　けど、悪魔がミサに参加しちゃったら、聖なる催もよおしから一転して聖魔入り乱れの世紀末状態になるんでダメだよ！

　ちなみに今日、元シスターのアーシアは俺やゼノヴィア同様に駒王学園の制服を着ていた。休日なのに制服もなんなのだが、教会関連の場所に行くとなるとなんとなく正装していったほうがいいのかなって思ってさ。ゼノヴィアは俺に倣ならう形で制服を着たが、アーシアは最後までシスター服で行くべきか、苦く慮りよしていた。結局、相手側への配はい慮りよも鑑かんがみて「いまの自分はグレモリー眷けん属ぞく」という結論で俺とゼノヴィア同様制服となった。

「来てくれたのね、皆みんな！」

　建物の前でたたずんでいると、俺たちに話しかける者が現れる。イリナだ。

「今日は天使のお仕事、見せちゃうわ♪」

　だいぶ上じよう機き嫌げんだ。声も明るくハキハキしてる。楽しそうだ。状じよう況きよう的には友人が家に遊びに来てくれてうれしそうな感じ？

　イリナは俺たちにとあるものを手て渡わたしてくる。首からかけるカードストラップだ。サラリーマンの皆さんがよく首にかけてる社員証的なやつ。

　ストラップのなかには俺たちの顔写真が貼はられているＩＤカードらしきものが収まっていた。

　イリナがカードを指して説明をくれる。

「それはイッセーくんたち専用の特別許可証よ。天界関連の場所に足を踏ふみ入れても相そう互ごに影えい響きようが出ないようになっているの。最近、開発されたばかりのもので、まだ関係者の分しかないみたい」

　なるほど。悪魔が天界の縄なわ張ばりに入るのは同盟を結んだとはいえ、ちょっと問題がある。特にアーシアの持つ『聖母の微笑トワイライト・ヒーリング』は天界関連の場所に行くと、いろいろと悪い影響が出ると言われていた。天界の敵であった悪魔や堕天使までも治ち療りようできてしまうのが、原因のようなのだが……。

　このストラップを首にかけるだけで、その辺解消できるのか？

　多少訝いぶかしげに思いながらも俺とアーシアとゼノヴィアはストラップを身につける。

　──っ。

　すると、不思議なことに先ほどまで俺の全身を襲おそっていた悪寒が噓うそのように消えていった。その効果はアーシアもゼノヴィアも実感して、驚おどろきながら自身の手や足に視線を配らせていた。

「その許可証を身につけている間は悪魔の能力とかは使わないでね。まだ研究段階のものだから、何が起こるかわからないの」

　イリナはウインクをしながら補足説明をしてくれた。

　マジか。これをつけている間は能力の使用は不可なのね。しかも魔力を使ったら何が起こるかわからない、と。……うぬぬ、ありがたいけど、若じやつ干かん怖こわいもんだ。

　でも、俺たちのＩＤカードが用意されていたということは、先にリアスが話を通してくれて、悪魔側と天使側でやり取りがあったのだろう。スムーズに事が運んだところに同盟による両陣じん営えいの信しん頼らい関係を感じてしまう。

　しかし、こんなカード一枚で天界にとってのイレギュラーな存在を許可できるなんてね。まあ、本ほん拠きよ地ちのヴァチカンでも天界でもないから、この程度で済むのかな。さすがに大がかりなところに行ったら、対応も変わってしまうのだろう。

「ま、私たちが力を使わなければいいだけのことだ」

　ゼノヴィアは平然とそう言うが……。

　俺はおまえが力を使いそうで心配だよ……。ゼノヴィアは力押しの攻こう撃げきを繰くり出すたびに頭のなかのネジが緩ゆるんでおバカになっていっているような気がしてならないんだ。最初に会ったときは、それはそれは強くてクールそうな女剣けん士しだと思ったものなのに。

　いまじゃ、木き場ばが俺に毎度「ゼノヴィアに技わざの幅はばを広げてもらいたい。彼女、戦せん闘とう時に何も考えていないと思うんだ……」って残念に語るほど、『騎士ナイト』としての威い厳げんが失しつ墜ついしつつある。

「じゃ、入りましょうか」

　イリナ先導のもと、俺たちは建物に入ることになった。
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　何事もなく自動扉を抜ぬけて、中に進む俺たち。内部の様子は、一見どこにでもあるオフィスビルと変わりはなかった。

　通路を行き交かう関係者もスーツ着てるもんな。普ふ通つうのサラリーマンみたいだ。

　と思っていたら、神父やシスターとも通路ですれ違ちがった。……本物の神父やシスターだ。アーシアが持っているのと同じシスター服だよ！　神父のほうは……フリードの野や郎ろうを思いだすな。

　スーツを着た関係者は、俺たちとすれ違っても特に反応を示さない。けれど、さすがに神父やシスターはこちらに気づいたようで、軽く驚いた様子と共に好こう奇きの視線を向けてきた。

　……ここに派は遣けんされているエージェントってことは、こちらが悪あく魔まだとわかってんだろうな。それでもって、俺たちの正体も把は握あくしている。

「……あー、例の」

「……噂うわさには聞いていたが……」

　すれ違う者たちの小声も聞こえてくる。

　まあ、首に「兵ひよう藤どう一いつ誠せい」と表記されたストラップをかけていれば、知っているヒトは容易に気づくのだろう。

　……だが、それよりも気になることがある。それは行き交う人々からのイリナへのあいさつだ。

「Ａエースイリナさま、お帰りなさいませ」

「天使イリナ、ごきげんよう」

「イリナさま、あとで主への祈いのりを見守ってください」

　スーツを着たヒトたち──神父やシスターを問わず、イリナを見かけるやいなや手を組んでお祈りしたり、頭を下げていた！

　その誰だれもがイリナを聖者のように扱あつかい、敬っていた！　彼らの対応はとても敬意に満ちあふれたものだった！

　そっか！　忘れがちだが、イリナはあの天使長ミカエルさんのＡエース！　ミカエルさん所有のカード──ＡエースからＱクイーン、十二枚のうちの一枚を担になう大事な役職！　そう、ミカエルさんの眷属天使は十二名しか存在できない！　そのうちの一名なわけだから、考えてみりゃやはりすごいポジションだ！

　……普ふ段だんはハイテンションでノリの良い女子高生にしか見えないから、イリナの役目を忘れてしまうよ。そうだよ、信徒からしてみたら、ミカエルさんのＡエースなわけだから相当やんごとなき存在に違いないんだ。

「……イリナって、すごいんだな」

　ぼそりとつぶやく俺。イリナは「もう、何を言っているのイッセーくんったら」って、カラカラ笑っていただけだが……うん、今度からもう少しだけすごい天使として見よう。

「すごいです……！　私もイリナさんに憧あこがれてしまいます！」

「そうだな……元信徒としては、信しん仰こうの果てに天使化があるのなら、これ以上ない誉ほまれだろう。友人が天使だなんて、私は誇ほこりに思っていいのかもしれない」

　アーシアとゼノヴィアが目を爛らん々らんと輝かがやかせて、手を組み、お祈りしだしたよ！　しかも友人のイリナに向けて！　ああ、ここに来てから二人の信仰が深まっているような！　普ふ段だん悪魔をやっていてもやはり心の根底にあるのは神への信仰心なのだろう。

　イリナも友人二人に祈りを向けられて、「こ、困るわよ、二人とも」とまんざらでもない顔をしていた！　なんなんだ、この空気！　これが宗教というものなのだろうか？

　ふいにイリナがこちらに振ふり返り、気まずそうな表情で笑えみを浮うかべる。

「ごめんね。ここに来ているヒトたちは、全派は閥ばつのなかでも良識のあるヒトたちばかりなんだけど……やっぱり、悪魔──というよりもイッセーくんたちが物もの珍めずらしいんだと思う」

　ああ、そのことか。

「別に気にしないよ。とりあえず、このヒトたちは諸もろ々もろ、知ってるんだろう？　テロリストのこととか、先日の冥めい界かいで起きた魔ま獣じゆう騒そう動どうのことも」

「まあね。この三大勢力の同盟拠点に所属しているヒトたちは全派閥のなかでも一定の条件をクリアしてきた者ばかりだから。普段は表立って行動せずに、裏方に回って私たちをサポートしてくれているの。そのついでに布教したり、お祓はらいしたりかな」

　イリナはそう言う。俺たちが戦っている裏で、天界サイドも動いていると聞いていた。いますれ違った神父やシスターがやってくれているんだな……。それよりも気になることをイリナは言っていた。

「お祓い……悪魔をか？」

　まさかと思って俺が問うとイリナもさすがに苦笑いしていた。

「ううん、この辺を縄張りにしている悪魔──リアスさんやソーナさんもそうだけれど、彼女たちは同盟関係の大切な仲間だもの。そんなことしないわよ。それにリアスさんたちが酷ひどいことするわけないじゃない？」

　そりゃそうだ。リアスが一いつ般ぱん人狙ねらって悪さをするわけないし。逆に人間に対して敬愛を示しているほどだ。

　じゃあ、お祓いって何を退治するんだ？

「ああ、悪あく霊りようや邪よこしまな精せい霊れいだな？」

　ゼノヴィアが俺の疑問を解消してくれた。あー、悪霊か。納なつ得とく。悪い幽ゆう霊れいとかだな。

　イリナもうなずく。

「ええ、悪霊や悪いことする精霊はあとを絶たない、無限に出現する存在よ。そういうものに困ったヒトたちを救うために祓うの」

「それはリアスお姉さまもおこなわれていますね」

　アーシアがそう続く。うん、リアスも依い頼らいによって、悪霊のお祓いを請こわれるもんな。

　イリナが階段を上りながら、深い息を吐はく。

「実はね、三大勢力の協力体制でエクソシストが縮小傾けい向こうにあるの」

　それはアザゼル先生も以前に軽く話していたような……。イリナは続ける。

「教会に所属する神父、シスターとか、異形と戦える者──戦士のことね。戦士たちは協力体制の影響で戦う相手を絞しぼられてしまったの。いままでは悪魔や堕天使を相手にテリトリー争そう奪だつ戦をしていたわ。けれど、悪魔に堕天使、妖よう怪かいまで味方になってしまったから、相手が少なくなってきたの。現在は魔物や、いまだ同盟を拒きよ否ひしている吸きゆう血けつ鬼きぐらいが主な相手かしら。おかげで戦士の数も今後減少傾向にあるわ。平和になれば戦う必要はないものね。テロリストという共通の敵がいるから、急激に戦士の数を減らしていくわけではないけれど……」

　そんな事情が……。エクソシストの世界も大変なんだな。職にあぶれるエクソシスト神父、か……。

「主のため、戦いに命を懸かけてきた者にとって、生きがいである剣けんを捨てろなどとは、さすがに辛つらいものがあるな。私ならしばらくの間、生き方に苦く悩のうしそうだ」

　ゼノヴィアがそう言う。戦士ならではの悩なやみか。こいつも一度生き方を考えることになり、破れかぶれで悪魔に転生したもんな。その際、大分苦悩したようだが……。

「ちなみによほどのポストでもない限り、主の存在については隠かくしてあるわ。敬けい虔けんな信徒の皆みなさんにそのようなことを伝えられるわけがないもの」

　イリナは切なそうな瞳ひとみを浮かべて補足してくれた。そうか、ここにいるヒトたちは基本的に聖書に記されし神の不在を知らないんだな。当然か、それを知ってアーシア、ゼノヴィア、イリナは心の均衡バランスを失いかけたわけだから。教会に身を置いていた者にとって、その情報は劇薬そのものだ。何も信じられなくなり、自じ暴ぼう自じ棄きになったら大変だ。

　階段を上りきった全員。上階にあがってきたが、俺たちはどこに向かっているんだ？　訝しげに思いながらもイリナのうしろをついていくと──とある扉とびらの前で彼女が止まる。

　扉には天界の文字が刻まれ、十字のレリーフまで彫ほられていた。威厳のある扉だ。このなかにいるのは相当なお偉えらいさん？

　ドアをノックする前にイリナが俺たちに告げる。

「実はね、今日、この一帯の天界スタッフを統とう轄かつされている支部長がお見えになられているの。普段はお忙いそがしくて、主に教会本拠地のヴァチカンと天界を行ったり来たりしているんだけれど、今日は特別少しだけスケジュールが空いてたらしくて。私と同じ転生天使なのよ」

　へー、支部長。そういや、この辺一帯を統轄している天使のお偉いさんって、俺知らないかも。聞いてないだけだけどさ。リアスや先生は知っているんだろうな。

　天界側のスタッフって、謎なぞばかりだ。まあ、それを言ったら、悪魔や堕天使の裏方スタッフも俺は十分に知らないんだけど……。

「支部長で転生天使か。きっと、元聖人クラスの信徒だったのだろうな。会うのが楽しみだ」

　期待に胸を膨ふくらませるゼノヴィアだが、その彼女を見てイリナが意味深な笑みを浮かべる。

「うふふ、きっとゼノヴィアは驚おどろくわ」

　そう言いながらイリナは扉をノックする。中のヒトが「どうぞ、お入りになってください」と丁てい寧ねいに返してくれた。……声から察するに若い女性だ。

　開かれた扉から部屋に入っていくと──役員用のオフィスデスクにシスターが一人座っていた。頭部にベールをしっかりと被かぶり、髪かみの毛の具合まではわからない。

　北ほく欧おう的な顔立ちで青い目をしたお姉さんだった！　女優さんのように目鼻立ちもしっかりしていて、相当な美人さん！　年は……二十代後半ほどかな。柔にゆう和わな表情を浮かべていて、やさしそうな雰ふん囲い気きのオーラをまとっていた。

「これはこれは、ようこそお越こしになられました、皆さん」

　シスターは立ち上がり、俺たちを迎むかえ入れてくれた。

　やわらかな対応。しかし、俺が注目したのはお姉さんの肢し体たい！　はっきりした体つきはラインを隠すシスター服の上からはわかりづらいが、最近、多少は女性への観察眼が向上しつつあるので、ある程度独自の予想は立てられる。

　おそらく、隠れ巨きよ乳にゆう！　脱ぬいだらすごいタイプだ！　お尻しりは安産型、脚あしの太さも細くもなく、太くもなく、適正なものに違いない！

　俺がスケベな視線を投げかけてもシスターはニッコリと微ほほ笑えむだけだった。なんだか、それが逆に申し訳なく感じてしまうのはここが教会関連の建物だからか!?　清純な雰ふん囲い気き漂ただよう美女シスターの微笑みを見ていると、悪魔なのに激しく懺ざん悔げしたくなるよ！

　……俺は隣となりで表情と全身を強こわ張ばらせるゼノヴィアに気づいた。すっごい顔が青ざめているぞ、こいつ！

　ゼノヴィアは声を上ずらせながら発した。

「シ、シシシシシシシシシシ、シスター・グリゼルダ！　ど、どどどどどどどどどうして、に、日本に!?」

　し、知り合いか？　ゼノヴィアの奴やつ、相当驚き、狼ろう狽ばいしてやがる。こいつがこんなに慌あわてふためく姿はレアだ！　いつでも堂々としてるからな。

　シスター・グリゼルダと呼ばれた女性は、笑みを絶やさぬままに口を開く。手の甲こうをこちらに向けると、そこには『Ｑ』の文字が浮かび上がる。

「ごきげんよう、グレモリー眷けん属ぞくの皆さん。わたくし、四大セラフたるガブリエルさまのＱクイーン、グリゼルダ・クァルタと申します。この支部の長おさを務めております。以後、お見知りおきを」

　おおっ、四大セラフ──ガブリエルさんのＱクイーン！　あの超ちよう絶ぜつ美女天使さまのＱか！　これは天界でもかなりの要職なんじゃないかな。

「シスター・グリゼルダ……高名な信徒の方です。私も教会に属していた頃ころは、お名前を何度も耳にしました」

　アーシアも知っているほどか。イリナがうんうんうなずきながら言う。

「ちなみにガブリエルさまが司つかさどるカードはハート。シスター・グリゼルダはハートのＱってことになるの。皆みんなからは『クイーン・オブ・ハート』と呼ばれているのよ」

　へー、『クイーン・オブ・ハート』！　イリナはＡエースで、ミカエルさんが司るカードのスートはスペード。となると、イリナはスペードのＡ！　どちらもトランプの札のなかでも有力なカードばかりだ。

　ハートのＱたる天使にスペードのＡたる天使がそろうこの支部って、やっぱり天使にとっても重要拠きよ点てんってことなんだろうな。

　でもあれだ。イリナがスペードのＡってのが今一実感できない。普ふ段だんの生活でのイリナを知っているせいか、いまひとつありがたみを感じられないんだよな……。

　シスター・グリゼルダの視線が俺に移る。

「赤せき龍りゆう帝ていの兵藤一誠さんですね？　お話はかねがね伺うかがっております。数々の功績を立てている冥界きっての期待のホープ」

「そ、そんな、期待のホープだなんて……」

　美女にそんな風に言われたら照れちゃいますよ！　我ながら赤面しつつ、恐きよう縮しゆくしていたのだが……シスター・グリゼルダはニッコリしながらもキッパリと続けた。

「七つの大罪のひとつ──色しき欲よくが大変強いそうですね。まさに悪あく魔まらしいというか、しかもドラゴン。主の教えではドラゴンとは、邪じや悪あくな存在。『色欲を持った悪魔でドラゴン』……うふふ、刺し激げきに弱いうちの若い信徒が聞いただけで卒そつ倒とうしそうなフレーズです」

　ほ、ほめられているのか、けなされているのか、よくわからんが……。

　反応に困る俺へイリナが耳打ちしてくる。

（シスター・グリゼルダは悪魔にとっても厳しいわ。何せ、同盟前までは主のため、天のため、悪魔や堕天使と戦ってきたわけだもの。キリスト教全派は閥ばつ内、特に女性エクソシストのなかでは五本の指に入ってたのよ。でも、悪い方ではないの。いまのもシスターなりの悪魔への冗じよう談だんみたいなものだから）

　悪魔相手に悪魔祓ばらいしてきた猛も者さシスターってことか！　し、しかもシスタージョーク？　言葉とは裏腹に悪意は感じ取れないから、本当に冗談混じりのあいさつなのだろう。

「さて、次は──ゼノヴィア」

　シスターの視線が次にゼノヴィアに移った。ゼノヴィアは口元をひくつかせ、目線を外そうとするが、途と端たんにシスターがずずいっと歩み寄り、顔を両手で押さえる。

　ニコニコフェイスでありながらも迫はく力りよくがある声で、シスターはゼノヴィアに言う。

「お久しぶりね、戦士ゼノヴィア。まさか、こんなところで再会できるなんて思ってもみませんでした」

　声こわ音ねはあくまで冷静だが、どこか怒ど気きも含ふくまれているように思えて……。

「……や、やあ、シスター・グリゼルダ。ひ、久しぶりだね……げ、元気にしていたかな……？」

　おおっ、こんなに声を震ふるわせて、顔中汗あせだらけのゼノヴィアは初めて見る！　新しん鮮せんだ！

「元気にしていたかな、じゃないでしょう？　なんで任務のため、日本に向かったまま、帰き還かんもせずに悪魔に転生しているのでしょうか？　しかも今日の今日まで連れん絡らくは一いつ切さいなしとはいかがなものかしら？　あえて今日あなたに言葉を投げかけるなら、どの面つら下げてここに来たと言うべきかしらね……！」

　ゼノヴィアの顔をつかむ手に力が入り、語気も荒あらげて、どんどんヒートアップしている！　先ほどのやさしげな印象から一転、すさまじいプレッシャーが室内を支配していた！

　イリナが俺とアーシアに言う。

「シスターとゼノヴィアは同じ施し設せつの出で、シスターはゼノヴィアの仕事の先せん輩ぱいなの。あっちでは一番付き合いが長かったんですって。私もゼノヴィアとコンビを組んだときに何度もお世話になったわ」

　そういうことなのか！　へー、ゼノヴィアの故郷の知人！　こいつ、自分の過去はほとんど話さないから、謎だらけだったけど、ちゃんと祖国に知人がいたんじゃないか。

　顔を押さえられて、逃にげ場のないゼノヴィアがイリナに言う。

「イリナ！　ど、どうして、シスター・グリゼルダのことをいままで話さなかった！　こ、ここの支部長が彼女なら、私は今日ここに来なかったぞ！」
















「そう言ったら今日来ないだろうから、黙だまっていたの。だって、ゼノヴィアったら、シスター・グリゼルダに連絡のひとつもしなかったじゃない？」

「あ、当たり前だ！　言ったら……私は殺される！」

　ゼノヴィアは体をじたばたさせるが、顔を強く押さえられているため、逃げられない。両手で強く押さえられているものだから、顔は不細工な格好になっていた。それを見て、イリナもぶふーっと愉ゆ快かいそうに噴ふきだしていた。

　シスター・グリゼルダは両手でゼノヴィアのほっぺを最大にまで伸のばしながら言う。

「あなたが日本で悪魔に転生したと聞いたときは卒倒して気がどうにかなりそうでした。あんなに手塩にかけて主の教えを説いたあなたがまさか悪魔だなんて……。あなたは昔からヒトの話は聞かない、勝手に行動する、わけのわからない持論を作り出す、と問題児ではあったけれど、やさしい心根の女の子だと信じていたのですよ？」

　うん、シスター・グリゼルダの言う通りだ。ゼノヴィアは、話は聞かないわ、勝手に動くわ、わけのわからない思想を持つわで大変な女の子です。俺たちも毎度困っておりますよ、シスター・グリゼルダ！

　でも──、それだけじゃないんだ、ゼノヴィアは。

　ふいにアーシアがシスター・グリゼルダに言う。

「シスター・グリゼルダ、どうか、ゼノヴィアさんを許してあげてください。……教会を追われ、悪魔になった私が言っても説得力がないと思いますが……それでも、ゼノヴィアさんは良いヒトです。私たちの大事な仲間で、私も何度も助けていただきました。ゼノヴィアさんがいなかったら、きっと誰だれかがもっと傷ついていたはずです。それに……ゼノヴィアさんは私の大切なお友達です。お許しになってください」

　深く謝罪するアーシア。仲間──友達を庇かばったのだろう。そう、アーシアにとって、ゼノヴィアは大事な友人なんだから。

　アーシアの言葉を聞き、シスター・グリゼルダはゼノヴィアのほっぺを離はなした。先ほどの柔和な表情に戻もどる。

「シスター・アーシア、あなたのことは知っています。身に宿る神器セイクリツド・ギアの影えい響きようで、だいぶ辛つらい目に遭あわれたようですね。あとで特例のＩＤカードを新たに発行します。それを今回のように持って入れば、この地域限定ではありますが、教会の行事にもある程度参加できるでしょう」

　それを聞いて、アーシアは酷ひどく驚き、恐縮してしまう。

「そ、そんな……、良いのですか？　そのように大事なものを悪魔になった私に……」

　アーシアの恐おそる恐るの問いにシスター・グリゼルダは満面の笑えみでうなずく。

「ええ、たとえ悪魔になろうとも信しん仰こうの心があるのなら、あなたは私たちの同志でしょう。悪魔ゆえ、不自由は多いかもしれませんが、主の教えを信じるならば共に素す晴ばらしい時を過ごせるはずです」

　シスターの言葉にアーシアは感動し、目め頭がしらを熱くさせていた。

「よかったな、アーシア！　ミサにも参加できるかもな！」

　俺がそう言うと「はい！」と元気よく心底うれしそうにしていた。

　シスターはゼノヴィアのほっぺを再び、ぐにーと伸ばす。

「シスター・アーシア、良かったら今後もこの困った娘むすめのお友達をしてあげてください」

「もちろんです！　そ、それと、私はもうシスターでは……」

「少なくとも私はあなたのことをシスターとして接しますよ？」

　シスター・グリゼルダの言葉にアーシアは本当にノックダウンしそうだった。それほどにも今日は最良の日となっているのだろう。悪魔になったことで、封ふうじてきたものが次々と解き放たれようとしているのだから。

　やっぱり、このシスターは良いヒトじゃないか。

「シスター・アーシアには、色欲まみれの悪魔と、自由気ままな悪魔の扱あつかい方をお教えしましょう。うふふ、これでも数多くの悪魔を見て、退けてきた身の上ですもの。それぐらいお手の物です」

　……どうやら、俺とゼノヴィアには手厳しそうだ。

　イリナが改めてシスターに言う。

「お話しした通り、今日は天使のお仕事を皆に見せようかなと思っています」

「ええ、それは素晴らしいことです。悪魔が天使の仕事を見学する。これほどまでに三大勢力の同盟の意義を強く感じることはありません。ぜひとも今日は天使の役割を見て行ってください。Ａエースイリナ、粗そ相そうのないように」

「はい！」

　元気よく敬礼して応こたえるイリナ。

　かくして、俺たちは天使の仕事を見学することに。




　　　　─○●○─




「ああ、天使よ。我が懺ざん悔げに耳を傾かたむけてくれたまえ～」

　建物内にある礼拝堂で、ひざまずき懺悔する男性信者。

「ええ、どうぞ、私でよろしければお話を聞きましょう」

　イリナは頭上に輪っかを出して、天使の翼つばさを広げ、信者の悩なやみを聞いていた。信者はこの支部で働く関係者で、天使の存在を認にん知ちできている。

　いまの状じよう況きようを簡単に説明すると、「天使の悩み相談室」だそうだ。悩みを打ち明けたい信徒から相談を持ちかけられて、こうして礼拝堂でそれを聞く。

「神はエッチなＤＶＤをたくさん借りたこと、きっとお許しになってくださるはずです」

　男性の悩みを聞き、イリナはそう答えていた。礼拝堂の長いすで仕事を見学する俺たち。しかし、悩みも悩みだが、それに答えるイリナの格好もなんだかおかしい。

　純白の羽は衣ごろもを身に着け、神こう々ごうしい演出を光力で展開させ、口調と態度を無理に正しているため、その光景が妙みように笑えてしまう。

「いやー、イリナの相談室って、演出が強すぎないか？」

　と、アーシアとゼノヴィアに語りかけたのだが……。

「…………」

「…………」

　とうのお二人は興味深そうにイリナの仕事ぶりを見学するばかり。彼女たちにとってみれば大変勉強になるものなのだろう。

　……うん、残念だが、俺とは感性、捉とらえ方が違ちがうようだ。きっと育ってきた環かん境きようの違いなんだろうな。二人と感覚を共有できなくて残念に感じてしまった。

　イリナはそのあとも訪おとずれる信者たちの話を真しん剣けんに聞いて答えていた。

　二時間ほどで相談室は終わり、次のお仕事にイリナは向かう。当然、俺たちも付いていくことに。

　建物内の別の聖堂に赴おもむき、赤ん坊ぼう連れの若い夫ふう婦ふに対応するイリナ。

「天使さま、どうか、この子に聖なる名をつけてあげてください」

　おおっ、命名を天使に願いに来たのか。

「わかりました！」

　イリナは快く承しよう諾だくして、用意されていた紙にペンを走らせていく。

「はい！　その子の名前は『冶虎武』と書いて、『やこぶ』くんです！　聖人からお名前を拝借しました！」

　ひと昔前の暴走族かよ、おまえはぁぁぁっ！　なんだ、その適当感溢あふれる当て字は！　いや、真剣に考えてそう命名したんだろうけどさ！

「ありがとうございます、天使イリナさま！」

　あららら！　赤ん坊の両親はうれしそうにしているよ！　キラキラネームもいいところじゃねぇかぁぁぁっ！

「うん、いい名だ」

「はい、さすがイリナさんです」

　ゼノヴィアもアーシアも納なつ得とくしてる!?　わけがわからん！　信徒の感覚は、いまの俺には理解できない！

　次にイリナが向かったのは建物内にあるスタジオ。用意されていた撮さつ影えい器具と専属の男性カメラマン。水着に着き替がえたイリナの写真撮影が始まっていた！

「はい、いいですよー、イリナさま。じゃあ、次はこういうポーズで」

「こ、こうですか？」

「そうです！　一枚いただきます！」

　かわいくポージングするイリナにフラッシュが焚たかれる。

　……なんでも一部の信徒向けに発刊している身内専用雑誌『週刊ぶれいぶエンジェル』なるものが存在するそうだ。今度の特集はミカエルさんのＡ──イリナを取り上げるのだという。

「イリナさん、教会で天使の存在を知っている方々の間ではかなり人気があるそうです」

　アーシアがそう情報をくれた。

　……こんなアイドルまがいのこともやっているんだな。いや、それは俺たちも同じか。なんだかんだでイリナもそっちの業界じゃ、有名で人気があるんだな。

　かわいいもんな、イリナは。人気が出るのはわかるが……こ、これも天使のお仕事なのか……。どんどんイメージとかけ離れていくような……。

　撮影が終わったイリナにカメラマンの男性が言う。

「ふふふ、イリナさま、今日は彼氏同どう伴はんですか？　あれが噂うわさのドラゴンのボーイフレンドですな？」

　カメラマンが俺に視線を送ってくる。……おいおい、俺って、イリナの彼氏って噂されているのか？

　イリナは途と端たんに顔を紅潮させる。

「そ、そ、そ、そういうわけではなくて……！　イッセーくんは幼なじみというか……！」

　声を上ずらせて慌あわてふためくイリナ。

「イリナさまは信徒の間でも人気なのですから、彼氏が発覚したら男性ファンはたいそうショックを受けるでしょうな」

　カメラマンはそう言いながら豪ごう快かいに笑っていた。

　イリナが当とう惑わくする一方で──、

「……彼氏なんですか？」

「ほう、彼氏ねぇ」

　涙なみだ目めのアーシアと半眼のゼノヴィアが俺をにらんでいた！

「も、もう！　イッセーくんからも何か言ってあげて！」

　イリナが俺に詰つめ寄り、フォローを頼たのんでくるが──。そのときだった、イリナが撮影機器のコードに足を引っかけて、

「きゃっ！」

　俺のほうに倒たおれ込んでくる！　俺はなんとかうまくイリナを支えたのだが──。

　むにゅんと手に伝わるやわらかな天使の肌はだ触ざわり！　見れば、体勢を崩くずした拍ひよう子しに水着のブラがはだけて、俺の手にダイレクトにイリナの乳ちちがぁぁぁぁぁっ！

　あ、相変わらずもっちりと、確かな存在感を感じさせてくれるおっぱいだ！　そして何よりも肌はだの質感が極ごく上じよう！　まさに天使の触さわり心ごこ地ち！

「おおっと、イリナさま！　こんなところで幼なじみの彼氏とハグとは大だい胆たんですな！」

　俺とイリナが抱だき合っているところを、カメラマンにパシャリと一枚激写されてしまった！

　とうのイリナは恥はずかしさに耐たえるように切なそうな表情を浮うかべる。

「……こ、こんなところでダメだよ、イッセーくん。……そっか、こ、こんなふうに幼なじみの関係、越こえちゃう気なのね……」

　そんなこと言いながら、キミ！　翼が白黒点てん滅めつしているからね！　堕だ天てんの危機に直面しているからね！　気づいて！　俺はこのまま突つき進んでいいけど、堕おちていいのか、イリナァァァァッ！

　ぐにぃぃぃっ、俺のほっぺを引っ張る者が二人。

「……そこまでです」

「私たちの目の前で抜ぬけ駆がけは許さん。やるなら四人で一いつ緒しよにだ」

　アーシアとゼノヴィアに頰ほおを引っ張られる俺。

　……いや、ゼノヴィア、おまえの思考も大たい概がいおかしいよ？







　その後も、イリナの天使の仕事は続いた。書類の整理から、お料理教室、果てはお茶の相手までしていた。

　……天使というよりは、便利ななんでも屋？　けど、頼み込む皆みんながイリナのことを待ち、期待して頼たよっていた。俺が思っている以上に、天使の存在は教会信者にとって大切なものなのだろう。

　建物内の食堂で一休みしている俺たち。

「いやー、今日はおもしろかったな」

　俺は素す直なおな感想を口にした。実際、大変勉強になりましたよ。天界関連の支部って、初めてだったし、信者の皆みなさんとこんなに多く接したのも初めてだった。新しん鮮せん新鮮。

「最高の一日だった」

「はい、まさに最高でした」

　ゼノヴィアとアーシアは大満足だったようだ。当然か。封ふうじられたものを再び目にすることができたのだから。

「どうやら、一通り、見学されたようですね」

　現れたのはシスター・グリゼルダ。シスターは微ほほ笑えみながら言う。

「ところで、若手の戦士にエクソシストの実じつ践せん練習をさせたいのですが、見学していきますか？」

　エクソシストの実践か。それは興味がそそられる。

「ただ、対象となる悪あく霊りようがなかなか見つからなくて……。最近、大規模に一いつ斉せい殲せん滅めつしたものですから」

　視線が俺に移る。……え？　俺？

「ドラゴンで悪あく魔まのあなたに若手戦士たちのお相手をしていただけると幸いなのですが……。色しき欲よくだけお祓はらいしてしまうとかどうでしょう？　エッチなのはよくありませんよ？」

　シスターのわけのわからない提案に俺は度ど肝ぎもを抜かれるが、アーシアとゼノヴィアはうなずいた。

「そうですね、もしかしたら、イッセーさんはエッチなところを少しだけ祓っていただいたほうがいいのかもしれません」

「うん、スケベなのはいいが、度の過ぎた性欲は時に女を当惑させるかもな」

　なんですとぉぉぉぉぉっ!?　俺のスケベをお祓いで調整すると!?　そんなバカな！

「イリナ！　なんとか言ってやってくれ！」

　俺がイリナに助け船を求めるが──イリナは顔を赤らめながら、

「……イッセーくんとは堕天しないお付き合いがしたいから、賛成かも？　なーんてね」

　ウインクしてきやがった！　この建物にある教会パワーか、それとも天界からの御ご利り益やくか、三人ともここにきて信徒の精神が高まっちゃってる!?

「いやぁぁぁぁぁぁぁああぁっ！　性欲を消されてたまるかぁぁぁっ！」

　その場を逃にげ出す俺は、ゼノヴィアに追われつつ、「色欲＝罪」という教会の認識から、当分はこの建物に近づきたくないと思ったのであった。

　やっぱり、エロスに寛かん容ような悪魔こそ最高なんだい！







　　　Life.6　温泉に行こう！







　とある日の放課後、職員会議を終えてきたアザゼル先生が開口一番に俺たちへこう言った。

「よし、おまえら伊い豆ずに行くぞ。この間の魔ま獣じゆう騒そう動どう、あれの慰い安あん旅行だ」

　唐とう突とつに物を言うヒトなんで、今いま更さらだけど、いきなり慰安旅行と来たか……。しかも魔獣騒動の、ですか？

　ま、まあ、全員あの事件で心身共にかなり疲ひ弊へいしたけどさ……。俺も一度肉体が滅ほろびたし。

　リアスが目を通していた書類を置いて言う。

「いいわね、慰安旅行。日程は？」

「え？　先生の急な提案、リアス的にアリなんですか？」

　即そく答とうしたリアスに俺はそう訊きく。いつもの彼女なら、「いきなりそんなこと言わないでちょうだい。こっちにも都合というものがあるの」と返しているだろう。実際、彼女は悪魔の仕事を優先する現場第一主義的な面が強い。

「ええ、一息つくというわけではないけれど、皆に英気を養ってもらうプランを私も立てようとしていたわ。大きな事件が立て続けに起きて、皆の疲つかれも溜たまってきていると思っていたから。リフレッシュも兼かねていい提案だと思うわ」

　リアスがそう言う。

　それは……あるかもね。二学期に入ってからの事件を並べてみても、旧魔王派のテロ、悪神ロキ襲しゆう来らい、修学旅行先と昇しよう格かく試験後に英えい雄ゆう派に襲おそわれ、その後冥めい界かい全土を巻き込んでの巨きよ大だい魔獣騒動──と本当、信じられない事件のオンパレード。こうして皆みな無事に生きているのが奇き跡せきに等しいぐらいだ。

　でも、リアスが言うように全員どこかしら心身にダメージを負ったのも事実。

　先生がうんうんとうなずいて俺たちを見み渡わたすように言う。

「そうそう、その通りだ。おまえたちは信じられないぐらいの騒そう動どうに首を突っ込んだんだもんな。若いおまえらがあれだけの修しゆ羅ら場ば、死線をくぐれば体や心のどこかが傷ついていても不思議じゃない。──そこで慰安旅行なわけだ！　リアス、日程は次の週末でどうだ？　こういうのは即そく実行したほうがいいってもんだ！　なーに、手配はすぐに済む。あとはおまえたちの同意しだいだぜ？」

　全員が突とつ然ぜんのリアスと先生のやり取りに視線だけで追っている。すると、リアスが一度大きくうなずいた。

「ええ、わかったわ。では、次の土日は伊豆に行きましょう」

　こうして、俺たちオカルト研究部の伊豆一いつ泊ぱく二日慰安旅行が決行されることとなる。







　そのようなわけで次の土曜日。

　朝から快晴なり。いい旅行日和びよりだろう。

　俺たちは前夜に旅行の準備を整えて（実は皆旅行にウキウキしてて楽しそうに荷造りしていたよ。むろん、俺もね）、午前十時に兵ひよう藤どう家の門前に集まっていた。

「私、伊豆に一度行ってみたいと思ってましたの」

　目を爛らん々らんと輝かがやかせるのはレイヴェル。最近、日本のことを勉強しているからか、全国の有名な観光地に強く興味を抱いだいていたようだ。

「……伊豆のお魚はおいしいから楽しみです」

　小こ猫ねこちゃんは観光地の食べ物に意識がいっているみたいだ。

　木き場ばとギャスパーが到とう着ちやくし、残る先生とロスヴァイセさんを待つかたちとなった。

　兵藤家に住んでいない先生はともかく、同居しているロスヴァイセさんが集合時間にいないとは……。まさか、百均に旅行用のアイテムを買いに行った？　いや、時間に神経質なロスヴァイセさんがそのような理由で顔を見せていないのはあり得ないだろう。

　俺が首をひねっていると、背後でゼノヴィアたち教会トリオの会話が聞こえてくる。

「……てっきり、魔ま方ほう陣じんで移動かと思ったら、車なのか」

　と、ゼノヴィアが言っていた。

　……え？　マジか。今日、車移動なの？

「車で伊豆まで行くのか？」

　俺がトリオの会話に介かい入にゆうすると、イリナがうなずいてきた。

「うん、私はそう聞いたわ。アザゼル先生も車で来るそうなの」

　先生が車で？

「ええ、今日は車移動よ。突然、そういうことになったの。アザゼルの提案よ」

　リアスからもそのような説明を受ける。それ、先生の思いつきだろうな。まあ、たまには伊豆まで車で移動も悪くないんじゃないか？

　そのように俺が思っていると、遠くから車の走行音が近づいてくる。青色の車が高速で角を曲がってきて、兵藤家の門前で弧こを描えがくように激しくドリフトして急停止した！

　俺たちの目の前にもの凄すごいスピードで乗り付けてきたのは、青一色のスポーツカー。

　扉とびらが開き、中から現れたのは光こう沢たくのあるジャケット、パンツという出いで立ちのアザゼル先生！　サングラスを装着して、どこの歌か舞ぶ伎き町ちようホストですかと言わんばかりの格好だった。

「ふふふ、今日は俺の愛車で伊豆の海岸線をドライブだ」

　キザなポーズで車に寄りかかりながら先生はそんなことを言う。

　……先生らしい派手なスポーツカーですこと。

「……おおっ、速そうだ。悪魔の仕事で金を貯ためてこういう車を買おうかな」

　ゼノヴィアがそんなふうに興味深そうにスポーツカーを見ていると、アーシアが首をかしげていた。

「でも、車で移動といっても、この大人数ですし、先生の一台だけでは……」

　アーシアの言うことはもっともだ。そのスポーツカー、ちょっと珍めずらしい五人乗りだが、そもそも俺たちは十人以上いるし、乗れないヒトばかりになる。

　今日のメンバーを数えてみても──俺、リアス、アーシア、朱あけ乃のさん、小猫ちゃん、木場、ゼノヴィア、ギャスパー、イリナ、ロスヴァイセさん、レイヴェル、先生、それにオーフィス。オーフィスを家に置いていくこともできないので連れて行くことになってしまったしさ。計十三名参加の旅行だ。スポーツカー一台じゃ無理すぎる。

　まさか、ジャンケンで負けた奴やつは現地まで空を飛んでこいとか無茶ぶり言うんじゃ!?

　などと身構えていたのだが……。さらにもう一台、車が兵藤家の前に到着する。

　赤いワゴン車だった。車から降りてきたのは──ロスヴァイセさんだった！

「ワゴン車をリアスさんに用意してもらいました。こちらは八人乗りですよ」

　いないと思ったら、ワゴン車を取りに行っていたのか！

「ロスヴァイセさん、免めん許きよ持ってたんですね」

　俺が言うと、ロスヴァイセさんは「当然です。これでも元北ほく欧おうの主神のお付きですから」とごく当たり前のように返された。考えてみりゃその通りだ。このヒト、オーディンのじいさんのお付きをする前から各種いろんな資格やらをゲットしていた才女だったようだから。……それを思うと余計に残念に思える、ロスヴァイセさんの趣しゆ味みと生き方。

　と、まあ、それは置いておくとして。俺は湧わき上がる思いを、手をあげて発した。

「俺！　ロスヴァイセさんの車に乗りたいです！」

　ロスヴァイセさんの運転をしっかり確かめたわけじゃないが、いま家の前に乗り付けてきたとき、先生と比べて遥はるかに静かなものだった！　これはどう考えてもロスヴァイセさんの車に乗車したほうが安全──ッ！

「おいおい、おまえ、俺のドライビングテクニックに不安でもあるのか？」

　不満げな先生。

「あるに決まってますよ！　絶対安全運転しそうにないじゃないですか！　死の旅路になるに決まってます！」

　俺は正直に吐はき出した！　あったりまえじゃん！　普ふ段だんからトラブルメーカーなんですから、信用なんてないに等しい！　いや、絶対にない！

「私はアザゼル先生の車でもいいぞ。スリリングなドライブも悪くないだろう」

　ゼノヴィアは先生の車のドアを開けてすでに乗り込む姿勢だ！

「さすがゼノヴィア。わかってるじゃねぇか」

　ゼノヴィアの頭をなでる先生！

「スリリングな運転を否定しなかった!?　うわぁぁぁんっ！　やっぱり、安全に運転する気ないじゃないですかっ！」

　ゼノヴィアは命知らずだから先生の車でも問題ないんだろうが、俺は絶対に嫌いやだぞ！

「堕だ天てん使しに人間の法定速度は当てはまらないのさっ！」

　飛ばす気まんまんじゃねぇかっ！

　もういや、この邪じや悪あくで悪党なラスボス堕天使を誰だれか倒たおして！

　周りの皆みんなも率そつ先せんして先生の車に乗りたいと申し出る者がおらず、自然とロスヴァイセさんの車の周囲に集まっていた！　しかし、ワゴン車の乗車枠わくは運転手を除いて七名！　スポーツカーに乗る犠ぎ牲せい者しやが四人も出る計算だ！

　俺は嫌だ！　俺は動く棺かん桶おけに乗るつもりはねぇぞ！　で、でも、リアス、アーシア、朱乃さん、小猫ちゃん、レイヴェルが貧びん乏ぼうくじを引くことになったら……俺は身を犠ぎ牲せいにするしかない！　ゼノヴィア、イリナ、オーフィスは耐たえられそうだから除外！　残りの野や郎ろう二人は知らん！

　そう思うと俺がワゴン車に乗れる確率は相当低いじゃないか……っ！

　頭の中であれやこれやと苦く慮りよしているとリアスが息を吐はいて意見を述べる。

「じゃあ、公平にジャンケンで決めましょう」

　運命の時が迫せまった──。




　　　　─○●○─




　……結局、俺はジャンケンで負けてアザゼル先生の車に乗ることに……。

　先生の車に乗るのは俺、ギャスパー、ゼノヴィア、オーフィスという色物メンバーと言って過言なしのメンツ。

「ごめんね、イッセーくん」

　俺に謝りつつ、ワゴン車に乗り込むのは木場だった。

　あっちは運転するロスヴァイセさんをはじめ、リアス、アーシア、朱乃さん、小猫ちゃん、イリナ、レイヴェルと華はながありすぎる！　そこに木場が乗り込むなんて……っ！

　久しぶりにイケメンに対して嫉しつ妬とを禁じ得ないぜ……っ！　しかも俺がこっちに当たったのは誰かの身代わりとかでもなく、もろに俺がジャンケンで負けたからだ！　運がなかっただけなんだ！　旅行に出る前から凶きよう運うんすぎる！

　悔くやしさに拳こぶしを震ふるわせる俺。そんな俺を迎むかえ入れるようにスポーツカーの助手席のドアがひとりでに開く。助手席越ごしに先生が不敵な笑えみを見せていた。

「ふふふ、ようこそ、俺の愛車へ。イッセー、おまえは助手席な」

　地じ獄ごくの門が勝手に開いたようにしか思えない状じよう況きようだぜ……。車内から邪悪なオーラが流れてきているように感じる……っ！

　恐おそる恐る乗車する俺たち。心臓がバクバクと鳴るなかで、先にロスヴァイセさんが運転するワゴン車が発進する。後部座席の窓から小猫ちゃん、レイヴェル、朱乃さんが手を振ふっていた。ああ、そっちに乗りたかった……っ！

　こちらの後部座席に座るゼノヴィアは平然としたものだ。オーフィスもいつもの無表情。両者に挟はさまれているギャスパーは──。

「……ひぐっ。……あぅあぅ……」

　すでに顔面蒼そう白はくでシートベルトを必死につかんでいた。全身ぶるぶると震えてやがる。発進する前から涙なみだと鼻水で顔がえらいことになっていた。

　怖こわいよね！　俺もそう思うよ！　ジャンケンで負けたおまえが、小猫ちゃんに「……ギャーくん、私がそっちに乗ってもいいよ？」と厚こう意いを向けられても「大だい丈じよう夫ぶ」と男を見せたのを俺は高く評価するぜ！　いざってとき男だよな、おまえは！

「よーし、カーナビつけっぞ。堕天使特製のナビゲーションだ」

　そんな俺やギャスパーのことなぞ知らぬ先生は発進のためにカーナビを起動させようとしていた。

　先生がボタンを押した瞬しゆん間かんだった。ウイーンとボンネットが開いて、衛星放送のアンテナみたいな円状の物体が姿を現す。

　機械音声が車内に響ひびく。

『サテライト・ダウンフォール・キャノンシステムの起動準備に入ります。半径一キロ以内に存在する友軍はただちに避ひ難なん──』

　……えっ？　な、何事!?　車内の俺たちは突とつ然ぜんの警告に驚おどろく！　先生はケラケラ笑いながらボタン操作をして、音声をストップさせた。

「おーっと、これは違ちがうボタンだった。失敬失敬」

「なんか、キャノンとか避難とか危険極きわまりない単語が聞こえてきたんですけど!?　つーか、ボンネットから何か出てきましたよ!?」

　俺がそう突つっ込こむ！　な、何をこの車に搭とう載さいしてやがるんだ、この先生は!?　思えばこのヒトの車だ、何があってもおかしくないじゃないか！

　俺まで顔が青くなってきたが、先生は平然とモニター操作を再開させる。

「気にするな。サテライト兵器はここでは使わん。ハリウッド映画じゃよくあることだぞ？　えーと、こっちのボタンだったかな。何せいじり回したせいで、空は飛べるわ、水上は走れるわ、次元の狭はざ間まにダイブできるわといろんな機能がありすぎて、どこに何が設置してあるか、制作者の俺でもよく覚えてないんだわ。これだったかな？」

　次にボタン操作をすると──。

『目標を指定してください。ただちにドラゴン・デストロイ・ミサイルを発射します』

　ボンネットが再度開いて小型ミサイルが出現するっ！　何これぇぇぇっ!?

「ああ、これはイッセーが『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』で暴走したときを想定して作った龍殺しドラゴンスレイヤーミサイルだったかな。すまんすまん」

　いやー、まいったなぁ、というふうに笑顔で平ひら謝あやまりしてくる先生！

　サテライト兵器にミサイル!?　何を積んでいるんだ、この不思議スポーツカーは!?

　ていうか、このスポーツカーで暴走した場合の俺を倒す気でしたか!?　俺、とんでもない代しろ物ものに乗車してんな！

「私はむしろそれが見たい」

　ふざけんな、ゼノヴィアァァァァッ！　発車が発射になっちまうだろうがっ！

「じゃあ、今日は普ふ通つうに走るぞ！　パワーブースター、スイッチオン！」

　先生がハンドル横にある謎なぞのスイッチを押した瞬間──。

　ゴォゥゥゥゥゥゥゥッ！　けたたましい音のロケット噴ふん射しやと共に青いスポーツカーは爆ばく走そうを開始させる！

　俺はシートベルトに手をかけ、体にかかるＧを感じながら思いっきり叫さけんだ！

「おろせぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　あとから見せてもらったが、この車には小型で高性能なロケットエンジンが搭載されておりました。法定速度どころの話じゃなかった……。







　兵藤家を旅立って二時間半ほど。

　俺とギャスパーは車の中でグッタリと死んでいた。平常なのはゼノヴィアとノリノリで運転する先生だ。

　一部スピードを出したらヤバそうなところでは普通に運転してくれたけど……あとは爆走状態だった。

「見ろ、おまえら。海が見えてきたぞ」

　先生が車窓から見える伊豆の海岸を見てテンション高めにしていた。

「……そうっスね」

　俺は元気なくそう答えるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。途と中ちゆう、ドライブインに入ったとき、ワゴン組の皆から心配されたよ。傍はたから見ても相当酷ひどい運転だったようだ。

「……倒した方……グレートレッドを唐から揚あげ……」

　などという寝ね言ごとをつぶやくのはオーフィス。……どんな夢見てんだ？　てか、あの運転でよく寝れるな……。さすが龍りゆう神じんさまだ。

「…………きゅー」

　ギャスパーは完全に目を回していた。同情するぜ、ギャー助すけ。

「なんだ、テンション低いな、イッセー。もっとアゲアゲでいこうぜ？」

「そうだぞ、イッセー。海はいい。うーん、潮の香かおりだ」

　窓を開けてドライブを楽しむ先生とゼノヴィア。……いや、もう俺は何事もなく目的地に着けばそれだけでいいです。無事に到とう着ちやくすることを願うばかりです。

　車はそのまま山に登るべく、街かい道どうを突き進んでいく。

　山を登り、どんどん山中に入り込み、道も細くなっていった。

　伊豆の山に入って一時間ほど、濃霧の先に目的地となる温泉旅館が姿を現した。周りは山と木々しかない。旅館は古き良き木造の純和風な雰ふん囲い気き。しかし、決して古くてボロいというものではなく、古風でどこか懐なつかしく親しみやすそうな趣おもむきだった。

「いい旅館ね。今日は……今夜は素す敵てきなものになりそうだわ」

　リアスはほんのり頰ほおを赤くしながら、旅館を見ていた。しかも俺の手を握にぎってくる。……こ、これはどう反応したらいいのだろうか？　今日の旅行はリアス的にも素敵なものがある……？

「……温泉。旅行……一組だけ敷しかれた布ふ団とんには枕まくらがふたつ……」

　朱乃さんまで空いている俺の手を握ってきていた。その表情はリアス同様瞳ひとみを潤うるませていた。期待に充みち満ちた様子のお姉さまたち。何か期待に応こたえねばならないような雰囲気だけど、俺は先生の荒あらい運転に付き合わされたせいか、その余よ裕ゆうもなく、一秒でも早く部屋で休みたい気分だった。……あとでトイレで吐はこうと思う。きもちがわるい……。

　皆、荷物を車からおろして旅館に移動する。俺とギャー助はフラフラのまま旅館の入り口を通っていった。……何事もなかったように普通に歩く頑がん丈じようなゼノヴィアとオーフィスがうらやましい。

　正直、リアスが手を引っ張ってくれなかったら足取りもおぼつかなかっただろう。

「お帰りなさいませ。いーひっひっひっ」

　不気味な笑い声と共に俺たちを迎え入れてくれたのは──着物を着たしわくちゃのお婆ばあさんだった。一見、妖よう怪かいのようにしか見えないほど怖い面おも持もちをしている。

「おー、女将おかみ！　今日は厄やつ介かいになるぜ！　貸し切りだしな！」

　先生がお婆さんにあいさつをしていた。あ、じゃあ、この妖怪風の婆さんがこの旅館の女将さんか。つーか、貸し切りってマジかよ！

「いっひっひっ、伊豆の山んなかまでようこそお出いでくださいました。ここは悪あく魔まさんや堕だ天てん使しさんにご贔屓ひいきにしてもらっている秘境ですぞい。私はここの女将をしておりますゆえ。いま流は行やりの山ガールですぞ。ひっひっひっ」

　山ガールって！　いえいえ、山姥やまんばにしか見えませんけどね！

　しかし、ここって悪魔や堕天使専用なのか？　秘境の温泉ってことかね。

「実は来る途中、一いつ般ぱん人じんでは通れない結界をいくつかくぐってきたのさ」

　先生がそう説明をくれた。あ、じゃあ、来る途中の濃こい霧きりが結界だったのかな？

「今日はお世話になります──」

　そこまで山ガール女将にあいさつをしたリアスの表情が笑顔のまま凍こおり付く。

　気になって、リアスの視線の先に目を向けると──奥から銀ぎん髪ぱつのお姉さんが近づいてきていた！

「ごきげんよう、皆みなさん。先にこちらでお待ちしてました」

「グレイフィアさん!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげる俺！　当然だろう！　まさか、ここにグレイフィアさんが来ているなんて思ってもいなかったから！　しかもメイド服を着ていない！　完全に私服！　ってことは今日のグレイフィアさんは──。

「オフをいただきました。学生たちだけの旅行はいろいろと危険でしょうから、今日は引いん率そつとして参ったしだいです」

　淡たん々たんとグレイフィアさんがそう言う。

　グレイフィアさんは凍り付くリアスの真っ正面まで来て一言告げる。

「リアス、まさか、旅先でハメを外そうなどと思ってはいなかったでしょうね？」

　半眼でリアスにそう言うグレイフィアさん。リアスは「ギクッ！」とばかりに体を反応させて強こわ張ばらせる。……図星だったのか。朱乃さんも諦あきらめたように肩かたを落としていた。

　グレイフィアさんがリアスに正面から言う。

「高校生が温泉旅行の名目で想おもいを完かん遂すいさせるなど、百年早いですね。いつも言っているでしょう？　まずは殿との方がたと普ふ段だんの生活で成じよう就じゆさせなさい。殿方との旅行で盛り上がるのはそれからでも遅おそくありません」

　アザゼル先生がグレイフィアさんの肩に手を置く。

「まあまあ。今日は無礼講ということでいいじゃねぇか。おまえさんも温泉に浸つかって日ひ頃ごろの疲つかれを取れって」

　グレイフィアさんは先生の手を取り、奥に引っ張っていこうとする！

「いい機会です。あなたにもいろいろと話さなくてはいけないことが山のようにありました。今日はいままでの反省とそれを踏ふまえての今後を話し合いましょう」

「お、おい！　マジか！　俺は今日温泉に入って酒をキューッとやって岩がん盤ばん浴よくやって卓たつ球きゆうやってマッサージ機を使う予定なんだぞ!?」

「サーゼクスに悪あく影えい響きようなので、いまのうちにあなたの悪いところを摘つみます」

「摘まれるの、俺!?　おい、助けろ、おまえたちぃぃぃっ！」

　俺たちに助けを求める先生。俺たちは満面の笑えみで手を振ふり、見送った。ああ、先生がグレイフィアさんに粛しゆく清せいされるなんて、こんなに素晴らしいことはない！

「てめえら！　薄はく情じよう者ものぉぉぉぉぉっ！」

　こうして、悪の堕天使は銀髪の女王に旅館の奥に連れて行かれたのだった。本当、反省するところは反省してくださいね！







　俺たちは割わり振られた部屋に向かっていく。

　俺は男たちだけの大部屋に移動する。メンバーは俺、木場、ギャー助、先生の四人。他の女子たちも一部屋三人で計三部屋借りたそうだ。

　部屋は和洋室ってやつで、部屋数も多く、かなり広い。ベッドはふたつ。二人ベッドで残りは和室で布団かな。

　わっ！　部屋に温泉はついてるし、マッサージ機もある！　テレビもデカいし、各部屋に備え付けだ！

「部屋のお風ふ呂ろにもテレビがついてたよ」

　木場が浴室を確かく認にんしてそう言った。

「普通なら至いたれり尽つくせりの部屋の造りに驚おどろくところだけど、それでもあまり驚けないのがなんともいえないな」

　俺は皮肉げにそう口にする。この部屋よりも豪ごう華かなところを知っているからね。グレモリーのお城で借りた部屋はこれの数倍は広く、備え付けの家具も高級なもので豪ごう華か絢けん爛らんだった。いや、あの城と比べても仕方ないんだけどさ。

「ぼ、僕はこの部屋の温泉だけでいいですぅ……大浴場は恥はずかしいので……」

　と言いながらベッドにバタンキューしたのはギャスパーだ。先生の乱暴な運転で心身共に疲れ果てたのだろう。

「いや、どうせ俺たち以外いないんだから夜中に入ればいいじゃねぇか」

　俺はギャー助にそう言った。貸し切りを堪たん能のうしようぜ。

　って、言ってる俺も和室でダウンしているんだけどね！　うぅ、気持ちわりぃ……。

　車のなかでこの旅館に混浴風呂があるのは先生から聞いて知っている。混浴風呂！　スケベな俺がいかねばならない場所だが……貸し切りとなると……あれ？　改めて考えると、他に女性客がいないんじゃね!?

　リアスたちがその混浴風呂に入る根こん拠きよなんてないし、面と向かって「混浴の温泉に入りましょう！」なんて恥ずかしくて言えやしないって！

　……ま、とにもかくにもこの体のダルさをなんとかしないと温泉どころじゃないんだよな……。

　俺は夕飯まで体を休ませることにしたのだった。

　……あれ？　俺、温泉に癒いやされに来たのにどうして車でまいってんだ……？　先生、俺、最悪帰りは電車で帰りますからね……。そう決意しながら俺は和室に突つっ伏ぷした。







　夕飯前──。

「自じ称しよう天使には負けん！」

「言ったわね！　天界式ピンポンを見せてあげるわ！」

　大浴場近くにあるゲームコーナーでお決まりの卓球勝負をしているのは、浴衣ゆかたに着き替がえたゼノヴィアとイリナだった。激しいラリーを繰くり広げている。

「お二人ともがんばってくださーい！」

　見学しながら応おう援えんを送るのはアーシア。

「……レイヴェル、これおいしいから食べてみて」

「まあ、いただきますわ」

　小猫ちゃんとレイヴェルはゲームコーナーに設けてあるソファで温泉まんじゅうを食べていた。普段口ゲンカするけど、なんだかんだで仲の良い一年生二人だ。

「あぁぁぁぁぁああああああぁぁ……いい……」

　震ふるえた声を出しながら気持ち良さそうにしているのは、マッサージ機を使うロスヴァイセさん。声が若じやつ干かんおばさんくさかったですよ？

「……わぉわぉわぉ……」

　変な声を震わせて揺ゆれるマッサージ機に座るのはオーフィスだった。表情は変わらずだが、気持ちいいのだろうか？

　しかしまあ、皆みんな思い思いに温泉旅館を堪能しているようだ。

　木場は温泉に。リアスと朱乃さんも岩盤浴を堪能しているんだってさ。……ということで、まだ誰だれも混浴風呂に入る気配がない。

　……これはいざとなったら覗のぞきしかないのか？

　……まあ、ようやっと気持ち悪さも抜ぬけてきたので、夕飯食べて一息ついたら大浴場に行ってみようと思う！

　スケベな気持ちを新たにして、俺は英気を養うことにした。




　　　　─○●○─




　そして深夜のこと。

　俺はエロエロな勘かんを働かせて、「この時間帯なら女子の誰かが入るはず！」という時間に部屋を抜け出す。先生は夕飯前にグレイフィアさんからようやく解放されて部屋で晩ばん酌しやくタイム。ようやっと復活したギャスパーは部屋に備え付けてある温泉に入っているそうだ。木場は岩盤浴に行っている。

　夕飯前に確認したが、男湯と女湯の露ろ天てん風呂は大きな仕切りがされているだけで、基本温泉が繫つながっている。つまり、仕切りを越こえればあちらは桃とう源げん郷きようというわけだ。

　気分もだいぶ持ち直した。おいしい夕飯も食べた。仮か眠みんもとった。

　睡すい眠みん欲よくと食欲を満たしたら、次はエロエロに決まっているじゃないか……ッ！　温泉に来たんだ、スケベが女湯覗かないでどうするよ……っ！

　さーて、温泉へ！　と、気合を入れて向かう俺の視界に「混浴」の文字が飛び込んでくる。

　……今回、女子と遭そう遇ぐう確率が皆かい無むそうな浴場だ。女によ体たいを拝むのなら、男湯に入って女湯を覗いたほうが確実といえる。

　しかし、どうしたことだろうか。「混浴」という文字と響ひびきに心の底から惹ひかれるこの男心！　行ったって誰もいないだろう。最悪、山ガール女将おかみという山姥やまんばが入っていたってオチもあり得る！

　それでも一度は中を確認してみたいこの淡あわいスケベ心！　男子の皆さん、理解してもらえるでしょうか？

　俺はとりあえず温泉の様子だけ見てから男湯に向かっても遅くないかと、混浴風呂の脱だつ衣い場に足を踏み入れた。

　……案の定、脱衣場からは中に誰かが入っている様子はうかがえなかった。でも、中の様子ぐらい見てもいいだろう。

　扉とびらを引いて、中を確認する。うん、大きなお風呂がひとつ。奥には露天風呂も備え付けられている。むろん、誰も入っておらず、お湯がわく音しか聞こえてこない。

「ま、こんなもんだよな。だーれも混浴に入らないし……素直に男湯で待機して覗くか」

　俺はそんなことを口にしながら嘆たん息そくした。振り返り、出ようとしたとき、誰かが脱衣場に入ってくる！

　……長い銀髪の女性。ロスヴァイセさんじゃない。

　──髪かみをおろしたグレイフィアさんだった！

　混浴風呂の脱衣場で出くわす俺とグレイフィアさん！

「グ、グレイフィアさん!?」

「あら、一いつ誠せいさん。殿方がいらっしゃるなんて……事前の確認を怠おこたるなんてうかつでしたね」

　これはまずい！　出て行かないとお説教を食らいそうだ！

「し、失礼しました！　お、俺、出ます！」

　足早に出ようとしたときだった。──グレイフィアさんが俺の手をつかむ。

　怪け訝げんに思う俺にグレイフィアさんは微ほほ笑えんでこう言った。

「一いつ緒しよに入りましょうか」

　…………え？　俺は予想外の一言が現実のものとは思えないほど、呆あつ気けにとられた。







　……俺は想像だにしなかった現状に困こん惑わくしていた。

　混浴の浴場。その洗い場に座る俺──と、グレイフィアさん！

　俺のふたつ横にグレイフィアさんが座っているんですけど！　全ぜん裸らで！

　……なんという空気！　いいのか、悪いのか、それすらわからない状態だ！　ちらりと横目で見れば、たわわなおっぱいとグラマーな女体がそこにある！　リアス並み、いや、それ以上かもしれないナイスバディがすぐ横にあるという現実！

　しかし、スケベな気持ちよりも先に心臓がバクバクと鳴り、緊きん張ちよう感に包まれていた！

　最強の女王クイーンだぞ？　下手なこと、できるわけないじゃないか……っ！　あの魔ま王おうサーゼクスさまですら、恐おそれる女性なんだ！　変な気持ちを持った瞬しゆん間かんに消されるに違ちがいない！

　でも理解できない！　その厳しいグレイフィアさんがどうして俺と混浴の温泉に入る？　理解不能！　理解不能だ！　何かあるに違いない！　ここで俺にお説教とか！　スケベすぎるのがダメ！──とか、リアスとの関係についてもの申すことがあるとか！

　頭にめぐるものをあげるだけでキリが無い。

「……あ、あの、いいんですか？」

　俺は恐る恐るそう訊きく。つまり、俺と入っていいのか？──ということだ。

「何がですか？」

　グレイフィアさんは桶おけに入れたお湯で体を流しながらそう聞き返してくる。

　…………い、いや、そう返されてしまうと。

　俺はたまらなくなり、立ち上がって出ようとした！

「……い、いえ、俺、上がります！」

　足早に去ろうとした俺の手をグレイフィアさんは再びつかみ、すぐ横の洗い場に座るよう促うながしてきた！

「お待ちなさい。まだ体を洗ってはいないのではなくて？　お湯に浸つかってもいません」

「は、はい。で、ですが、これ以上は失礼なんで俺、出ます！」

　お湯に浸かれるわけないじゃん！　緊張でそれどころじゃないよ！

　グレイフィアさんの横に座らされる俺！　これ、どういう状態ですか!?　ちらりと目線を向ければそこに極ごく上じようのお姉さんボディがあるわけで！　タオルで隠かくすことすらしない！　クソ！　まぶしいほどに白い肌はだ！　しみひとつすら確かく認にんできない！

　乳はデカいし、乳首も乳輪もきれいだし、形も最高だ！　足も俺的にちょうどいい太さで、腰こしも経産婦と思えないほどくびれてる！　本当に子供一人産んでますか!?　──って訊きたくなるほど、見事な肉体だった！　物もの凄すごくエロスを感じてならないよ……っ！

　って、こんな状じよう況きようでもきっちり女体を確認している俺も相当なエロさだな！

「背中を流してあげましょう」

　そう言われ、俺はグレイフィアさんに背中を流してもらうことに！

　ごしごしと背中をタオルでこすられる俺。……どう反応したらいいかわからん！　ただ、鏡越ごしに映るグレイフィアさんのおっぱいはごしごしするたびにぶるんぶるん揺れていたんだ！
















　背中から腕うで、太ももの辺りまでタオルでこすられる！　た、たまに近寄りすぎてグレイフィアさんのおっぱいがピタ、ピタと背中に触ふれることがあって……もう、どうしたらいいのか反応に困ってしまう！

「広いのね、一誠さんの背中は」

「きょ、恐きよう縮しゆくです！」

　グレイフィアさんのお褒ほめの言葉に全力で答える俺！　グレイフィアさんがおかしそうに笑えんだ。

「うふふ、何をそんなに改まっているのですか？　私は正直な感想を言っただけですよ？　やはり、高校生といえど、男性ね。とてもたくましい背中をしているわ。いえ、冥めい界かいのために数々の強敵を倒たおしてきたあなたにそのようなことを言うのは失礼かもしれないわね」

「い、いえ、そ、そんなことはありません！　褒めていただきまして、大変光栄です！」

　そんな会話をしながらも俺の背中にお湯がかけられる。丁てい寧ねいなタオル運びだった。

「はい、これできれいになりましたね」

「ありがとうございます！」

　よ、よし！　もう出ていいのかな？　グレイフィアさんの裸ら体たいが見られたのと、背中を流してもらっただけで十分に貴重な体験でしたから、今日は勘かん弁べんさせてください！　なんだか、緊張×緊張でどうにもならんのですよ！

　しかし、グレイフィアさんはうしろを向き、背中を見せて俺に言った。

「では──今度は私の背中を流していただけるとうれしいのですが？」

　──っ！　そ、そうきたかぁ……！　俺は生なま唾つばを飲み込み、なんとか声を絞しぼり出した。

「い、いや、そ、そのようなことを俺なんかがするなんて……！」

　恐れ多すぎるだろう！　魔王の奥さん！　ファーストレディの背中だぞ!?

「ダメかしら？」

　残念そうな声こわ音ねのグレイフィアさん！　そ、そんな声を出されてしまうと俺も……っ！

「い、いえ！　グレモリー眷けん属ぞく、兵藤一誠！　謹つつしんでお受け致いたします！」

　受けるしかなくなるじゃないですか！

「うふふ、一誠さんは本当におかしな方ですね」

　ああ、この方、笑顔がたまらんほどかわいいわ！　年上のお姉さまはやはり最強です！

　僭せん越えつながら、背中をタオルでごしごしすることに！　泡あわ立だてて粗そ相そうのないようにする。

　いざ取りかかってふと思った。

　……女性の背中って小さいよな。グレイフィアさんも思っていたよりもずっと小さく感じてしまった。……これが最強の女王クイーンの背中。この背にいろんなものを背負っているんだな……。

　背中をごしごししながら、俺はある思いに駆かられていた。……これはあのことを話すいい機会なんじゃないか？　いつかリアスのご家族に話さないといけないことなのだから、これは好機と言える。

　俺は生唾を再び飲み込み、意を決して告げた。

「あ、あのグレイフィアさん」

「はい。なんでしょう」

「こ、こんなときに言うのは恐れ多いのかもしれませんが……」

　……すごい勇気がいる。俺とリアスの関係についてだ。でも、言わないとダメだろう。そこは男として相手のご家族にも伝えねばならない、と俺なりに思うんだ！

「俺と……ぶ、いや、リアスはお互たがいの想おもいを告げ合いました」

「ええ、うかがっています。冥界でも有名ですもの、『グレモリー次期当主の恋こい人びと』として。それで、私に改めて報告された理由は？」

「……ゆ、許してくださいますか？　俺とリアスとの……義妹いもうとさんとのこと……」

　……許してあげないって言われたらどうしようもなくなってしまうんだけど……。いや、そこはそこ！　俺は認めてもらえるまで精しよう進じんするしかねぇ！

　グレイフィアさんは訊いてくる。

「その確認は私があの子の義あ姉ねだからですか？　それともグレモリー家のメイドだからでしょうか？」

「両方です」

　俺の真まっ直すぐな言葉を受けて、グレイフィアさんは少し考え込むように黙もくした。……この沈ちん黙もくが何を意図しているのか、いろいろあれこれ考えてしまうよ！　怖こわい！

　しばしして、こう言ってくる。

「そうですね。では、条件をクリアしてくれるのなら許してあげましょうか」

「じょ、条件！　ど、どのような……？」

　グレイフィアさんは顔をこちらに向けて、笑みを見せる。

「今後、私のことをプライベート時に『義あ姉ね』とお呼びなさい。それが条件です」

　──ッ！

　……そ、それは……難易度が高いというか、恐れ多すぎるというか……。

　そうくるとは思わなかった。つーか、それって、つまり、ほとんど許すってことでいいのか？　真相はわからない。

　ごしごしも終わり、俺は湯で背中を流した。

「背中、ありがとうございました」

　礼を口にするグレイフィアさん。

　さて、このあとどうしたものか。会話もまだ続くだろうし。しかし、背中を流すのも終わってしまった。

　この浴場に入ってから困惑することばかりだよ！　奥が深すぎるぞ、混浴って！

「さ、お湯に浸かりましょう。せっかくの温泉なのですから」

　グレイフィアさんに言われるまま、温泉に浸かることに。

「……いいお湯です。温泉は日本のものに限りますね……」

　お湯に浸かり、グレイフィアさんが気持ち良さそうにそう漏もらした。

　確かに気持ちいい。どんな効能がお湯にあるかわからないが、温泉が全身に染み渡わたってくる。

「そ、そうですね」

　……そう返すものの、すぐ隣となりに銀ぎん髪ぱつのお姉さんがいるものだから……。温泉よりもそっちが気になって仕方ない。

「この間はミリキャスがお世話になりました」

「いえ、そんな。こちらこそ、楽しかったです」

　素す直なおな気持ちだ。ミリキャスと過ごした時間は大変貴重なものだった。

「ええ、あの子もとても喜んでいました。……あの子は出生が特別なものだったゆえに他の子供たちのように自由が約束されているわけではありませんから……」

　サーゼクスさまとグレイフィアさんの息子むすこ──。魔王の子供というだけで大人たちは特別な目であの子を捉とらえる。今後待ち受けるものはミリキャスが思う以上に大きなものなのだと思う。プレッシャーに押し潰つぶされないよう、たくましく育ってほしいし、そう進めるよう俺も助けられるところはフォローしたいと思う。

　そんなふうに思っているとグレイフィアさんが……こちらに近づいてくるぅぅうっ!?

　身を寄せてきて、俺の頰ほおに手を伸のばす！

「夫も息子も一誠さんとプライベートな時間を有意義に過ごした。それならば私も多少一誠さんと楽しく過ごしても文句は言われないと思いませんか？」

　そ、そうなのですか……？　というか、いつものグレイフィアさんと違い、官能的な目をしているから、俺も……ドキドキしてきたというか……っ！　これは緊張しているから？　それとも裸はだかの美人さんが温泉で迫せまってきているから!?　あるいは両方だろう！

「……義弟おとうとができるのですね……」

「……グレイフィアさん、ご家族は……？」

　どう反応していいか、わからない俺はふいにそう訊きいてしまう。すると、グレイフィアさんは少しだけ表情を落ち込ませていた。

「死別、または生死不明です。過去の旧政府と反政府の内戦でルキフグス家の者は実質私しか残りませんでしたから……」

「すみません……俺、辛つらいことを訊いてしまって……」

「あなたが気に病やむ必要はありません。遠いむかしに終わったことです。それに私には新しい家族がいますから……。サーゼクス、ミリキャス、リアス、お義と父うさま、お義か母あさま、ルシファー眷属……それに」

　グレイフィアさんが俺の頰をなでる。それはリアスのなで方にそっくりだった。

「義弟あなたもいる。いまはとても幸せですよ？」

　──っ。なんて素敵な笑顔。こんなグレイフィアさんは初めてだ。そして、こんな状況なのに俺の目がおっぱいに釘くぎ付づけなのはどうしようもない！

　グレイフィアさんが俺の視線に気づいた様子だった！　俺はすぐに謝った！

「す、すみません！　どうにも視線がそちらにいってしまうものですから！」

　クスクス小さく笑うグレイフィアさん。

「かまいません。若い男性なのですから、当然の反応でしょう？」

　なんだか、今夜はやけに寛かん大だいだぞ!?　怖いぐらいだ！

「けれど、そうね。私の裸を見た殿との方がたはサーゼクスとあなただけですね」

　……魔ま王おうと俺だけ……？　そ、それは大変ありがたいような、失礼のような……。

　複雑に思いながらもグレイフィアさんとの混浴が少しずつ楽しくなってきたなか、突とつ然ぜん浴場の扉とびらが開く。

　そちらに目を向ければ──そこには紅べに髪がみの愛いとしいヒトがががががががっがっ！

　リアス、アーシア、朱乃さん、小猫ちゃん、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセさん、レイヴェル、オーフィスまで！　女性陣じんが全ぜん裸ら勢せい揃ぞろいで混浴に登場だぁぁぁっ！

　リアスが俺と──身を寄せ合うグレイフィアさんを確かく認にんする！

「イッセー。……と、お義ね姉えさま!?」

　俺とグレイフィアさんの状じよう況きようを見て、驚おどろき、全身を震ふるわせるリアス。グレイフィアさんは俺とリアスを交こう互ごに見たあと、意味深な笑みを浮うかべて義妹に言う。

「あら、リアス。浴場で大きな声を出すものではありません」

「……イッセーを混浴の温泉に誘さそおうと皆みんなで男子部屋に行ってみたら、イッセーがいなくて……もしかしたらとここに来てみれば……こ、これはいったい……？」

　震えながら俺たちに問うリアス。表情がどんどん曇くもってきているような……！　俺は言い訳をしようとしたが──。

　ぴとっとやわらかい女によ体たいの感かん触しよくが俺を襲おそう！　グ、グ、グレイフィアさんが俺に抱だきついてきたからだぁぁぁぁっ！

　マジかよ！　信じられない状況が生まれてるんですけど!?　俺、裸のグレイフィアさんに抱きつかれてるぅぅぅぅっ！　すごいボリュームのおっぱいが背中に押しつけられて広がっていくような感覚ッ！

　むにゅぅぅんとした極ごく上じようの感触が背中に伝わってきて、これは……ありがたいッ！　温泉のどんな効能よりも体の疲つかれを取りそうだよ！

「義弟おとうととのお風ふ呂ろでのスキンシップ、と言ったらどうするのかしら？」

　グレイフィアさんがからかうようにリアスにそう告げる！

　リアスはそれを受けるとタオルを落として首を横にいやいやと振ふった！

「……取られちゃった……私のイッセー、お義姉さまに……取られちゃった……」

　駄だ々だっ子こが言いそうなことをつぶやきながら、リアスは涙なみだ目めに！

「……グレイフィアさんが相手では勝ち目なんて一いつ切さいありません……っ！」

　アーシアも表情を曇らせていた！

「これが真の浮うわ気きなのね……グレイフィアさま、さすがですわ……」

　その場にくずおれる朱乃さん！　虚うつろな目になってるぅぅっ！

「魔王の妻をイッセーが略りやく奪だつ！　いや、魔王の妻が部長からイッセーを奪うばったのか？　どちらにしてもさすがだな」

「うんうん！　もう、これは大事件よ！」

　感心するように見守るのはゼノヴィアとイリナだった！

「……イッセー先せん輩ぱいゲットの道は険しすぎる」

「……最近、イッセーさまを遠く感じますわ」

　小猫ちゃんとレイヴェルは遠い目をしている!?

「すごい現場を見てしまいました。浮気旅行とはよく言ったものです」

　何を言っているんですか、ロスヴァイセさん!?

「我、泳ぐ」

　いつの間にか、温泉で泳いでいるオーフィスこと龍りゆう神じんさま！　よい子は温泉で泳いじゃダメです！

　リアスは意を決したような目つきで、ふらふらとおぼつかない足取りながらもこちらに向かってくる。

「……お義姉さまを倒たおして、イッセーを取り戻もどすもん！　死ぬ気でいくわよ、朱乃！」

　リアスは決死隊のごとき宣言をして、手元に紅あかい魔力をたぎらせる！

「そうですわね。たとえ相手がグレイフィアさまでもここは退けませんわ！　リアス、彼を奪い返しましょう！」

　朱乃さんも手に電気を走らせていた！

「おもしろいですね。ふふふ」

　俺に抱きつきながらも不敵な笑えみを浮かべ、オーラをまとうグレイフィアさん！

「ちょ、ちょっと待って！　俺の言い訳を聞いても──」

　俺は何も告げることができず、混浴の浴場で繰くり広げられたキャットファイトに巻き込まれることに──。

　その頃ころ、混浴風呂で起きている事件を何も知らぬままにアザゼル先生は酒をキューッとやりながら男湯の露ろ天てん風呂を堪たん能のうしていたそうだ。

　なんだかんだで慰い安あん旅行を一番楽しんだのはあの悪質ドライバー堕だ天てん使しだった。







　次の日、あのときのグレイフィアさんは夕ゆう餉げに飲んだお酒で酔よっていたと発覚する。

「グレイフィアの様子がおかしかった？　夕飯時にちょっと飲んでたようだしな。サーゼクスに聞いたことがあるが、酒が入るとちょっとお茶目になるそうだぞ」

　アザゼル先生はそう言う。……あ、あれが「ちょっとお茶目」ですか。酒が入っていたとしてもどこまで本気かわからんかったよ……。全部？　それとも少しだけ？

　でも、グレイフィアさんとあんなに話したのは初めてだったから、新しん鮮せんで有意義だったのは確かだな。

　グレイフィアさんは夜が明けたらすぐに帰き還かんしてしまった。本当にお忙いそがしい方だ。

　で、でも、素晴らしい体験だった。特にあのおっぱいときたら……ぐふふっ！

『…………』

　そんなふうに思い返しているとリアスをはじめ、女性陣の多くが不ふ機き嫌げんそうに頰を膨ふくらませていた。恐おそる恐る俺は訊く。

「あ、あの皆みなさん……？　どうして不機嫌なのですか……？」

『知りません』

　異口同音にそう返されてしまった！　木場が俺の肩かたに手を置いて苦笑いしていた。

「これからしばらくはご機き嫌げん取りしなきゃダメなんじゃないかな？」

　マジか！　やっぱり、グレイフィアさんと混浴していたのがダメでしたか!?　ですよね！　……グレイフィアさんといい、俺はまだ女性への対応が甘すぎるようだ。

　ハーレム王の道は遠いぜ……っ！







　　　Life.DX　戦せん闘とう校舎のフェニックスＤＸ？







　それは、とある日の放課後だった。

　オカルト研究部の部室に顔を出してきたリアスとレイヴェルが、ソファでチェスをしながら楽しげに会話をしていた。途と中ちゆうまでチェスに興じていたのに、いつの間にか小話のほうに夢中になりだしていた様子だ。時に笑ったり、時に真しん剣けんに語り合ったりしている。

「──で、そこにもしゼノヴィアさまか、ロスヴァイセ先生がいらっしゃったら、プール方面からも──」

　などということを熱がこもったレイヴェルは口にして、

「それもおもしろいけれど、私だったら、まずギャスパーをあのときに──」

　リアスは微ほほ笑えみつつも、考え込みながら盤ばん上じようのチェスの駒こまを動かしていた。そのチェスもレイヴェルとのゲームから、何かの話し合いに対する持ち駒に転じていたようで、どの駒も特性を超こえて縦じゆう横おう無む尽じんに盤上を行ったり来たりしている。

「何を話していたの？」

　興味が惹ひかれた俺は、ついリアスに訊いてしまった。

　リアスは、レイヴェルと顔を見合わせながら同時にくすりと小さく笑った。

「ええ、ちょっとレイヴェルとゲームの話をしていたのよ。しかも懐なつかしい一戦よ」

　レイヴェルも続く。

「はい、リアスさまとライザーお兄さまの一戦を振り返っていましたの」

　へー、フェニックス戦の振り返りか。

　当事者のリアスと、相手方の妹でもあるレイヴェルがそれを微笑みながら話し合えるようになっているなんて、本当平和になったもんだと感じてしまった。……当時は当時で相当大変だったけどな。

　でも、さっき、ゼノヴィア、ロスヴァイセさん、ギャー助すけの名前を出していた。彼女たちはあのとき参加はしていないはず……。

　訝いぶかしげにしている俺にレイヴェルも気づいたのか、会話の続きを教えてくれる。

「ただし、ただの思い出話ではありませんわ」

　リアスもうなずいて続く。

「もし、いまのグレモリー眷けん属ぞくであのときゲームをしていたら、どうなっていたのか──なんてことをレイヴェルと話していたのよ。私としても苦にが々にがしい経験だったものだから、『いまならこうしているのに！』って、ついつい悔くやしがりながらも話に熱くなってしまったわ」

　そう、熱を帯びながらリアスが口にした。

　いまのグレモリーの戦力でフェニックス戦か！　それは……楽しそうだ！　あのときにいなかったゼノヴィアたちがもし参加していたら、そりゃいろいろと妄もう想そうが膨らむし、苦い経験を持つ俺たちにとっても想像力が働いてしまう。

『王キング』であり、当時、婚こん約やく話の真まっ只ただ中なかだったリアスにとってみたら、生き方をかけた戦いでもあり、敗北を喫きつした一戦だったから、話に熱がこもって当然だろう。

　レイヴェルもお茶を口にしたあとに言う。

「けれど、楽しいですわ。いまのグレモリー眷属──イッセーさまはもちろん、当時いらっしゃらなかったゼノヴィアさまたちがもし参戦していたら、まったく違ちがう局面になっていたでしょうし……」

「ルールやフィールド自体も違っていたでしょうね」

　リアスもそう述べていた。

　そうだな、ゼノヴィアやロスヴァイセさんがいるだけでも大分戦せん況きようは変わっていただろうし、破は壊かい力に定評のある二人が参加となればフィールドにもう一工夫があってもおかしくはない。

　うーん、そっか。そういう話し合いだったのね。これはおもしろいぞ！　リアスとレイヴェルが妄想を膨らませて会話が盛り上がるわけだよ。俺もソファに座って、会話に参加することにした。

　そんな俺たちのもとにゼノヴィアが歩み寄った。

「なんだなんだ？　いま私の名前が出てきただろう？」

　部室の隅すみっこでアーシア、イリナと休日の買い物について話していたゼノヴィア。自分の名前が出て盛り上がっていたら、気になるのは当然だ。

　俺たちの話を少し伝えると、ゼノヴィアも納なつ得とくするようにひとつうなずいた。

「あー、噂うわさのフェニックス戦か。それは私もぜひ参加したかったと話を聞くたびに思ってしまうね」

　そう、ゼノヴィアは当時のゲームに参加していないため、俺やリアスが稀まれにそのことについて話していると、「私も参加したかったな」と会話に加わることが多い。

「ゼノヴィアがいるだけでも全然戦況は違っていただろうしな」

　俺がそう口にする。

　──と、将しよう棋ぎをしていた小こ猫ねこちゃんとギャスパーもこちらに来て口を開く。

「……イッセー先輩も正式な禁手バランス・ブレイカーになってませんでしたしね。私や朱あけ乃のさんも本来の力をセーブしていました。あ、ギャーくんもいなかったし」

「ちょ、ちょっと、小猫ちゃん！　僕のこと、ついでに言ったでしょ!?」

　思い出したかのように口にした友人についつい突つっ込こむギャスパーだった。

　しかし、小猫ちゃんが言うように俺もちゃんとした禁手バランス・ブレイカーじゃなかった。パーティ会場で10カウントのみの禁手バランス・ブレイカーにはなったけどさ。

　それに朱乃さんも小猫ちゃんも自分の力に悩なやみ、真の力を発揮しきれなかった。……ギャー助もいなかったし。あー、でも、あの頃のギャスパーは対人恐きよう怖ふ症しようＭＡＸだったからいても役に立ったかは微び妙みようなラインなんだが……コウモリに変へん化げしての偵てい察さつ要員ならいけたかな？

　ギャスパーは途と端たんに表情を陰かげらせて言った。

「……けど、僕も強く後こう悔かいしているんです。あのとき、もし僕が出場していたら、それもまた違う結果になっていたかもしれないって……」

　……こいつもこいつで強い後悔は残っているんだな。最初に会った頃も同じことを口にしていたもんな。

　若じやつ干かん、会話のトーンが下がってしまった空気のなか、リアスが苦く笑しようしつつ、こう切り出す。

「もう、皆みんなったら、そんな悲観的な顔をしないでちょうだい。あそこで皆が奮ふん闘とうしてくれたおかげで、私はいまここに何事もなくいるのだから……本当にありがとう」

　主あるじであるリアスの礼に皆もほっこり笑え顔がおとなった。

　ここにロスヴァイセさんも合流して、こう付け加える。

「しかし、私も話を聞くたびに興味を惹かれますよ。運命の一戦だったというフェニックスとのゲームについては。そこでリアスさんが結婚していたら、ここにいる皆がいなかったかもしれないのですから」

　うんうんとうなずきながらイリナも続く。

「そうよねぇ。もしかしたら、私やゼノヴィアが初対面のときにリアスさんは旦だん那なさん持ちだったかもしれなかったんでしょう？」

　確かにな。まったくもって考えたくないことだが、仮にリアスがライザーを旦那にしていたら、ここでの生活も様変わりしていただろうし、ゼノヴィアやロスヴァイセさんが眷属に入ることもなかったかもしれない。そう考えると、本当にあれは運命の一戦だったと思える。

　木き場ばが苦笑しながらも言う。

「けれど、ライザー・フェニックスさんがお婿むこさんだったら、それはそれで彼も大変だったと思いますよ？　あのあとすぐにコカビエル襲しゆう来らい、三大勢力の和平、そのあとも旧魔ま王おう派やロキもくるわけですから、心労が絶たえなかったでしょうね」

　それぞれの戦いにライザーが参戦する姿はなかなかにシュールだが、木場が言うようにあのあとも大変な戦闘は続いた。……ライザーは、きっとたくさんぼやいただろうに違いない。

　俺たちが、ｉｆの世界を語り合っていると、そのヒトはいつの間にか会話の席に参加していた。

「ふーむ、なるほどなるほど。どいつもこいつもライザー・フェニックスとのレーティングゲームに後悔と興味があるってことだな」

　あごに手をやりながら、そう口にするアザゼル先生！　先生ったら、相変わらず音もなく現れるヒトだな……。

　先生は俺たちを見回しながら言った。

「だが、ロスヴァイセが言うように実に興味が惹かれる話だ。俺もそのときはこちらに合流してなかったしな。グレモリー、フェニックス両家から借り受けたゲームの記録映像でしか、その一戦の確かく認にんが取れていない。……ふむ」

　先生はそう言いながら、ふと考え込む。

　……嫌いやな予感のする展開だ。こういうときに考え込む先生は、たいていろくでもないことを思い付いて実行するからな……。皆も同様に感じたようで当とう惑わくし始める。

「アザゼル先生、変なことはしないでくださいね？」

　朱乃さんが先生にいちおうの警告はする。朱乃さんは先生には厳しいのだ。

　俺が警けい戒かいしながら先生を見守っていると、リアスにこう提案しだす。

「そうだ、リアス。──再戦してみないか？」

「──っ！　そ、それ、本気で言っているの？」

　さすがに先生の一声に驚おどろきを隠かくせないリアス！

　俺も同じだよ！　まさか、そう来るとは思っていなかったわ！

　先生はにんまりとイタズラな笑みで続ける。

「おもしろそうじゃないか。当時はどうにもならなかった一戦だが、いまの戦力ならばまったく話が違うだろう？　再戦で試ためすってのも成長を測るひとつのファクターになるんじゃないか？」

　そ、そりゃ、いまの戦力でフェニックスチームと戦えばまったく別の展開になるだろうけど……。けど、いきなり再戦するってのは段階をすっ飛ばしすぎですって！　それに先生がそう口にすると大たい概がい無茶して実現してしまうしな！　そのことはここにいる皆もわかっていた。

　だが、この先生の意見に同意する者がいた。──ゼノヴィアだった。

「私は賛成だ。ぜひとも私も参加しての再戦といこうじゃないか」

　ノリノリじゃないか。というか、すでに戦意に満ちてやがる！　よっぽど、参加できなかったのが悔しかったんだな。

　しかし、ここに意外な男が賛同する。木場だった。

「僕もちょっとやってみたいという本音はありますね。きっと、悔しいのは僕だけじゃないはず」

　木場は聖せい魔ま剣けんじゃなかったし、あちらの『女王クイーン』にふいうちでやられてしまったからな。後悔の念があっても当然か。

「……私もやれるならやってみたいです」

　小猫ちゃんも挙手した。彼女も木場と同じくライザーの『女王クイーン』にやられてしまっているもんな。

「ぼ、僕だって、今度こそ参加したいですぅ！」

　ギャスパーが男の顔で手をあげた。これに朱乃さんまで同意してうなずく。

「そうね。私もあちらの『女王クイーン』さんにやられっぱなしは嫌ですわ」

　先ほどまで先生に厳しい目を送っていた朱乃さんも、今回だけはこの意見に肯こう定てい的だった。

「皆みなさんがやるというのでしたら、私も参戦しましょう。『戦車ルーク』ですからね」

　ロスヴァイセさんまで興味深そうにそう言ってくる。

　アーシアも恐おそる恐る手をあげていた。

「私は皆さんがよろしければ……。イッセーさんは？」

　アーシアの一声に皆の視線が俺に集まった。

　……俺は……。

　……なんだかんだ思っていた俺だけど、俺だってフェニックス戦には後悔もあるし、悔しいままだ。あのときに禁手バランス・ブレイカーだったらと何度考えたことか。

　俺も拳こぶしを握にぎって、こう訴うつたえる。

「俺もやれるならやってみたいかな。ライザーさんには修しゆ行ぎようのときに勝ってるけど、ゲームじゃ勝ててなくて若干心残りではあったんだ。──いまなら正面からライザーさんに勝ってみせる！」

　俺の言葉に皆もうなずいてくれた。

「──決まり、じゃないか、リアス？」

　先生の問いにいままで静観していたリアスが、ふーっと息を吐はいた。

「……まったく、あなたたちと来たら……。けれど、そうね。私も──負けっぱなしは悔くやしいわ。いまの戦力で再戦できるのなら、やってみたいわね」

　そう口にするリアスの表情は──勇ましい闘とう志しに燃えたものだった。

　これを受けてアザゼル先生も立ち上がる。

「よし！　レイヴェル、おまえもライザーや親おや御ごさんに訊きいてみてくれないか？　段取りやらは俺が決めてやる。案外、あっちも乗り気になるかもしれないぞ」

　レイヴェルも興味があったのか、嬉き々きとして首を縦に振ふる。

「わかりましたわ。お父さまとお母さま、それに上の二人のお兄さまにもお訊きしてみます。私もライザーお兄さまの練習相手にグレモリーの皆さまがお付き合いしてくださるなら万ばん々ばん歳ざいですわ」

　こうして、雑談から一気に再戦の話が発展していくことになる！







　次の休日──。

　俺たちは、駒く王おう学園の旧校舎──オカルト研究部の部室に揃そろっていた。

　イリナとレイヴェル以外の全部員が勢せい揃ぞろいしている。休日になぜ部室に集まっているのか？　それはこの部室がいつもの部屋ではないからだ。そう、ここはゲームフィールドに設けられた疑ぎ似じ空間内の旧校舎だったりする。

　あの日に行われた雑談は、その後のアザゼル先生のプレゼンとレイヴェルの説得も相まって、グレモリー、フェニックス両家を焚たきつけるのには十分だった。すぐに去年に使われたフィールドの構築術式が流用されて、あのときと同様の空間が再現される。駒王学園をまるっと再現した試合用の疑似空間だ。

　この領域には、現在、現グレモリー眷けん属ぞくと現フェニックス眷属が存在している。違ちがう場所では、グレモリーとフェニックス両家の関係者が見学をしているという。まあ、以前のときとは違い、婚こん約やくという大事なものがかかっていないためか、貴族の暇ひまつぶし的な側面でこの一試合が組まれている。

　しかも、両陣じん営えいが待機する場所も同じで、こちらが旧校舎のオカルト研究部部室、あちらが新校舎内の生徒会室だ。本当、当時のまんまである。違うのは、新戦力であるゼノヴィア、ギャスパー、ロスヴァイセさんの参戦だろう。あちらは、レイヴェルが抜ぬけているようだが……。

　試合は三十分後に行われる。皆、ゲームに向けてそれぞれの準備をしていた。

　俺はいつもの制服だし、あとは籠手ガントレツトを出すなり、鎧よろいと化すだけなんで手早く準備を済ませてソファに座っていた。

　ふいにリアスに問う。

「それで、リアスはこの戦局、どう見ているの？　具体的に言うと、俺たちとあちらの戦力差かな」

　リアスは卓たくの上に広げたフィールドの地図──駒王学園の見取り図に目を落としながら言う。

「そうね。正直な話、去年戦ったときに比べて、私たちは桁けた違ちがいにレベルアップしているわ。新たな眷属たるゼノヴィアとロスヴァイセ、真の力を解放した朱乃、小猫、ギャスパー、そして禁手バランス・ブレイカーに至ったイッセーと祐ゆう斗と、私やアーシアも以前と比べたら相当強くなっているわね。個々の戦せん闘とう力もそうだけれど、総合力でも正面から打ち合えばまず負けないでしょう」

　……まあ、そうなんだろうな。すでに俺たちは若手ナンバーワンであるサイラオーグさんのチームを倒たおし、レーティングゲームのプロの業界からも「上位ランカー陣じんのチームに匹ひつ敵てきする戦力」と評されていた。プロの世界では若手であるライザーのチームと比べても戦力の面では今なら圧あつ倒とうできる。何せ、当時の戦いでも俺たちはいい成績を残しているわけで、そこにパワーアップを繰くり返してきた俺たちや新戦力の三人がいるんだ、あちらだって以前のような余よ裕ゆうは一いつ切さいないだろう。

　それはリアスも承知の上ではあるようだが、懸け念ねんするものはあるようだ。

「けれど、あちらもここに来て、眷属がトレーニングをしていると聞くわ。ライザー自身も居城にトレーニング用の施し設せつを用意するほどに己おのれの鍛たん錬れんに向き合いだした……」

　……その話は耳に届いている。ライザーも俺たちやシトリーチーム、バアルチームを見み倣ならい始めて、眷属のパワーアップを図はかっているという。ライザー自身が鍛きたえているというのも何となく俺も理解していた。

　だって、時折連れん絡らく用の魔ま方ほう陣じんで話しかけてくるけど、何かあるたびにライザーは、

『見ろ、兵ひよう藤どう一いつ誠せい。最近、腕うでまわりがこんなにも太くなってきたぞ。たくましい貴族っていうのもそれはそれで魅み力りよく的だとは思わんか？』

　なんてふうに腕の力こぶを自じ慢まんしてきたからな……。貴族の手前か、プライドのせいか、口には直接出さないけど、陰かげで鍛えだしていることは察していたよ。……つーか、ちょっとしたことでいちいち連絡を取ってくるライザーが、たまに本当に困る。同世代にも上にも下にも友人がいないようで、同性の話し相手としては俺が唯ゆい一いつの存在らしい。このゲームが決まったときも『どういうことだ、話を聞かせてもらおうか！』って連絡を飛ばしてきたもんな……。

　うんざりしながら思い返していた俺にリアスは話を続けてくれる。

「それにあちらのアドバイザーはレイヴェル。私たちのことをつぶさにまで知っているあの子が傍かたわらにいるのなら、奇き手しゆで攻せめてくるかもしれない。テクニカルな戦術に慣れていない私たちをハメてくるなんてこと、大いにあり得るでしょうね」

　そうそう、リアスが言うように今回はレイヴェルがあちらのアドバイザーなんだよね。ゲーム前にライザーたちに助言する立ち位置だ。公式戦ではなく、あくまで両家の交流試合なので、その辺りは結構緩ゆるかったりする。リアスや俺たちがそれを許した手前もあるんだけどね。レイヴェルがどう助言するのか、内心では皆みんな楽しみなんだよな。

　準備を終えた木場も会話に参加する。

「あと、あちらの『僧侶ビシヨツプ』枠わくの助すけっ人とも女性という点以外は最後まで割れなかった」

　木場が言うように、あちらはレイヴェルがいない以上、『僧侶』が一枠空いている。それではさすがにゲームとしてどうだろうかということで、レイヴェルが今回だけ代わりとなる助っ人を急きゆう遽きよ呼び出したというのだ。その助っ人の正体は女性という以外は今でもわかっていない。

　いつもの戦闘服を着たゼノヴィアが胸に手でどんとしながら自信満々に言う。

「なに、問題ないさ。あのときは私がいなかった。いまはいる。それだけでも十分に違うぞ」

　まあな。本当にあのときは人員が足りなかったもんな。いまは駒がすべて揃っているのでグレモリー眷属の本領発揮ができる。

　──と、天の声たるアナウンスが聞こえてくる。

『皆さま、このたびグレモリー家、フェニックス家の「レーティングゲーム」の審判アービター役をつとめさせていただきますグレモリー家の使用人グレイフィアでございます』

　おー、グレイフィアさんのアナウンス！　懐なつかしいな！

『今回は、両家の交流試合として組まれておりますので、ルールもそれに従い通常の公式ルールとは違います。──以前行われた両家の一戦とまったく同様のルールが適用されております』

　これを聞いて俺も少し驚おどろいた。

「あ、ルールはまんまなのか。てっきり、こちらに制限でもかけてくるのかなーって思ってたぜ」

　俺たちの破は壊かい力が凄すさまじいことになっているから、フィールドを壊こわさないようにルールに制限をかけるかもって覚かく悟ごしていたんだけどね。特になしか。

　これにリアスが微ほほ笑えんだ。

「当時を再現というのが目的のひとつらしいから。これを見ているお父さまやフェニックスのおじさまもノリノリで合意したに違いないわ」

　付け加えてリアスが言うには、このフィールド自体も当時よりも強化されているようで、俺たちが暴れてもちょっとやそっとでは壊れない造りに変わっているそうだ。

「じゃあ、フェニックスの涙なみだの数と所有権もまんま再現かよ！」

　俺の声にリアスが「そういうことよ」とうなずいた。また俺たちに涙はなしなのね。

「……こちらにはアーシア先せん輩ぱいがいます。あのときよりも回復の力も増していますし、問題ありません」

　小猫ちゃんの言葉にアーシアも同意する。

「はい！　回復はお任せください！」

　ま、アーシアがいれば最悪の事態は免まぬかれるか。って、あくまで交流試合なんで、前回ほど必死になる必要はないんだが……。

『…………』

　皆、やる気に満ちているからな。こりゃ、おもしろくなりそうだ。俺も、当時できなかったことを全部やってみようかね！

　耳にインカム役の魔ま力りよく通信を入れたところで、グレイフィアさんからのアナウンスも届く。

『開始の時間となりました。なお、制限時間は二十四時間です。それでは、ゲームスタートです』

　鳴り響ひびく学校のチャイム。懐かしい雰ふん囲い気きのなか、ゲームはスタートとなる！




　　　　─○●○─




　旧校舎から飛び出した俺は仲間と共に目的地まで駆かけていく。目的地は──体育館！　そう、当時の戦術まんまだ。まずは中央の体育館を目指す！　これはリアスのライザーへの挑ちよう戦せんでもあった。あえてあのときと同じ手で攻め込む！

　ただし、あの頃ころと違うのは、体育館を目指すのが俺と小猫ちゃんだけじゃなくて、ゼノヴィアもいることだ。これだけでもまるで違うだろう。

　体育館まで来た俺たちは前回同様裏口から入っていく。すると、体育館のコートに女性が四人。チャイナドレスの『戦車ルーク』──雪蘭シユエランさん、棍こんを持ったロリな女の子『兵士ポーン』──ミラ、それにチェーンソーを持った双ふた子ご『兵士ポーン』イルとネル！

　……まさか、ここまであのときと同じだなんてね。ライザーも案外ノリノリじゃないか！

　チャイナドレスの『戦車ルーク』雪蘭さんが俺たちを確認するなり、皮肉げに笑んだ。

「やっぱり、来たわね」

　コートに降り立ちながら、俺が言う。

「……こいつは懐かしいな」

「ええ、まあ、いいじゃない？　こういう余興って」

　あっちも肩かたをすくめながらもまんざらでもない様子だ。

　雪蘭さんが構える！

「あのときは勝負がつかなかったけれど、今回はきちんとつけましょうか」

　猫ねこ又またモードの小猫ちゃんが闘気を体から発しながら一歩前に出て言った。

「望むところです。私も前回より強くなりましたから」

　言うなり、二人はさっそく体術合戦を繰り広げはじめる！　闘気をまとった小猫ちゃんの攻こう撃げきも鋭するどいが、相手の雪蘭さんも当時よりさらに磨みがかれた拳けんと蹴けりを放っていて、案外いい勝負になっている！

　その横ではチェーンソーから危険な音を鳴らしながら、あの双子が楽しげにしていた。

「解体しちゃいまーす♪」

「バーラバラバラバーラバラ♪」

　懐かしいフレーズだ！　あの頃はその笑顔に戦せん慄りつしたもんだぜ！　彼女たちはチェーンソーをこちらに向けてくる。

「久しぶりだね、エッチなドラゴンさん！」

「あのときみたいに服をバラバラになんてされないから！」

　洋服崩壊ドレスブレイクを初めて実戦に投入したときのことだな。いやー、あれはなかなかに刺し激げき的で画期的で俺としても自分の生きる道がわかった大事な瞬しゆん間かんでしたよ！

　さて、もう一度脱ぬがしてやろうかと構える俺だったが、彼女たちの前に立ったのは──ゼノヴィアだった。

「──ほう、バラバラか。それは興味深いな」

　デュランダルとエクスカリバーの二刀流で双子『兵士』を前にする。

　双子もゼノヴィアの登場に驚いていた。

「あ！　あのときはいなかった剣けん士しのお姉さん！」

「私たちの相手をするつもりなの!?」

「ああ、今回は私も体育館を攻めさせてもらおう。では、来い。デュランダルとエクスカリバーの錆さびにしてやる」

　ゼノヴィアとチェーンソーの双子が斬きり合いを始めてしまった！　聖せい剣けんの二剣で、双子のチェーンソーをそれぞれ受けるゼノヴィアは楽しげに一気に押し返していった！

　こうなると、残るは……。

「お久しぶりですね」

　棍を持った少女──『兵士ポーン』のミラが俺の前にくる。

「あんたは……ミラだったか？」

　俺の言葉に彼女はうなずいた。

「はい、立派になられたようで」

　棍をかまえるミラ。

　あの情景がフラッシュバックする。初めてライザーが部室に現れたとき、無む謀ぼうにも飛び出していった俺を吹ふっ飛とばしたのが彼女だった。そのミラが三み度たび俺の前に立つ。感かん慨がい深いなんてものじゃないな。

「ああ、俺も強くなったぜ。キミに吹っ飛ばされた頃の俺じゃない！」

　そう叫さけんで俺はオーラを一気に膨ふくらませて鎧よろいを着た！

『Welshウエルシユ Dragonドラゴン Balanceバランス Breakerブレイカー!!!!!!!』

　──あのときには着れなかったこの赤龍帝の鎧ブーステツド・ギア・スケイルメイル！

　いまなら、この状態で戦える！　俺は瞬時に真っ正面から詰つめ寄った。彼女も高速で飛んできた俺の攻撃に一度は飛び退のいて避よけたが──その背後にすでに俺が回っており、ドラゴンショットを繰くり出していた！

　為なす術すべもなくドラゴンショットのオーラのなかに消えていくミラ！　ついでに魔力弾だんの余波で衣服まで吹き飛ばしてしまったけど……申し訳ない気持ちと共にありがとうございますとお礼が言いたいぜ！　眼がん福ぷくでございます！

「……くっ、さすが……。……あ、あとで……」

　彼女はリタイヤの光に消える瞬間、頰ほおを染めながらこう漏もらす。

「サインください……実はファンです！」

　──っ！　マジか!?　ミラさん、俺のファン!?　そりゃ、たまげるわ！

『ライザーさまの「兵士ポーン」、一名リタイヤ』

　グレイフィアさんのアナウンスも届いて、ミラさんはリタイヤとなった。

　あのとき俺が苦戦した彼女……。──一いち撃げきで倒たおしてしまった。俺、やっぱり強くなっているんだなって実感してしまったよ。

　ふと振ふり返れば、小猫ちゃんとゼノヴィアも勝負を決めていた。リタイヤの光に消えていく『戦車ルーク』雪蘭さんと『兵士ポーン』のチェーンソー姉し妹まい──。

『ライザーさまの「戦車ルーク」一名、「兵士ポーン」二名リタイヤ』

　体育館での一戦は俺たちの圧勝となった──。







　警けい戒かいしながら、俺たちは体育館を抜ぬけ出る。

　……だってさ、前回とまんまの流れだとしたら、ここで朱乃さんが雷らい撃げきを体育館に放つか、相手の『女王クイーン』が不意打ちで小猫ちゃんを爆ばく破はするもんな！

　とうの小猫ちゃんも同じ轍てつを踏ふむものかと猫ねこ耳みみをピンと立てて周囲を警戒していた。しかし、例の爆破させてくる『女王クイーン』の姿は見えずじまい……。

「体育館を朱乃さんが雷らい光こうで襲しゆう撃げき！……ってのは、今回なしか」

　小猫ちゃん同様周囲に目を配る俺にリアスの通信が届く。

『そこまで同じ手を使っても仕方ないわ。それに──』

　ハッと気づく俺。とある宙の一点に視線を注ぐと、そこには空中を浮ふ遊ゆうする二人の姿を捉とらえた。

『「女王クイーン」同士でつけたいものもあるようだから』

　リアスがそう言う。……空中に飛んでいるのは朱乃さんとライザーの『女王クイーン』──ユーベルーナさん！　朱乃さんがニッコリ微笑みながら言う。

「あらあら、お久しぶりですわね。──『爆弾女王ボム・クイーン』さん？」

「ええ、ごきげんよう。雷いかずち……いえ、いまは『雷らい光こうの巫み女こ』でしたわね」

　妙みように迫はく力りよくあるオーラを放つ両者。まあ、因いん縁ねんはあるよね。追い詰めたものの、涙を使われてやられてしまった朱乃さん。プロでもない朱乃さんに追い詰められたユーベルーナさん。共に思うところはあって当然だ。

　朱乃さんは堕天使の翼つばさを背中から生やして、手にバチバチと雷を走らせる。

「今度は正々堂々正面から打ち勝ちますわ。もちろん、そちらは涙を使用されてもかまいませんわよ？」

　朱乃さんの挑戦的な言葉にユーベルーナさんも不敵な笑えみを浮うかべる。

「ふふっ、私もあれから魔力と魔法に磨きをかけたわ。──負けなくてよ？」

　そう言うなり、両者は空中で盛せい大だいな魔力の放出合戦を繰り広げる！　雷光が輝かがやきを放ちながら鳴り響き、爆破の魔力も負けじと特大に炸さく裂れつしていく！

　それと同時に後方から爆ばく音おんと爆風が巻き起こった！　振り返れば、旧校舎のほうから爆ばく煙えんが上がっていた。

「おわっ！　あっちはなんだ？」

　俺がそう声をあげるとリアスの通信が届く。

『ロスヴァイセとギャスパーが、近寄ってきていたライザーの「兵士ポーン」を三名撃げき破はしたの。前回は祐斗の役目だったけれど、今回はロスヴァイセが敷しいた魔法の網あみとギャスパーの力に任せたわ』

　──と、グレイフィアさんのアナウンスも聞こえてくる。

『ライザーさまの「兵士ポーン」、三名リタイヤ』

　あー、そんなこともありましたね。そこまでライザーは再現しているのか。けど、こちらはあえてロスヴァイセさんを置いたと。ま、いまアナウンスのあったシュリヤー、マリオン、ビュレントって女性『兵士ポーン』三名ではロスヴァイセさんの魔法攻こう撃げきとギャスパーの闇やみの獣けものはキツいだろうな。最近、ロスヴァイセさんは防ぼう御ぎよ魔法や結界術式のほうも強化して、ギャスパーは肉にく弾だん戦を鍛きたえていたし。

　……ちなみに俺があちらの眷けん属ぞくの名前を全員覚えているのは、再戦が決まったからだとか、当時の一戦が悔くやしかったからとか、そういうのではなく、ライザーからの定期連れん絡らくで度たび々たび眷属の名前を出されたため、覚えてしまったのだ。

　……クソ！　ライザーめ、眷属の女で困ったことまで相談してきやがって！　うらやましいけど、けしからん！　いや、参考にはなる！　ハーレムを形成するのって、男側の気苦労も多いよねって、ライザーの話からよーくわかるもん！

　……と、そんなことをいま考える暇ひまはない。

「じゃあ、木場の野や郎ろうは……？」

　戦友の名を呼ぶと、

「や、イッセーくん」

　横からひょっこり現れる木場の姿があった。

「なんだ、もう来てたのか」

「まあね。ふふふ、今回は小猫ちゃんも無事だし、ゼノヴィアもいる。心強いね」

　木場の言う通りだ。ここまでこちら側はリタイヤする者を一人として出していない！　これは大きい！　戦せん況きようとしても自信としても！　あの頃ころとはまるで違ちがう俺たちを見せることができているぜ！

　ゼノヴィアも意い気き揚よう々ようだ。

「ああ、ここからが本番だ。じきにロスヴァイセも合流するだろうし、朱乃前副部長もあのボム・クイーンに勝つだろう！」

　体育館周辺は空中で魔ま力りよく合戦をしている朱乃さんに任せて、俺たちは新校舎裏手の運動場を目指した──。







　野球部のグラウンドに到とう着ちやくした俺たち──俺、木場、小猫ちゃん、ゼノヴィアを待ち構えていたのは、鎧よろいをまとった女性『騎士ナイト』だった。

　グラウンドの中央に立ち、俺たちの登場を待っていた様子だった。

　彼女のことはよく覚えているよ。フェニックスの『騎士ナイト』──カーラマインさんだ。

　手合わせをした木場が、カーラマインさんの相変わらずの大だい胆たんさに微ほほ笑えんだ。あのときもグラウンドの中央で口上して木場が表に出ていったもんな。

　木場は歩み寄りながら、言う。

「やあ、カーラマイン」

「ああ、会いたかったぞ、木場祐斗」

　剣士同士思うところがあるのか、どちらも再会を喜んでいるようだった。

　ふと気になって俺が木場に訊きく。

「そういや、あのときに俺は聞きそびれてしまったけど、あのカーラマインさんが見たことのある聖剣使いは誰だれだったんだ？」

　俺が記き憶おくから思い返したのは、木場とカーラマインさんが剣を交えていたときのことだった。あっちが、聖剣使いと出会ったことをいきなり話し始めたんだ。もし、自分に勝ったらそのことを教えてやると彼女は言った。木場も当時聖剣について憎ぞう悪おを抱いだいていたから、ヒトが変わったように斬きり合い始めたよな。

　打って変わってそんな憎悪も消え失せた木場は、苦笑しながら当時の話題を思い出した様子だった。

「あー、それはね──」

　言いかけた木場に言葉を被かぶせてカーラマインさんが不敵に笑う。

「ふふふ、すぐにわかるぞ。実はな、こちらに今回心強い助すけっ人との先生も来ている！　レイヴェルさまの欠いた穴を十分に埋うめてくれるはずだ！　先生！　どうぞ！」

　そう促うながされて空中より飛来して登場したのは──っ！　栗くり毛げのツインテール女性剣けん士したる──。

「じゃっじゃーん！　助っ人は私よ！」

「イ、イ、イリナァー──!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげる俺！　当然だ！　目の前に戦せん闘とう服を着たイリナが現れたのだから！

　この登場劇にゼノヴィアも啞あ然ぜんとしていた。

「これはさすがに驚おどろいたな。どうにも見ないなと思ったら……」

「けど、レイヴェルさんが用意した助っ人で女性となると……なるほど、合が点てんはいくね」

　木場はそう納なつ得とくしてうなずいた。

　そっか、レイヴェルが呼んだ助っ人はイリナ！　イリナは、今日の朝、「用事があるから見送れないかも」なんて口にしていた。……これのことかよっ！

　カーラマインさんがイリナを迎むかえ入れて言う。

「こちらは緊きん急きゆうの『僧侶ビシヨツプ』要員、イリナ殿どのだ。天使だぞ！　過去に私が出会った聖せい剣けん使いでもある」

　ピースサインをするイリナ。

「うふふ、そうなのよ。二年ぐらい前に某ぼう国こくで出会った悪あく魔まの女性剣士がフェニックス眷属だったなんてね。すごい縁えんだと思わない？」

　ああ、そりゃ驚きの縁だな。半年以上かけて知った真実のオチがこれとはね！

「……おいおいおいおい」

　頭を抱かかえる俺にイリナはウインクをする。

「ふふふ、悪魔のレーティングゲームに参加してみたかったのよね！　今回だけの『僧侶ビシヨツプ』枠わくとしてダーリンとゼノヴィア相手にがんばっちゃうわ！」

　あーあ、そんなこと言いながら聖剣オートクレール出しちゃったよ！　やる気まんまんだわ！

「……ぶ、部長、いや、リアス。ど、どうするの、これ？」

　ゲーム内容が当時を再現しまくりのせいか、ついついリアスを「部長」と久しく呼んでしまったぐらいには動どう揺ようしている俺だ。

　しかし、彼女は通信先で笑う。

『ふふふ、おもしろいじゃない。こういうのも交流試合だからこそかもしれないわね』

　とうのイリナは張り切って剣を構え、こう訊いてくる。

「ゼノヴィアが相手、それとも木場くんかしら？　イッセーくんや小猫ちゃんでもいいわよ！」

　ゼノヴィアが一歩前に出た。

「おもしろい！　私が行こうか！　ここでイリナと戦うのも乙おつだというもの。結局、和平によって実現できなかったイリナとの戦いをここで演じるのも悪くないだろう」

　そのようなことをゼノヴィアが言った。

　そうだな、コカビエル戦のあと、三大勢力の和平がなければ敵同士として再会するかもしれなかったんだ。そうだったとしたら、こういう場面もあり得ただろう。

　イリナもそれを受けて無む邪じや気きな笑みを浮かべる。

「いいわねいいわね！　たまには勝負といきましょうか、ゼノヴィアッ！」

　ついには女性剣士同士で戦いをし始めてしまうゼノヴィアとイリナ！

　これは当時のゲーム以上の展開だな。いやー、予想外のことも起こるもんだね。当時をなぞりながらも奇手を打ってくるのは、あちらのサポートに入っているレイヴェルの影響だろう。

　その横では、木場とカーラマインさんも斬きり合いを始めていた！

「それが噂うわさの聖せい魔ま剣けんか！　あのときは味わえなかったが……っ！」

「存分に思うままに味わってもらおうかなっ！」

　二人とも楽しそうに剣けん戟げき繰り広げちゃってるしよ！　カーラマインさんも以前とは違う魔剣を両手に持って木場の聖魔剣を弾はじいていた。

　さて、俺と小猫ちゃんはどうするのかなと思っていたら──、

「にゃにゃ」

「にゃにゃにゃ」

　猫ねこ耳みみを生やした『兵士ポーン』の女性が二人！　ニィとリィだ。猫ねこ又まただっけか。ただし、小猫ちゃんとは種族が違うそうだが……。

「あのときはやられたけど」

「今度はやられないわ！」

　俺を睨にらむ二人。そういや、俺と木場のコンビネーションで一いち網もう打だ尽じんにしたんだったな。

　すると、猫耳『兵士ポーン』二人の前に猫耳『戦車ルーク』たる小猫ちゃんが立った。

「……猫耳同士、戦いたいと思っていました。体術も被っていますし、ひとつどちらがより良き猫又か勝負といきましょう」

　おおっ、小猫ちゃんまで参戦して、猫耳少女が三人もグラウンドを駆かけだした！

　木場、ゼノヴィア、小猫ちゃんが戦闘入りとなると俺は……。

「私だろうな、相手としては」

　第三者の声が登場。見れば、顔の片側にだけ仮面を被った女性の姿が！　ライザーの『戦車ルーク』たるイザベラさんだ。このヒトとは何度か交流があるんだよね。

「久しぶりです、イザベラさん」

「ああ、まさか、同じ戦場で同じ出会いをすることになるとは……」

　ここでの再会をおかしそうに感じていながらも、イザベラさんはフリッカーの構えを作り出す。ああ、懐なつかしい。あのフリッカーに俺は押された。けど、いまは──。

　鎧よろいを着込む俺は全身から、赤いオーラを放出していく。それを見て、イザベラさんは驚きよう嘆たんの息を漏もらしていた。

「……凄すさまじいオーラだ。あの頃とは天と地ほど変わったな、赤せき龍りゆう帝てい」

「……成長した俺の拳こぶし、受けてもらえますか？」

　そう問う俺に、イザベラさんは勇ましく笑えんだ。

「ああ、願ってもないことだっ！　旧魔王派、ロキ、曹そう操そう、邪じや龍りゆうを打ち倒たおしてきたキミの拳を私に見せてくれッ！」

　イザベラさんも全身からオーラを放つ。あの頃よりも濃のう密みつなオーラだ。このヒトが人並み以上の修しゆ行ぎようをしている証しよう拠こだろう。

　軽かろやかなステップで距きよ離りを詰つめて、拳をゆらゆらと揺ゆらしながら鋭するどく放ってくる！　フリッカー！　以前は一発一発が重く、やられそうにもなった！　でも──っ！

　俺はそれらをすべて体たい捌さばきで避よけて、掌しよう底ていをイザベラさんの腹部に突つきだした。腕うでをクロスして防ぼう御ぎよの格好となるが、俺の一いち撃げきは彼女の想定を超こえたようで、そのガードを完全に崩くずしていく。あのときと逆の光景がそこで展開していた。

　……ちくしょう、感無量になっちまったじゃねぇか……ッ！　あのとき、俺はこのヒトを真っ正面から倒せなかったんだぞ！　幾いく重えにも技わざを重ねてようやく倒したんだ！　俺のいままでの戦いが無む駄だではなかったことがあらためて思い知らされて、グッときてしまったよっ！

「いい攻こう撃げきだ。誇ほこりにさえ、思うぞ」

　そのように感動的なことまで言ってくれるイザベラさん。

　俺はそれに応こたえようと、ドラゴンショットの構えを見せる！　あのときもこうやって、ドラゴンショットであなたを倒した！

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』

　宝玉から音声が鳴り響ひびき、増大されたオーラが右手に集まる！　俺はドラゴンの両りよう翼よくを羽ばたかせて、宙を飛び回り、イザベラさんを動きで翻ほん弄ろうした。隙すきを見つけたところで、俺は右手の高まった魔ま力りよくを撃うち出した！

「いけ──ッ！」

　特大のドラゴンショットが撃ち出される！　イザベラさんもただでは当たらんとばかりに素す早ばやく飛び退のこうとするが──。

「曲がれッ！　──と同時に洋服崩壊ドレスブレイクッ！」

　俺もそこは成長している！　俺は撃ち出したドラゴンショットに向けて、軌き道どうを変えるように意識を働かせた！　それと同じくして、洋服崩壊ドレスブレイクも発動させる。実は、さっき掌底を当てたときに条件を満たしていたのだ。

　ドラゴンショットは弧こを描えがくように高速で曲がっていき、さらにそれを避けようとしていたイザベラさんの衣服が洋服崩壊ドレスブレイクで弾はじけ飛ぶ！

「──っ！　ここまで再現するのか!?」

　服を崩されて驚くイザベラさん！　ええ、やるからには徹てつ底てい的にね！

「眼がん福ぷく、ありがとうございますっ！」

　いちおう、お礼は口に出した！　豊満なボディに俺は鎧のなかで鼻血が出そうです！　しかし、前回も感じたことだが、イザベラさんの仮面だけは洋服崩壊ドレスブレイクでも壊こわせないんだよな！　今回も同様だ！　うーむ、俺の魔力でも無効になる何かがその仮面にあるのだろうか？　単に俺の性せい癖へきが技に反映されているだけか!?

　イザベラさんは禁手バランス・ブレイカー版の洋服崩壊ドレスブレイク＋ドラゴンショットをまともに浴びてしまい、リタイヤの光のなかへと消えていった。

『ライザーさまの「戦車ルーク」、一名リタイヤ』

　グレイフィアさんのアナウンスも聞こえてくる。

　……さて、俺のほうは終わったが、木場やゼノヴィアたちは……。

「僕の魔剣たちも披ひ露ろうしようか？　グラム以外ならいけるよ」

「ほう、それも興味深いが、騎士団も見せてもらいたいものだ」

　という剣士対決を堪たん能のうしている木場とカーラマインさん。

　次はゼノヴィアとイリナだが──。

「何年か前の任務だった悪あく霊りようの館やかたでの出来事で、一番悪霊を祓はらったのは私だったはずだっ！」

「いいえ、私よ！　だって、ゼノヴィアったら、あのとき遅ち刻こくしてきたじゃないの！」

「それは違ちがう任務だったはずだ！　確か、ネクロマンサー退治のときだ！」

「どちらも遅刻したんだってばッッ！　なぜ都合の悪いことは忘れるの、あなたはっ！」

　なんだか、教会の戦士時代の話に花が咲さいているようだ。

　……どちらも思い出話をしながらやりあっているので、まだまだ時間はかかりそうだな。

「……腕ひしぎ十字固めです」

「いたーいいたーいっ！　リィ助けてにゃぁぁぁっ！」

　関節を極きめる小猫ちゃんがいた。相手も悲鳴をあげている。

　小猫ちゃんと猫耳『兵士ポーン』の戦いは、文字通りのキャットファイトとなっており、こちらもこちらで見応えがありそうだ。

　……さて、あのときの再現とするのなら、誰かを忘れているような気がする。などと思っていたら、十二単ひとえを着た和風の少女が立っていた。この子はライザーの『僧侶ビシヨツプ』──美み南は風えだったかな。

　彼女はぺこりと一礼するなり言った。

「ついてきてください。──主がお呼びです」

　……俺は仲間たちにここを任せて、彼女についていくことになった。







　たどり着いたのは、新校舎の玄げん関かんだ。前回は裏手から侵しん入にゆうしたんだったな。

　そこでアーシアとロスヴァイセさんとギャスパーが待っていた。

「あ、イッセーさん」

「先せん輩ぱい、お待ちしてましたよぉ」

「早かったですね」

　迎むかえ入れてくれる三人だったが、リアスの姿が見えない。この三人がここに着いているのなら、彼女もいて当然のはずだ。

「リアスは？」

「上です」

「ライザー氏に呼ばれて上がっていきました」

　──と、俺の質問にアーシアとロスヴァイセさんがそう教えてくれる。

　……本当、ここまでまんまとはね。そうだ、あのときもリアスはアーシアを連れて新校舎の上を目指した。──ライザーと決着をつけるために。

　見上げていた俺たちに美南風さんがあらためて言った。

「ライザーさまが上でお待ちです。どうぞ、行ってください。ただし、赤龍帝さまとアーシア・アルジェントさまだけです」

　交こう互ごに顔を見合わせる俺たち。

　ロスヴァイセさんとギャスパーがひとつうなずいた。

「行ってください。どちらの『王キング』もいろいろと思うところがあるのでしょう」

「ええ、その通りです。──それに僕たちの相手は」

　そう言うロスヴァイセさんとギャスパーは、視線を美南風さんに送る。和風の少女は、全身からオーラを滲にじませており、ただではロスヴァイセさんとギャスパーを通らせないことを物語っていた。

　俺とアーシアは同時にうなずき、玄関をくぐっていく。

「あとは頼たのみます、ギャスパー、ロスヴァイセさん！」

　俺はアーシアをお姫ひめさま抱だっこの格好で抱かかえて、ドラゴンの翼を羽ばたかせて校内に飛び込んでいった。程ほどなくして、後方より激しい音が聞こえてくる。ロスヴァイセさん＆ギャスパーと美南風さんがやり合い始めたのだろう。

　俺は廊ろう下かを飛びながら、当時を思い返す。

　ここをボロボロになりながら、息を切らせながら、痛みに耐たえながら、走り抜ぬけていったんだよな。主あるじであるリアス──部長を救いたいがために、全力で走り抜けた。何度も何度も転がっては立って、上を目指したんだ……。

　この戦場は、感かん慨がい深くなることばかりだ。そして、その最たるものが、この先で待っているのだろう。

『ライザーさまの「僧侶ビシヨツプ」、一名リタイヤ』

　ロスヴァイセさんとギャスパーの勝利のアナウンスが届くなかで、俺は校舎の屋上にたどり着く。

　そこで待っていたのは──リアスと、ライザー・フェニックス！

　二人は戦ってはいなかったようで、衣服に乱れはないし、戦せん闘とうをした形けい跡せきも屋上にはなかった。

　俺はアーシアを下におろすなり、リアスの横についた。

「部長、兵藤一誠！　ただいま参上しました！」

　あのときに出したそのままの台詞せりふをリアスに告げる。彼女も懐かしかったのか、小さく笑う。

「ありがとうイッセー。なんだか、ここまで一いつ緒しよだと逆に恥はずかしくなりそうね」

　本当ですね。なんか、変な気分だ！

　とうのライザーは俺の登場を見て、

「ドラゴンの小こ僧ぞうか？　レイヴェルの奴やつ、見み逃のがしたのか──って、あのときの俺は言った覚えがあるな」

　などと、苦笑いしながら続いた。あー、確かにそんなことを言っていたな。

　当時を思い返しているなか、

『ライザーさまの「女王クイーン」、リタイヤ』

　ユーベルーナさんの敗北を知らせる報告が飛んできた。それは同時に朱乃さんの勝利を意味した。ライザーは眷けん属ぞくの負けを知って静かに瞑めい目もくする。

　前回は、朱乃さんが負けてここにユーベルーナさんが駆かけつけた。そういえば、朱乃さんの敗北を知って、あの頃ころの俺は驚おどろきを隠かくせなかったな。

　その朱乃さんがこの屋上に宙を飛んできてたどり着く。戦闘服である巫み女こ服はボロボロだった。……無傷での勝利ではなかったのか。ユーベルーナさんも強くなっていたということだ。

「ユーベルーナは、修しゆ行ぎようで一番能力を伸ばしたんだが……そうか、やはり、リアスの眷属には及およばなかったか。……くぐってきた修しゆ羅ら場ばの数が違うものな」

　冷静にそう漏もらすライザー。以前のライザーなら眷属の敗北に憤いきどおりを感じて、苦言を呈ていしていたことだろう。今回の戦いはある程度の結果を受け入れている節が見て取れた。

　ライザーは言うなり、上着を脱ぬぎ捨てる。半はん裸らに近い戦闘服を下に着ていたようだ。

　背中から炎ほのおの両翼を出現させる。……その炎の出量を見て、俺は驚いた。

　──以前よりも遥はるかに濃のう厚こうで巨きよ大だいな炎を背中より展開しているっ！

　鎧よろい越しでも伝わってくる熱量。まともに浴びれば鎧を着ていても無事では済まないだろう。

　ライザーがリアスに言う。

「……リアス、悪いが邪じや魔ま立てをするなよ？　俺は……こいつと戦いたいのだからな。あの天使の娘むすめに助すけっ人とを頼んだのも、この屋上でのマッチングを俺自身が望んだからだ。……レイヴェルも汲くんでくれた」

　──っ！

　……ライザーの告白に俺たちは驚きよう愕がくした。ライザーは──俺とここでの再戦を熱望していたというのだ。リアスの介かい入にゆうも許さないほどに、ライザーは俺との勝負を望んだということだ。

「俺はな、リアス。もはや、キミよりもそこの男に夢中なんだよ。そいつを倒たおさない限りは、俺は本当の意味でドラゴンを克こく服ふくしたことにはならんッ！」

　ライザーの真意を知り、リアスは息を吐はきながらこう答える。

「あなたがいくら不死身でも、いくつもの死線をくぐり、強敵を倒してきた真しん紅くの鎧のイッセーを相手にするのは無む謀ぼうよ。……それでも戦うのね」

　ライザーは迫はく力りよくあるオーラを解き放ちながら、一歩、また一歩と俺へと距きよ離りを詰つめてくる。

「リアス、俺は──負けてもいいんだよ。負けても、それを糧かてにする。何よりも強つわ者ものとぶつかり合うことに意味があるのだと悟さとったのだ！　兵藤一誠ッ！」

　指を突つきつけてくるライザーは、勇ましく叫さけんだ！

「火の鳥と鳳ほう凰おう！　そして不死鳥フェニックスと称たたえられた我が一族の業ごう火か！　その身で受けて燃もえ尽つきろッッ！」

　ライザーは言うなり、炎を巻き上げて自身を巨大な火の鳥と化して宙へと飛びだしていった！　あのパーティ会場での光景がフラッシュバックするようだぜっ！

　その状態で俺のもとに飛び込んでくるつもりなのだろう！

　俺は……ライザーの行動に心の底より高こう揚ようするものがあった！

「……リアス、お願いだ。絶対に邪じや魔まをしないでくれっ！　俺は……ライザー・フェニックスとここで戦いたいッッ！」

　リアスも俺の意志を汲んで、こくりとひとつうなずいてくれた。

　それを確かく認にんして、俺も空中に勢いよく飛び出していくッ！　真っ正面から、野や郎ろうの業火を受け止めたいからだっ！

「てめぇのチンケな炎で俺が消えるわけねぇだろォォォォォォォッッ！」

　吼ほえながら、俺はライザーに突っ込んだ！

　ゴンッ！　──とお互たがいの拳こぶしがお互いの顔面に打ち放たれる！　俺たちがぶつかり合った衝しよう撃げきが波動となってこの新校舎を大きく震しん動どうさせたっ！

　新校舎の上空で俺とライザーの打ち合いが始まる！　一撃を食らうたびに高熱が俺の内部にまで届いてくるが、こんなのは初めてじゃねぇんだっ！　耐えられるに決まっているだろうがっ！　俺の拳がライザーの頭、腕うで、足を吹ふき飛ばそうとも不死身の特性からか、瞬しゆん時じに再生を果たしてしまう！　これが厄やつ介かいなんだよな！

　あのときは心底ライザーを怖こわいと感じた。ライザーとの実力差がわかってしまい、あの場を離はなれたかった。けど、いまは違ちがうっ！

　一発一発ライザーと殴なぐり合いながら、奴が俺に言う！

「怖いか！　いや、怖くないよな、兵藤一誠！　おまえは赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアと共に走り抜けてきた本物の戦士だっ！　その鎧があろうがなかろうが、俺の業火で死ぬ器量ではないだろう!?　おまえの真の価値は、その籠こ手てよりも特大なのだからなッ！」

　…………ッッ！　……クソ！　バカかよっ！　なんでそんなこと言うんだよッッ！　俺をあのときと同じように煽あおれよ！　バカにしろよっ！　そんなふうに褒ほめられたら……泣いちまうじゃねぇかよッッ！

　ライザーの拳、蹴けりが炎をまといながら鋭するどく俺に打ち込まれていく！　俺の攻こう撃げきをかいくぐり出すライザーを見ていて俺は理解する！　ライザーは、体術に心得がある！

「あんたが格かく闘とう術なんてなっ！」

「ま、最近はこちらも鍛きたえているということだ！　何せ、組み手の相手にサイラオーグ・バアルを招いているほどだ！　ぶつかり合いなら保証付きだろうッ！」

　組み手の相手にサイラオーグさんかよっ！　だからか！　ライザーとの正面からの打ち合いに既き視し感を覚えるのはっ！　そうだ、サイラオーグさんと殴り合いなどというものをすれば、自然とこういう打ち合いを好むようになっちまうんだよなっ！

　──野郎との戦いは、これこそなんだからよっ！

　一発一発、顔に腹に足に腕に、全力の拳と蹴りを打ち込んでこそ意味がある！　俺の拳がライザーの顔面に打ち出され、ライザーの蹴りが俺の腹部に打ち込まれる！

　……もう、我が慢まんなんてできない。俺は唱えるぞ！

「──我、目覚めるは王の真理を天に掲かかげし、赤せき龍りゆう帝ていなり！　無限の希望と不ふ滅めつの夢を抱いだいて、王道を往ゆく！　我、紅あかき龍りゆうの帝てい王おうと成りて──」




「汝なんじを真しん紅くに光り輝かがやく天道へ導こう──ッ！」




『Cardinalカーデイナル Crimsonクリムゾン Fullフル Driveドライブ!!!!』

　真紅の鎧と化した俺！　ライザーがそれを見て驚きよう喜きの笑えみを見せて、全身をわなわなと興奮の様子で震ふるわせていた。

「いくぜぇぇぇぇぇっ！」

　俺は右手を極大に膨ふくらませるっ！　ソリッドインパクトの格好だっ！　一気に奴の炎をぶち抜くっ！

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』

　増大の音声と共に膨ぼう大だいなドラゴンのパワーが右の拳に集中していく！

『Solidソリツド Impactインパクト Boosterブースター!!!!』

　ライザーは背中の炎を前面に持ってきて防ぼう御ぎよしようとするが──その炎すらも俺の拳は容易に吹っ飛ばして奴を真っ正面から打ち抜いたッ！

「ぐはああああああっ！」

　ライザーは絶ぜつ叫きようをあげて、屋上に落下していく！　屋上の床ゆかにたたき付けられたライザーは、大きなダメージを受けながらものろのろと立ち上がった！

　体を炎で再生させながら、目をギラギラと輝かせ、戦いを諦あきらめてはいないようだった。

　しかし、不死身であるライザーでも、いま負ったダメージは絶大のようで体はよろめき、たたらを踏ふんだ。いくら不死身の特性でも心までは不死身ではない。俺の拳は──ライザーの心にまで届いているようだ。

「イッセー、ライザー！」

　リアスが俺たちの名を呼ぶが、ライザーは哄こう笑しようしたあとに叫ぶ。

「兵藤一誠ッ！　俺はおまえに何十回、何百回と負けるかもしれん！　だがな！　これだけは覚えておけ！　永遠に近い悪あく魔まの生だ！　それだけあれば俺はいずれおまえに勝てるッ！　いや、一万年もいらん！　数年もあればおまえなぞ、この不死鳥の業火で塵ちりにしてくれるッ！」

　再び背中の炎を莫ばく大だいに滾たぎらせて、ライザーは空中を飛び出してきた！　俺の一撃で大分精神を疲ひ弊へいさせたはずなのに、まだ向かってきてくれる！

「いいね。そういうのは俺も大好きだッッ！　わかりやすくてよッッ！　ライザーさんッ！　あんたも俺のライバルになってくれるのか！　最高だなッ！」

　飛び出してくるライザーを迎むかえる俺！　ライザーも笑えみを見せていた！

「いくぞ、兵藤一誠ッッ！　おおおおおおおおおおおっ！」

「負けるかよッ、おりゃあああああああああああっ！」

　真紅のオーラに包まれた俺の拳と、業火をまとったライザーの拳が、ゲームフィールド内でぶつかり合った──。




　これを見ていたリアスとアーシアがこんな会話をしていたと、その場に居合わせていた朱乃さんが後日教えてくれた。

「アーシア、男の人って……バカばかりね」

「うふふ、けど、とても楽しそうです。お二人とも──」

「ええ、まさかね。ライザーが私じゃなくて、イッセーを狙ねらうなんて……想像もできなかったわ。けど、うらやましい。──これが、男同士にしかわからないものなのね」

　──と、そのように話していたようだ。




　　　　─○●○─




　フェニックス戦から数日後──。

　あの戦いに勝利した俺たち。俺とライザー・フェニックスとの戦いも、俺の勝利で終わった。それよりも早くに他のメンバーの勝敗も決していたようで、ライザーとの勝負に夢中となっていた俺の耳にはアナウンスが届いていなかった。

　結果、リアス・グレモリー眷けん属ぞくの全勝という形で交流試合が終わった。

　……前回は、ボロボロにされた上に負けたからな。今度は、大分戦力差を突き放しての勝利だった。唯ゆい一いつ、勝負がつかなかったのはゼノヴィアとイリナの戦いで、終始あーだこーだ言い合いながら斬きり合っていたそうだ。先に俺とライザーの勝負が終わってしまい、結果的にフェニックスチームの『王キング』が詰まされたこととなり、ゲームも終しゆう了りようとなったわけだ。

「むむむ、まだ勝負はついてないわ！」

「ああ、その通りだ！　イリナには負けん！」

　不完全燃焼のイリナとゼノヴィアはあれから事あるたびにチェスやスポーツで勝負をしているという。……まったく、どっちも負けず嫌ぎらいだねぇ。

　けど──。あの交流戦は、俺たちの成長を測る意味でも意義のある試合だった。それにライザーとの一戦は──本当に楽しかったよ。

　あのときの一戦に後こう悔かいの念を残していた木場、小猫ちゃん、朱乃さん、ギャスパーもどこか満足げな様子だった。最後まで勝ち残るってことは、それだけで満たされるからな。俺も、最後まで立ってライザーを倒たおしたときは感動してしまった。

　ライザーは試合後にリアスと俺にこう言ってきた。

「早くプロの世界に来い。──正式に勝負がしたいからな」

　……ああ、早くその世界に行きたいもんだね。ライザーだけじゃなくて、シトリーチーム、サイラオーグさん、まだ見ぬ強敵たちとそこで出会えるのだろうから──。

　いや、まずは体を休めよう。レーティングゲームって、一戦に体力と気力をものすごく使うから、試合後に大分疲弊しているんだよね。今回も思っている以上に疲つかれたから、もう少し体を労いたわらないとな。

　……などと思っていたら、またまたリアスとレイヴェルが部室でチェスをしながら話し合っている。

「……この局面、私だったら、こう采さい配はいするわ」

「けれど、リアスさまのその動きはあちらにも予測されると思いますし……」

　……今度は何を話しているのかと訝しげに見ていたのだが、アザゼル先生が「チーっス」と部室に顔を出した瞬しゆん間かんにリアスとレイヴェルが先生に詰つめ寄った！

「アザゼル！　ソーナとシーグヴァイラ・アガレスの勝負は知っているわよね!?」

「先生！　もし、リアスさまがシーグヴァイラさまとスクランブル・フラッグで勝負をされたら、どうなると思います!?」

　──ッ！　絶句する俺！　なんてこった！　二人が話していたのは──ソーナ前会長とシーグヴァイラさんのゲームかよ!?　察するに「もしグレモリー眷属がそこで戦っていたら──」なんてことを話し合っていたのか!?

　とうの詰め寄られた先生はというと──。

「おっ。おもしろそうじゃねぇか。アガレス家に打だ診しんしてみるか？」

　ノリノリの表情でそんなことを言っていた！

　いやーっ！　お願い！　試合をするなら、計画的にぃぃっ！

　貴族の女性のお戯たわむれに困こん惑わくしてしまう俺だった──。







　　　あとがき







　この「ＤＸデイーエツクス」からハイスクールＤ×Ｄが初めてという方は初めまして、Ｄ×Ｄ本編から引き続きついてきてくださっている方はお久しぶりです。石いし踏ぶみ一いち榮えいです。

　そのようなわけでハイスクールＤ×Ｄの新シリーズ「ＤＸ」がスタートとなります。この「ＤＸ」は、ドラゴンマガジンに掲けい載さいされた連れん載さい分の短編を中心に、雑誌の付録についたショートストーリーなど珍めずらしいお話をも収録していこうというシリーズでもあります。さらに書き下ろしでは、本編ではできない「夢のような一戦」や「夢のような出来事」を取り上げていこうと思っております。

　では、各話時系列と共にご紹しよう介かいしていきます。




『あぶだくしょんＥＲＯ！』──時系列七巻後

　部長呼びが懐なつかしく思えるエピソード。なんとなく、この世界にもＵＦＯがいるのではないかと出してみたお話です。本物の宇宙人も出そうかなと思ったのですが、さすがに世界観的にやり過ぎかなと思い直しまして、アザゼルの作ったＵＦＯということで落ち着きました。しかし、新シリーズ一発めから主人公がアイデンティティ（エロ）を失った状態で、しかも木き場ば視点から始まるなんて……冒ぼう険けんにも程がありますね。




『究極!!　お兄ちゃん仮面』──時系列九巻前後

　これは、サーゼクス編と言っていいほどにシスコンな物語です。もともと、ドラゴンマガジンの付録に「人気作品の中編を集めた文庫を付けたい」という企き画かくのもと、執しつ筆ぴつされたお話でして、短編の連れん載さい枠わくではないので、知る人ぞ知るかなりレアな原げん稿こうです。

　この頃ころのイッセーはなんというか性せい欲よく旺おう盛せいですね。……いつの頃からあんなにも落ち着いてしまったのか。いや、根底はエロエロだとは思うんですけどね。アザゼルのＵＦＯビームの効果がその後にも影えい響きようしてしまっている……？

　意外にもリアスたちが仕事で得た対価がどうなっているのか、初めてわかる貴重なエピソードでもありました。




『ストップ!!　祐ゆう斗とくん！』──時系列七巻後

　本編十三巻に収録されている『アクマのカクラン』の元となったお話でして、例の性別を変えてしまう道具も初登場となっております。これはドラゴンマガジンの付録ポスター裏に掲載されました。そういう意味では、このお話も知る人ぞ知るレアなものです。

　まあ、もしイッセー以外のキャラが男キャラだったらという妄もう想そうめいたところから始まった企画でして、皆みんな美び男だん子しという設定です。こちらの世界では木場が美少女でイッセーと恋こい仲なかになっておりますが、このお話自体パラレルなものと思ってください。




『乳ちち龍りゆう帝てい漫まん遊ゆう記き』──時系列九巻後

　クロウ・クルワッハの名前が初登場した短編であったりします。グレモリー領内の田舎いなか町を書きたかったという理由もありました。本編が二十冊近く出ているわりにその辺りの描びよう写しやが欠けていたりしたので。しかし、この頃のヴァーリチームは暇ひまですね……。




『転生天使にラブソングを』──時系列十二巻後

　本編に先さき駆がけてシスター・グリゼルダが初登場した回です。「転生天使のお仕事ってなんだろうか？」という発想からスタートしてます。皆さん、イリナはきちんと天使のお仕事を全うしているのですよ？




『温泉に行こう！』──時系列十三巻後

　私の趣しゆ味みが多分に反映されたお話です。どうにも私は年上の女性、特に人妻というジャンルに弱くてですね。いつか必ずグレイフィアを主題にした短編を書いてやろうと目もく論ろんでおりました。それに「どうせやるなら混浴の温泉だ！」とそこまで思い立った結果、この短編が誕生しました。十二巻の激戦を経たイッセーたちに慰い安あん旅行をさせてあげたいと思いながらも、人妻との交流に力を入れました。

　機会をいただいたら、また人妻との交流を書いていきたいと思います！




『戦せん闘とう校舎のフェニックスＤＸ？』──時系列十九巻の間

　今巻の書き下ろしです。意外にも内容が熱くなってしまったエピソードです。

　時系列的には十九巻の間でしょうけど……あまりその辺りの整合性は探らないでください。十九巻の間にこういうこともあったのだろうと受け止めていただければ幸いです。

　いまの戦力でライザーチームと戦ったらどうなるのか？──と、書き始めたエピソードです。こういう「もし」とかのお話は読者さんの妄想するところでしょうけれども、私自身も機会があれば書きたかったところがあったので、今回新シリーズ「ＤＸ」一巻の一発目の書き下ろしに入れてみました。本編二巻と読み比べながらもう一読されると結構おもしろいと思います。ライザーチームもライザーをはじめ、特訓で大分強くはなっていたのですが、グレモリーチームはそれ以上に成長していました。

　ただ、これはライザー戦だからこそできたものでして、同じようにサイラオーグ戦をもう一戦というのは無理でしょう。あれはあれで完結している戦いだと思いますので。

　対アガレス戦、または他の悪あく魔ま眷けん属ぞくや別勢力との異種対たい抗こう戦をこの「ＤＸ」の書き下ろしでやれたら、楽しいかもしれませんね。




　ここで謝しや辞じをば。

　みやま零ゼロさま、担当Ｈさま、いつもお世話になっております。短編集のシリーズもスタートということでより一層よろしくお願い致いたします。

　──と、このようなわけでハイスクールＤ×Ｄの新シリーズ「ＤＸ」がスタートとなりました。拾いきれなかった珍しいエピソードもこれでできうる限り拾えそうです。これもファンの皆さまの多大なるご支持のおかげでございます。本当にありがとうございます。

　引き続き、次巻もどうぞよろしくお願い致します！
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